

































おれと一乃のゲーム同好会活動日誌 その10




End of The PersonalWorld








葉村哲





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次









追憶　零　夜桜

追憶　一　四月、善良な人間になるための努力

追憶　二　五月、男子高校生は一日二十時間ぐらいはえっちぃことを考えている

追憶　三　六月、キリカさんにえっちぃお仕置き……する？

追憶　四　七月、フェルせんせいの、はちみつこじんじゅぎょう、はじまるよー

追憶　五　八月、どうして私は幼馴染じゃなかったのかと思っただけ

追憶　六　九月、ようこそリア、ゲーム同好会へ！

追憶　七　十月、土下座して許してもらおう！

追憶　八　十一月、兄さま、真剣な顔で洗濯カゴを睨みつけてなにがしたいのですか？

追憶　九　十二月、何か面白いことをしなさい宗司

追憶　十　一月、私と同じ部屋に居る人間が幸福でありますように

追憶　十一　二月、あるいはそれが恋の味

追憶　十二　三月、ごく個人的な世界の終わり

日誌　一　口笛が聞こえる






追憶　零　夜桜






　太鼓を叩たたく音がする。

　雨音に似た一定のリズム、抑よく揚ようのない音色、遠く静かに染み込むように。

　叩くのは少女。レインコート姿の小柄な少女。

「眠れ、眠れ、眠れ。人のように、蝶ちようのように、忘れられた傘のように」

　目ま深ぶかに被かぶったフードの奥から零こぼれる髪は白く、その瞳ひとみは赤く。

　幼い顔に表情はなく、その体たい軀くは齢よわい十を越えたばかりのように小さい。

「眠れ、眠れ、眠れ。影のように、闇やみのように、棺ひつぎとなった楡にれのように」

　穢けがれを知らぬ手はバチを握り、床に置いた小さな太鼓を叩いている。

　疲れを知らぬ機械のように、太鼓を叩き続ける。

　彼女は《亀テペリス》。

　第四の罪『怠たい惰だ』の化身。

　雨音に似た太鼓の音を世界に刻むもの。

　太鼓の音と共に、呪のろい歌を唱えるもの。




「眠れ、世界が終わるまで」




「眠れ、世界が果てるまで」




「眠れ、世界が消えるまで」




「眠れ、ここは世界の果て」




「眠れ、ここは全すべての因果が消えた場所」




「眠れ、眠れ、眠れ」




「夢の世界が壊れぬように」




　──太鼓を叩たたく、音がする。













追憶　一　四月、善良な人間になるための努力






「なあ……おれが実は世界の全てを凍りつかせる『零白夜ラスト・エレメント』って異能を持った『永遠の使者』で、リリスはそれを阻止し世界に正常なる終末をもたらす『運命の死神』だとしたらどうする？」

　朝食のトーストを齧かじりつつ、ふと思い出したように彼──白しろ崎さき宗そう司じは問うた。

　対面に座る双子の妹、リリスとリリスは小さな唇に運ぼうとしていたオレンジジュースのグラスを置き、鏡に合わせたような仕草で首を傾かしげた。

「どうしました兄さま、」

「中学を卒業したばかりだというのに中二病に目覚めたのですか？」

　確かにそう思われても不思議はないな、と宗司は小さく苦笑する。

「いや、ちょっと、そんな夢を見ただけだ」

「……そんな中二病丸出しの夢の話ではなく、」

「兄さまには、もっとリリスに対してするべき話があると思うのです」

「は？」

　困惑する宗司を、じっ、とリリスとリリスが無表情に見詰める。

「今日のリリスは、」

「何かが違うと思いませんか」

　何が違うのだろうか、困惑したまま宗司は妹たちの姿を観察した。

　愛らしいが表情に乏しい顔立ち、小さなポニーテイル、宗司より三つ下であることを考えても小さな体、ペールオレンジのワンピースにも似た変形ブレザーの制服、青いリボンで飾られた胸元の膨らみは小柄な体に相応ふさわしく慎つつましい。

　蕾つぼみのようだ、とでも表現すれば、その慎ましさがよく伝わるだろう。

　こう言っては何だが、見飽きるほどに見慣れた妹の姿だ。

　しかしリリスとリリスは鏡のような瞳ひとみでじっと、何かを期待するように、宗司を見詰めたまま微動だにしない。

　宗司は、静かに両手を上げた。

「降参、ごめんなさい、お兄ちゃんにはちょっとわからなかった」

「……まったく、兄さまは仕方のない人です、」

「本当に鈍感なのですから」

　リリスとリリスが小さく溜ため息いきを吐つき、おもむろに席を立つ。

「今日はリリスが荒あら谷や学園中等部に入学し、」

「兄さまと同じ学校に通えるようになった記念すべき日です」

「そしてランドセルから解き放たれまた一つ大人の階段を登った、」

「リリスの可か憐れんな制服姿を見て何も言うことはないのですか」

　言いながら、多分、恐らく、本人たち的にはセクシーに両手を頭の上で組みつつポーズを取った。

　中等部一年と考えても小柄な体、強調するように胸を張るが逆に物悲しさだけが引き立ち、フリルのついた短めのスカートがちらりと揺れる。

　宗そう司じは、困ったような顔をして──礼儀正しくスカートの辺りからは視線を逸そらし──自分の頰ほおを指先で搔かく。

「ええと……とりあえず、同じ学校って言っても中等部と高等部じゃ接点あんまりないぞ。体育祭とかの行事は合同でやるってぐらいか？　校舎も離れてるし」

　丁度、入れ替わる形で宗司は高等部一年に進み、リリスは中等部一年に入学した。

　三年も離れていると、なかなか兄妹一緒にというのは難しい。

「リリスはそれでも、」

「嬉うれしいです」

「兄さまと同じ時間を、」

「同じ場所で過ごすことが出来ます」

　後頭部で組んだ腕を下ろし、恐らくセクシーであろうと思われるポーズをやめたリリスがほんの僅わずかに微笑ほほえんだ。

「そういうもんかい」

　照れくさくなったのか、宗司はまた頰ほおを搔かき落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる。

　ふと、何気なく自分の制服姿を見下ろした。

　これと言って特徴のない詰つめ襟えり、所謂いわゆる学ランだ。襟元には荒あら谷や学園の校章がついている。

　荒谷学園は中高一貫教育の私立学校であり、無駄なぐらいに豊富な制服のバリエーションを誇っている。ただし女子だけ。

　女子制服に限って言えばリリスのように殆ほとんど原型を留めていないレベルのアレンジが施されたものがあれば、正統派のセーラー服やブレザーもある。

　男子は基本の学ランとブレザーにカラーバリエーションがあるぐらいだ。

「……なんか、高校に上がったって気がしねえな」

　実際、宗司の制服は襟元の校章の色が変わっただけで中学時代と同じである。

　変わり映えしないにも、程がある。

「それはつまり兄さま、」

「留年してリリスが高校生になるまで待っていてくれるという意味で──」

「意味ではありません！　制服がね、中等部と同じだなってだけですから！」

　普段は表情に乏しいくせに、こういう時だけ目を輝かせる妹を慌てて制止する。

「そうですか、」

「せっかく、兄さまの同級生になれると思いましたのに」

　わざとらしく、リリスとリリスは肩を落としてしょんぼりした。

「リリス、お兄ちゃんと一緒の学校に通いたかったな、」

「通いたかったなー」

　同じ時間を同じ場所で過ごせるだけで充分、と言っていた健けな気げな妹はどこへ消えたのか。

　リリスとリリスは上目遣いの、寂しそうな目で宗そう司じの顔をじっと見詰める。

「くっ、や、やめろリリス、そんな目でおれを見るな」

　うろたえる宗司、だが、リリスの『お兄ちゃん、リリス寂しいの』光線は強力だ！

　入学式の朝早々に訪れたピンチに、宗司はどう対処するのか。

「そ、そうだ、ほら、家だとずっと一緒にいるんだし。学校ぐらい一緒じゃなくてもあんまり問題ないと思わないか！」

「二点、」

「無論、百点満点中です」

「うわー、超低得点だ」

　点数をそのまま温度にしたようにリリスの眼まな差ざしは冷たかった。

「良いんですよ、リリスは知ってますから、」

「所しよ詮せんリリスは家担当の女」

「学校には学校の女が、」

「兄さまにはいるんですから」

「物もの凄すごく人聞きの悪いことを言うな！」

「でも事実ですよね？」

「キリカはただの幼馴染ですって言うか、リリスも知ってるだろ！」

　わたわたと身振り手振りも激しく、宗司が椅い子すから半ば腰を浮かせ懸命に弁解する。

　ふっ、とリリスは皮肉っぽく唇の端を上げ肩をすくめた。

「リリスは誰のこととは言ってませんのに、」

「真っ先に沢さわ村むらキリカの名前が出るのですから救いがありません」

　ぐさり、と宗司は何かが自分の胸に突き刺さる音を聞いた。

『語るに落ちた』と書いてある言葉のナイフである。

「しょ、しょうがないだろ、幼馴染で同級生なんだから、そりゃ学校で話もするさ」

　開き直ったようで、開き直れていない台詞せりふだ。

　弱りきった表情で、視線は助けを求めるように泳ぎ回っていた。

　にこり、とリリスが微笑ほほえむ。

「昼食を一緒に食べたり、」

「帰りに寄り道したり」

「休日は一緒に遊んだり、」

「話だけじゃありませんよね兄さま」

　微笑んでいるが、見詰める視線の冷たさは何も変わらなかった。

　宗そう司じの額には春先だというのに汗が滲にじんでいた。

「ええと、その、これからはリリスも一緒に、どうでしょうか。昼休憩とか、その辺」

　リリスは微笑んだまま、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「良いんですか、兄さま？」

「ああでも、一応キリカに聞いて……」

　曖あい昧まいに頷うなずく宗司に、ずい、とリリスとリリスは距離を詰め左右から挟みこむような位置へ移動した。

　宗司に顔を近付け、左右からリリスとリリスは言う。

「一応、何ですか？」

「…………何でも、ありませんです、はい」

　妹の浮かべる愛らしい微笑みの奥から滲むプレッシャーに負け、宗司は力なく、肩を落として頷くしかなかった。

「ありがとうございます兄さま、」

「リリス、これで学校に通う楽しみが一つ増えました」

「そうか……リリスが喜んでくれて、お兄ちゃんも嬉うれしいよ」

　全すべてを諦あきらめたように遠くを眺め、宗司はリリスの作ってくれた朝食を再び食べ始めた。

　キリカにどう説明するべきか、頭の痛い問題を考えながら。




　上機嫌なリリスと、頭痛を堪こらえるような顔をした宗司の朝食が終わり、兄妹は仲良く学校へと向かう。

「あのさ、お兄ちゃんかなり歩き辛づらいんだけど」

「リリスはそんなことありません、」

「むしろ足取りが軽くなります」

　具体的には、兄妹仲良く手を繫つないでの登校である。

「それとも兄さまは、」

「リリスと腕を組んでの登校の方がよろしいですか？」

「手を繫いだままで良いです」

　宗司を傍はたから見れば、双子の美少女と手を繫いで登校している幸せ者だ。

　当然のように、周囲の、特に男子生徒からの視線は痛かった。

　周囲の視線に耐えながらの登校も、荒あら谷や学園の長い坂道（正確には山道と呼ぶべきだろう）と共にやっと解放される。

「中等部の校舎はあっちだから、ここでお別れだな」

「名残惜しいですが仕方ありません、」

「では兄さま、また後ほど」

「ああ、また後で」

　宗そう司じはリリスと別れ高等部校舎、の傍そばに設置されたクラス分けを記したボードへ向かう。

　当然ではあるが、ボードの周囲は人が多く混雑していた。

　宗司も人ごみに混ざり、ボードの中に自分の名前を探して行く。

「……おっ、あった」

「だーれだっ」

　いきなり、視界が塞ふさがれた。

　後ろから両手で目隠しをされている。

　背中に、何だかとても幸せになれそうな柔らかい感触が当たっている。

　二つの、ぽよんぽよんとした──グレープフルーツのサイズとマシュマロの柔らかさを兼ね備えた──豊かな膨らみを、その感触を、宗司は覚えていた。

「……キリカ」

「はずれーっ」

「噓うそだっ！　っていうか声がそのまんまキリカじゃねえか！」

「アハハハハ」

　可お笑かしそうに笑いながら、柔らかなふくらみの主ぬしは宗司を後ろへ引っ張って行き、ボード傍そばの人ごみから連れ出した。

　そのままボードから随ずい分ぶん離れて、周囲にあまり人がいなくなると。

　やっとこさ、彼女は両手の目隠しを外した。

　宗司は振ふり返かえる。

　予想通り、そこには彼の幼馴染の沢さわ村むらキリカがいた。

　銀色の髪を左右で二つに括くくったツーテール、小さなハートマークのヘアピン、大きな青い瞳ひとみ、にこにこと向日葵ひまわりのような微笑ほほえみを浮かべて宗司を見詰めて言う。

「正解は、『カワイイカワイイ』キリカさんでしたっ！」

「カワイイカワイイが必須とな！」

　彼女の制服はオーソドックスなブレザーで、ところどころに簡単なアレンジを加えている。特筆すべきは、胸元に結んだ赤いリボンをばいんっと大きく突き上げる胸のサイズだろう。リリスが無、あるいは薄とするならば、彼女は紛まぎれもなく巨、豊である。

　短めにしたスカートやブレザーから伸びた手足はいかにも元気いっぱいという風によく動いている。

「それは当然だよっ」

　バンザイするように両手を大きく挙げ、ばしんばしんと宗そう司じの両肩を叩たたく。

　ついでに銀色の尻尾しつぽと胸元の膨らみがふわりぽよんと揺れている。

「キリカさんの苗みよう字じは『河かわ合い』だからねっ」

「おまえ沢さわ村むらキリカだろ！　苗字『河合』じゃねえし、『河合』だったとしてもカワイイカワイイがつく理由にはならんわ！」

「将来的には白しろ崎さきキリカになる予定なんだけど、語呂がいまいちなんだよねっ」

「ああ、『き』が連続しちゃうから喋しやべり辛づらいんだよな……違う！　いつのまにかおれの将来を取り返しのつかないレベルで決定しないでくれ」

「えいっ」

「いってえ！」

　足を踏まれた、しかもぐりぐりっと踏み躙にじられた。

「な、何でだ」

「えー、だってー、ソージがわけわかんないこと言うんだもんっ」

　涙目で怒鳴る宗司、ぷぅと頰ほおを膨らませてそっぽを向くキリカ。

　端的に言って、痴話喧げん嘩かである。

　余談ではあるが、中等部時代『白崎宗司と沢村キリカは付き合っていない』のは荒あら谷や学園七不思議の一つとして数えられていた。

「それはともかくっ」

　別に本気で拗すねていたわけでもないキリカはくるりんぱっと銀色の髪と短めなスカートの裾すそを揺らして一回転、宗司の顔を正面から覗のぞき込こむ。

「キリカさんから非常に残念なお報しらせがありますっ」

「非常に残念？　なんだよいきなり」

「それはね──」

　青い瞳ひとみに真剣なものが宿り、宗司は思わず息を吞のんだ。

「ソージとクラスが別になっちゃったよっ！」

「……あれ、そんだけ？」

「ええええええ、中等部時代はずっと一緒だったのに別々になっちゃったんだよっ！　これこそロミオとジュリエットもびっくりな悲劇だよっ！」

「とりあえず、シェイクスピアに謝れ」

「まあ、ロミオとジュリエットって結構間抜けな話なんだけどねっ。ノリと勢いで心中まで行っちゃった感あるし」

　やれやれ、とキリカは大おお袈げ裟さに肩をすくめて首を振る。

　宗そう司じは、ふぅと一つ溜ため息いきを吐ついた。思ったより軽い話だったので気も抜けた。

「おまえなら新しいクラスでも簡単に友達作れるだろう、気にするなよ」

「んー、キリカさんとしてはむしろ新しいクラスで友達が作れそうもないソージが心配」

「見くびりすぎだろ！　いくらおれでも友達ぐらい……作れる、んじゃないかな、多分」

「アハハハ、言ってるうちにどんどん自信がなくなって行ったね」

「ぐぬぬぬぬぬ」

　何が楽しいのか、苦い顔をした宗司の肩をキリカがまたもばんばん叩たたいていた。

「大丈夫大丈夫、キリカさんが時々遊びに行ってあげるからっ。これで休み時間も寂しくないよっ」

「凄すごく余計なお世話だ」

「もー、ソージは意地っ張りだねっ。仕方ないからキリカさんがとっておきのアイテムを貸してあげるよっ」

「とっておきの、あいてむぅ？」

　心底胡う散さん臭くさそうな顔をする宗司を余よ所そに、キリカは自分の学生鞄かばんを開けごそごそと……

「ぱららっらーん、キリカさんお手製ソージ人形ー」

　誇らしげに掲かかげたそれは、宗司をデフォルメした四十センチほどのぬいぐるみだった。

　にこにこと笑顔を浮かべて、キリカはそれを宗司に手渡そうとする。

「はいっ」

「いや、はいっ、とか言われても困るんだが……」

「えー？」

　頭の上に疑問符を浮かべるように、キリカは銀の髪を揺らして首を傾かしげた。

「おなかを押すと、ソージの声で喋しやべるんだよ？」

「無駄に高機能だなおい！」

「ぽちっとな」

　キリカがソージ人形のおなかを押すと、目の部分がちかちかと光り内蔵されたレコーダーが動き出す。

『オゥ、キリカ、マイスイート、キミの瞳ひとみはまさに百万ボルトさベイベェ』

　無駄にカッコよい声をしていた。

「おれ、そんな台詞せりふを言ったことないよ！」

「頑張って合成したのさっ！　イェイ！」

「本気で無駄なところに力を入れてるんじゃねえよ！　そもそもだな、おれが、おれをモデルにしたぬいぐるみを持ってるって、どうなんだよ！」

　ウインクと一緒にブイサインをしたキリカに向けて宗司が叫ぶ。

　それから五秒ほど考え、キリカがぽんっと掌てのひらを打った。

「ソージがナルシストの変な人みたいだねっ」

「わかってくれてありがとう」

「だから、ソージを応援するために『頑張れキリカさん』人形を作ってきてあげるよっ」

「そうそう……んぅ？」

「大事にしてあげてねっ」

　ナイスアイデアとばかりに軽く手を打ち、キリカはにっこりと向日葵ひまわり畑のような笑顔を浮かべた。

「待って、同級生女子をモデルにしたぬいぐるみを持ってる男子高校生が傍はたからどういう人間に見えるか考えて！」

「あっ、そろそろ行かないとホームルーム始まっちゃうよっ」

「待て、待つんだキリカ！」

「じゃーねーソージー、また後でねー！」

　必死に宗そう司じが呼び止めようとするが、キリカは銀色の髪をなびかせ弾はずむような足取りで校舎へと向かって行く。

「だから待てって、くそっ、何であいつあんなに足が速いんだ！」

　遅れて宗司も追いかけたが、結局追いつけなかった。




　結局そのまま自分の教室へ行き、ホームルームを受けることになったのだが。

「うなー、フェルせんせいだよー、いちねん、よろしくね」

　担任がちっちゃかった。

　具体的には、軽く背伸びをして教卓にぽよんとした胸を乗せるようにして立っていた。

　炎のような赤毛に、生徒と言っても通じる童顔、背丈に似合わずぽよんと大きな胸。

　舌足らずと言うのか、どこか幼く棒読みに近い喋しやべり方。

　──そして他に、いくつかの、ツッコミどころ。

「なにか、せんせいに、しつもんはあるかな？」

　フェル先生の目の前、最前列中央の席に座る宗司は静かに手を上げて問う。

「あの先生……なんで、生徒用の制服着てんですか？」

「にあう？」

　因ちなみに赤いセーラー服である。

　フェル自身の容姿と相まって中等部の生徒にしか見えないが、似合うかと言われれば。

「確かに凄すごく似合ってますけど」

「じゃー、いいよねー」

「……そうですね」

「ほかに、しつもんは、あるかなー」

「あの先生……なんで、頭の上にネコミミ生えてるんですかね？」

「うなー？」

　ぴっこりと、フェルの長い赤毛の上にはネコミミが生えていた。

　どう見ても本物、神経が通っているとしか思えない動きでぴこっと左右に動いていた。

「フェルせんせいは、ちょっと、なにをいってるのか、わからないなー」

「いや、わかってよ先生！　その頭の上のネコミミなんなの！」

「うなー？　ネコミミ？　なんのこと？」

　無表情のまま、小首を傾かしげる代わりにぴっこりと赤毛の上のネコミミが傾いた。

「ええええ、いや、思い切り、なあ！」

　最後のなあ、で周囲に座る他の生徒に同意を求めた宗そう司じだったが。

　ふいっ、と他の生徒たちは一様に目を逸そらした。

「ええええええ！　えええええええええ！」

　思わず立ち上がり宗司は叫ぶ、今度は周囲と言わず教室全体を見回すが他の生徒たちは同じように目を逸らすばかりだった。

「うなー、ひょっとして、きみは、つかれてるのかな？　ほけんしつ、いく？」

「いえ、あの……すいません、もういいです」

　おれは触れてはいけない部分に触れてしまったのだろうか──自問自答しつつ、宗司は再び席に着く。そして、頭を抱える。

「わからない、何もかもがわからない」

「ほけんしつに、いきたくなったら、いつもでいってね」

「はい、ありがとうございます先生……」

「フェルせんせいが、いけないこじんじゅぎょうを、してあげるからね」

「それは教師が言う台詞せりふじゃないですよ！　つうか物もの凄すごい犯罪臭がするんですけど！」

「うふーん、あはーん、ばかーん」

「棒読みで何が言いたいんだ！」

「おとなのいろけ」

「無理がある！　無理しかない！　無理だ！」

「うなー……きょうしあいてに、その、ようしゃない、つっこみ。やるな」

　何な故ぜか感心された。

「ほれたぜ！」

　何故か惚ほれられた。

「本当にもう良いですから、ホームルーム進めて下さい、お願いします」

　宗司は再び頭を抱え、哀あい願がんした。

「しかたないなー、ほれたよわみだ、いまは、そっとしておいてやるぜ」

　高等部に進級したばかりだが、これは大変なクラスに入ってしまったのではないか。

　嫌な予感を胸に抱く宗そう司じであった。




　そして、その予感は見事に外れた。

　何事もなく平穏に──妹と幼馴染が殴り合いの喧けん嘩かをしたり、家庭訪問と称して自室に担任教師が忍び込んできた程度で──

「これを平穏だと思ってしまう自分が嫌になるぜ」

　半月程が過ぎた。

　ある日の放課後の事だった。

「あなたが、白しろ崎さき宗司？」

　夕暮れの教室、宗司が一人ぼんやりとしている中に彼女は長い黒髪をなびかせ現れた、

　艶つやのある、夜を溶かしたような美しい黒髪だった。

　瞳ひとみは窓の外に浮かんだ夕暮れのように赤く、そのくせ冷たく。

　真っ黒なセーラー服を身にまとっているくせに、時期外れの雪を想起させる。

「ああ、そうだよ」

　正面に立つ彼女を見上げて、宗司は頷うなずく。

　黒いセーラー服が魔女のように似合っていた、すらりとした無駄のない体つきだ。

　恐ろしく大人びて、随ずい分ぶんと遠い場所にいるように見えた。

　教室の窓から吹く春風が、彼女の長い黒髪を揺らしていた。

「一文の特にもならないくせに、好き好んで他人の悩み相談を引き受けている変人」

　その冷たさに似合った静かな声で彼女は問い、宗司は頷うなずいた。

「一つ訂正するなら、おれは悩み相談なんて引き受けてない。ただ悩みを聞くだけだ」

「そう」

　しゃらり、長い黒髪をかき上げ彼女は椅い子すを引いた。

　まだ座ろうとはせず、赤い唇を吊つり上あげるようにして言葉を続けた。

「どうして？」

　宗司は軽く肩をすくめた。

「『おまえはもっと人の話を聞け』、とガキの頃、親父おやじに言われてね」

「意味が違うわね」

「ああ、文字通りの意味で解釈して人の話を聞いていたら、いつのまにかこうなった」

「で」

「で？」

「もっと人の話を聞いたとして、あなたはどうなるの？」

「……そこに踏み込んだ奴やつは初めてだよ。大概は、子どもの頃の間抜けな失敗話で納得してくれるんだがな」

「人間が何らかの行動を起こすときは、その行動によって何かを得られると期待しているからよ。その行動が自覚的であるか、無自覚であるかは別の問題としてね」

「なるほど、明快な論理だ」

　もう一度、宗そう司じは道化師がおどけるように肩をすくめた。

　炎のような瞳ひとみをした雪のような少女は宗司をじっと見詰めていた。

　吹き込む春風が、彼女の黒髪を揺らしていた。

　淡あわい花に似た香りは彼女の黒髪から漂うものか、あるいは、ただの春の匂においか。

「善良な人間になるにはどうしたら良い、って昔のおれは聞いたのさ」

「それで、善良な人間になるための努力は実を結びそうかしら」

「難しいな」

「でしょうね」

　くすりと、春風に吹かれて消えそうなほど小さく彼女は笑った。

　引いたままにしていた椅子に、宗司と正面から向き合うように座った。

「良かったわ。私、善良な人間は嫌いよ」

「善良な人間でなくて良かったよ」

　別に張り合うわけでもないが、彼女は宗司の目を見詰めて逸そらさず、宗司もまた赤い瞳を見詰め返して逸そらさない。

「で、おれはあんたの何を聞けば良い？」

「私のクラスに、変な女がいるわ」

「ほう」

「机の上に、堂々とぬいぐるみを飾っているの。学ランを着た、男の子のぬいぐるみ」

「……ほう」

「変な女が、ぬいぐるみのモデルにした男もやはり変なのかしらと思って見に来たの」

「…………多分、その変な女は銀髪で青い目をしてるな」

　長い黒髪の少女は、その黒髪をかき上げて頷うなずいた。

「変な人間は嫌いじゃないわ、少なくとも、善良な人間よりは」

「褒ほめられてるのかどうかわからないが、一応ありがとうよ」

　頭痛を堪こらえるように眉み間けんに指をあて、宗司は盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「思ったとおり、ぬいぐるみのモデルも変な人だったわ」

「いや、多分、おれはかなり常識的な方だと思うんだが」

　弱く苦情を入れるが、彼女は気にせず黒いセーラー服のポケットに手を入れる。

「あなた、大富豪は知ってる？」

「は？　あのトランプの大富豪か？　そりゃ知ってるが」

「なら良いわ」

　ポケットから取り出した新品のトランプの封を開け、彼女はシャッフルを始めた。

「待て待て待て！　何をするつもりだ！」

「理解力のない男ね」

　さらりと毒を吐いて、癖なのか、彼女はまたも長い黒髪をかき上げる。

「大富豪に決まっているでしょう」

「二人で大富豪！　いや、それ以前に何で大富豪！」

「相談するような悩みがないから、そのお詫わびかしら？」

「意味がわからねえよ、人を変人呼ばわりしてるおまえが一番の変人じゃねえか！」

　叫ぶ宗司の鼻先に、ひゅっとナイフのように鋭く彼女はトランプを一枚突き付けた。

「おまえでなく森もり塚つか一いち乃のよ、白しろ崎さき宗そう司じ」

　突きつけられたカードはハートのエース。

「一乃で良いわ、私も宗司と呼ばせてもらうから」

「……何が何だかわからんが、ちょっと待て」

　色々なことを諦あきらめた宗司は、せめて二人で大富豪などという驚くほど退屈なゲームを回避しようと携帯電話を取り出した。

「もう何人か呼ぶから……ああ、ええと、良いな、一乃？」

「ええ」

　気のせいでなければ、森塚一乃はそれとはっきりわかる楽しげな笑顔を浮かべた。

「構わないわよ宗司」

　大人びてもいなければ、遠くもなく。

　そして冷たくもない。

　まだ十五歳の少女に相応ふさわしい笑顔だった。




　これが奇妙な縁となり、宗司は一乃の結成した『ゲーム同好会』に無む理り矢や理り引っ張り込まれることになるが。

　それはまた別の話である。






追憶　二　五月、男子高校生は一日二十時間ぐらいはえっちぃことを考えている






「爽やかな風、緑の草原、柔らかな日差し──そしてオセロ、実に素敵ね」

「最後の一つだけ物もの凄すごく場違いですね一いち乃のさん！」

　ピクニックシートの上、宗そう司じと一乃の二人はオセロの盤を挟んで座っていた。

「私たちはゲーム同好会、ならばピクニックの最中であろうともゲームをするのは当然だとは思わない？」

「ゴールデンウィーク初日の朝っぱらからいきなり山登りしようと誘われたおれの身にもなってくれ」

「午前十時まで寝ているあなたが悪いし、山登りと言うほど険しい道でもないわ」

「っていうか、部室の裏山じゃねえか！」

　宗司の言うとおりである。

　二人がピクニックシートを広げて座っている草原はゲーム同好会部室のある第三旧校舎の裏山に入り十五分ほど歩いた場所にあった。

　部室の裏手から木々の茂る獣道を進むと視界が唐とう突とつに開け、広場のようなちょっとした草原が現れた。

　山に吹く五月の風は心地よく、緑の香りと共に草原を撫なで宗司たちを出迎えた。

「良い場所でしょう」

　少し自慢そうに、風になびく長い黒髪をかき上げてそう言った。

　彼女は黒いセーラー服姿で、傍かたわらには竹を編んだバスケットが置いてあった。

「山登りするってのに制服を着ろと言われたときはおまえの正気を疑ったが、確かに、良い場所かもな」

　同じく学ラン姿の宗司は、目を細めて頷うなずく。

　緑の風と暖かい日差しが心地よかった。

「そう言ってもらえると、暇を持て余して何となく裏山に入ってみた甲か斐いがあったわね」

「んなことしてたのか」

「ええ、先週の日曜日に」

　……休日に裏山探検に出るぐらい暇だったのか、とは宗司は言わなかった。

　遊ぶ友達ぐらいいないのか、とも宗司は聞かなかった。

　答えのわかりきっている質問をするべきではない、そういうことだ。

「どうしたの？　間抜け顔がいつもより間抜けよ」

「ああ、いや何でもない……ナチュラルにおれを貶けなさなかったか！」

「大丈夫、私は顔で人を判断したりしないわ」

「何のフォローにもなってませんよ！」

「全然関係ないのだけれど『人を見た目で判断するな』と言う主張には、『人の内面は顔に出る』と反論をしたくなるわね」

「明確にトドメを刺さしに来ましたね一いち乃のさん！」

「更に全然関係ないのだけれど、善良な人間になるための努力をしている男子高校生ってちょっと驚くほどに間抜けだと思わないかしら」

「よし、おれが泣き出す前に口を閉じろ」

「良いわよ」

　赤い唇を人差し指で軽く撫なで、一乃は本当に沈黙した。

　引っ張られるように宗そう司じも口を閉ざし、草原を揺らす風の微かすかな音だけが残る。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

「………………」

「………………」

　一乃は涼しい顔をして、ただ宗司を見詰めていた。

　居心地が悪くなるほどじっ、と、見詰め続けて一言も喋しやべらなかった。

　二人の間には、所在無さ気にオセロの盤が置かれていた。

　顔を掌てのひらで隠すように覆おおい、宗司は盛大な溜ため息いきを吐つく。

「おれが悪かったから、喋れよ」

「一乃さんの豆知識コーナー、オセロの開発者はかの有名な劇作家シェイクスピア」

「え、あのロミオと何ちゃらを書いた人か」

「そうよ、シェイクスピアのネームバリューもあってオセロは大流行したわ。ついにはオセロが原因で殺人事件が起きてしまうほどに」

「ゲームで殺人て」

「それも、当時は珍しかった黒人の召使いが白人の主人を殺害したの。これには警察も大騒ぎになり一時はオセロ禁止令まで出る始末」

「ほー、そんなことが」

「しかしそこは流石さすがのシェイクスピア、この事件にインスピレーションを得て『オセロウ』──かの有名な四大悲劇の一つを書き上げたわ」

「へー」

「という噓うそ」

「意味のない噓うそを吐つくな！」

「意味のある噓は、怖いわよ？」

「は？」

　思わず、一いち乃のの顔を見た。

　赤い瞳ひとみが静かに、じっと見詰めていた。唇の端に、皮肉で冷たい笑みを浮かべていた。

「意味は悪意、人を騙だまそうという意思」

「……まあ、そうだが、善意から来る噓ってのもあるだろ」

「悪意と善意の線引きはどこ？」

　淡々と問われ、宗そう司じは黙る。

　無言のまま、両手を挙げて降参した。

「おまえって嫌な女だよな」

「最高の褒ほめ言葉ね」

　吊つり上あげた唇を戻すように、彼女は指先で口元を撫なでた。

　宗司はまた盛大な溜ため息いきを吐いて、ふてくされたようにごろんと横になった。

　空が広がっていた。

　抜けるような青空には何も変わらず大きな雲と丸い太陽が浮かんでいる。

「良い天気だな」

「そうね、絶好のオセロ日和びよりだわ」

　風に揺れる黒髪をかき上げ、一乃は頷うなずいた。

　宗司は目線だけを動かして一乃を見上げる。

　遠い女だ、と思う。

　しゃらしゃらと流れる黒髪、日の光を拒んだかのような白い肌、赤い瞳。

　遊戯を好む細い手と、魔女の装しよう束ぞくにも似た黒いセーラー服。

　生まれる世界を間違えた女、場違いな登場人物。

「オセロ日和かは知らんが、ピクニック日和ではあるな」

　その遠さは、決して彼女を幸福にしないだろうと彼には理解できる。

　ある種の実感として。

「どうせならキリカたちも誘えば良かったんじゃないか？　仲良いだろおまえたち」

　ふっ、と一乃が微笑ほほえんだ。

「そうね、仲は悪くないわ。同じゲーム同好会の仲間ですもの」

　意味ありげな口調に、宗司は怪け訝げんそうな眼まな差ざしを向ける。

　一乃の指先が、飼い猫を構うように宗司の鼻先を突っつく。

「あなた、明日の予定は？」

「ん？　えーと、確か、キリカの買い物に付き合うんだったかな」

「明後日あさつては？」

「リリスと映画を見に行く」

「それで、今日は？」

「こうしておまえとピクニックに来てるじゃないか、何が言いたいんだ？」

　鼻先を突っつく指から逃れるように、宗そう司じは体を起こしてあぐらをかき、首を傾かしげた。「譲り合いの精神と、ルールの制定は大切だという話よ。社会とは監獄であり、人間とは囚しゆう人じんであり、不自由さが自由を保障する。かつて看守の名を宗教と呼んだが、神が死んだ現代においては囚人が自らの手で看守を選び取らねばならない」

「何だそりゃ」

「教養と呼ばれるものの一つの形よ」

　心底どうでも良さそうに、彼女は鼻で笑った。

「担任教師ですら私のことを『さん』付けで呼ぶような死に掛けた土地で正気を保つためには必要で、大概の人間には不要なものね」

　そこには宗司をからかって遊ぶときとは別次元の、心底からの軽けい蔑べつが込められていた。

　で、次の瞬間。

「と、いうことでお昼ごはんにしましょうか」

　何事もなかったように、いつものクールで何を考えているのかさっぱりわからない森もり塚つか一いち乃のに戻り傍かたわらのバスケットを引き寄せオセロ盤の上に置いた。

「いや、別におれは構わんが……オセロは？」

「食後で良いじゃない、あなたと喋しやべっていたらおなかが空いたわ」

「論理が少しも繫つながってないな」

「不思議ね、あなたといると欲望を思い出すの」

　バスケットの蓋ふたを開け、手を入れて中身を取り出しながら一乃は言う。

「また意味のよくわからんことを言う」

　いい加減に学習した宗司は、その手の発言をとりあえず流して続ける。

「昼ごはんを用意してくれたのはありがたいが、何を作ったんだ？」

「まずは、おにぎりよ」

　でん、と、ラップに包まれた顔が隠れそうなほどのおにぎりが二つ登場した。

「なんちゅうサイズだよ……これ、おまえも食うのか？」

「欲張りな人ね、一人一つずつに決まってるでしょう」

「そういう意味じゃねえよ」

「そして、この魔法瓶には──とっておきのダージリンファーストフレッシュを」

「おにぎりに紅茶ってどういう組み合わせだ」

「因ちなみに百グラム約三千円のお茶よ」

「高っ！　おれの家で普段使ってるティーバッグは二十袋で三九八円だよ！」

「そしてさらに、こっちの保温容器には」

「ああそれ知ってるぞ、味噌汁とか入れられる奴やつだな」

「タイ名物、トムヤムクンが」

「酸っぱ辛いことで有名なスープ来たー」

「以上よ」

「組み合わせ滅茶苦茶じゃねえか！　おまえ確か一人暮らしだよな、どんな食生活してるんだよ。つうかどういうメニューだ！」

「ふふん」

　何な故ぜか誇らしげに、一いち乃のは長い黒髪をしゃらりとかき上げ黒いセーラー服に包まれた薄い胸を張った。

「一人暮らしの女の食生活をなめるんじゃないわ」

「なにぃ！」

　宗そう司じが驚きよう愕がくも顕あらわに目を見開く。

「面倒だからとお菓子を夕ごはんにしたり、三食インスタントだったり、下手をすれば一週間に一度もキッチンを使わないわ！」

「料理ぐらいしようよ十五歳高校一年生のお嬢さん！」

「甘いわ！」

　びしり、宗司の眉み間けんを貫かんばかりの勢いで人差し指を突きつける。

「部屋の掃除は一ヶ月に一度！」

「ぐああああ！　おれですら半月に一度は自分の部屋を掃除するというのにぃ！」

「トドメよ──！」

　ずいっ、一乃が一歩前に出た。

「洗濯は洗濯機がいっぱいになるまで溜め込むから一週間に一度がせいぜい！」

「や、やめろ一乃、それ、それ以上は──」

　救いを求めるような宗司の声を、冷徹な女王は切り捨てる。

「知ってる宗司、一週間放置した洗濯物はね──」




「酸っぱい臭いがするのよ」




「ぐあああああ、やめろぉぉおおおおおお！　おれはそんな真実聞きたくない！　まだ女の子に幻想を持っていたい年頃なんだあああああああああああ！」

　頭を抱えた宗司の悲しい咆ほう哮こうが、五月の爽やかな草原に轟とどろいた。

　一瞬、吹く風すらも止まったように思えるのは、咆哮に込められた絶望の深さ故ゆえか。

　冷徹の女王は、他者の絶望に甘美を抱きながらしゃらりと黒髪をかき上げた。

「まあ途中からは冗談なのだけれどね」

「どこからだ！　どこからが冗談なのかが重要だぞ」

　ぐぐいっと、宗そう司じは詰め寄り問い詰める。

　一いち乃のが大おお袈げ裟さな仕草で肩をすくめ、もったいぶって首を振った。

「冗談という部分からかしら」

「おうふっ」

　宗司が変な声を上げて、ピクニックシートの上に手をついた。

　叱しかられた犬のように突っ伏して動かない。

　もはや、白しろ崎さき宗司に立ち上がる力は残っていない。

　このまま、彼は朽ち果てて行くしかないのだろうか。

「本当は最初から全部冗談よ」

　と、ここでネタばらし。

「おにぎりだけは本当だけど、後はほうじ茶とお味噌汁」

　証拠を示すように、魔法瓶と保温容器の蓋ふたを開ける。

　香ばしいほうじ茶の香りと、味噌汁の食欲をそそる匂においに宗司は顔を上げた。

　珍しく、一乃は少し照れたように視線を逸そらした。

「料理は練習中なのよ、簡単なものなら何とか出来るのだけれど」

　白い頰ほおが、季節外れの桜のように染まっていた。

　宗司の心に温かいものが満ち、崩れ落ちた四肢に力が蘇よみがえる。

「掃除は週に一度ぐらいかしら、本当は毎日したいのだけれど学校に通いながらだと厳しいのよね。洗濯は二日に一度ぐらいだから、酸っぱい臭いはしないから安心なさい」

「良かった──」

　白崎宗司は、完全に、立ち上がった。

　そして昼食の為ために、もう一回座りなおした。立ち上がった意味は多分どこにもない。

「この世界にはまだ、希望があったんだね」

　眩まぶしいほどに爽やかな微笑ほほえみを一乃に向け、一乃もまたはにかんだように頷うなずいた。

　世界は美しいと、彼女の顔を見ながら宗司は思った。

「さあ、召し上がれ」

「ああ、いただきます！」

　生きる喜びを感じながら、宗司は一乃の用意してくれた昼食を食べ始めた。

　大きなおにぎりと、温かな味噌汁は、どこか懐かしい味がした。

「美う味まい……美味いよ、一乃」

　ボロボロと、涙が零こぼれて来そうだった。




　何か感動的な雰ふん囲い気きを作っているが、彼らは昼食を食べているだけです。




「ふぅ……意外と、食べきれるもんだな」

　顔と同じぐらいのおにぎりを出された時はどうしようかと思ったが、宗そう司じはきちんと完食した。一いち乃のは食べきれなかったが、持って帰って夕食にするそうだ。

「ちょっと悔しいわね」

「男子高校生の食欲と、女のおまえを比べてもしょうがないだろ」

　それでも頑張りすぎたのか、一乃はやや苦しそうに眉まゆを寄せて口元を押さえていた。

「大丈夫か？　保健室で胃薬とか貰もらってくるか？」

「いえ、いいわ」

　気遣わしげに宗司が言うも、一乃は首を振った。

　三度ほど大きく深呼吸をして、冷えたほうじ茶を飲むと苦しそうな表情を消した。

「それよりも、負けっぱなしが悔しいのでオセロで復ふく讐しゆうさせなさい」

「……はいはい、黒と白、どっちが良い」

　手早く、盤の上に駒を置き宗司は聞いた。

「黒にするわ」

「だと思ったよ、好きだな黒」

「ええ、今日の下着も黒よ」

「聞いてねえよ！」

「良かったわね？」

「別に何もよくありませんよ！」

　言いながら、一瞬一乃のスカートの方に目が行ったのは内緒である。

　一乃はしっかりとそれに気付いており、にやにやと悪戯いたずらに成功した猫のように笑ったのも内緒である。

「先手は貰うわね」

「どうぞ、お嬢さま」

　ぶすっとした宗司が言うと、一乃はくすりとまた少し笑ってオセロ盤に駒を置いた。

　挟まれた白の駒が、黒くひっくり返される。

「手加減はして欲しい？」

「いらねえよ」

　ゲーム同好会の仲間として、何度もゲームはしている。

　この手の頭を使うゲームになると、一乃は同好会内部で頭一つ抜けて強かった。

　直感に優れるキリカと記憶力優秀なリリスが三度に一度程度は勝てる程度で、宗司は更にそこから二段ほど落ちる──要するに普通極まりない腕前だ。

　強しいて取り柄を言うならば、粘り強さだろうか。日々、他人の悩みを聞き続けた宗そう司じに自然と備わった我慢強さである。

　だからこそ、一いち乃ののような人間とも友人でいられるのかもしれない。

「おや？」

　盤面が進み。意外にも、というか初めての事だが、宗司は勝ってしまった。

　手加減された、わけでもないだろう。

　盤を挟んで対面に座る一乃は、やや白の多い盤を不愉快そうに睨にらんでいる。

　宗司は何だか可お笑かしくなってしまい、くくっと喉のどの奥で小さく笑った。

「やっぱり、食いすぎて調子が出なかったのか？」

「…………そうね」

　平静を装よそおってはいるが、不機嫌さが隔しきれておらず唇が僅わずかに尖とがっていた。

　普段は大人びた一乃の中にある、歳相応の一面だ。

「一回負けたぐらいで気にするなよ」

「本調子でなかったとしても、負けは負けよ」

　溜ため息いきを一つ、しゃらりと長い黒髪をかき上げた一乃は唐とう突とつに足を崩した。

　何をするのかと不思議に思っている宗司の前で、一乃は黒いソックスを脱ぐ。

　顕あらわになる白い足、黒いスカートと合わさり艶なまめかしいコントラストを描く。

「さあ、第二回戦よ」

「ちょっと待った！　このオセロには何かおれの知らないルールがある気がするぞ！」

「靴下ならあげないわよ、これお気に入りなんだから」

「そこまでマニアックな趣味はしてねえよ！　そういう話でもないよ！」

　宗司は叫んだ。

「何な故ぜ！　脱ぐ！」

　何事か考えるように、一乃は赤い唇に親指を当てた。

「私が育ったのは、未いまだに本家がどうの分家がどうのと言っているような古臭い田舎いなかよ。それ自体は私の知ったことではないし、全滅するまで勝手にやっていれば良いわ。どうせ未来も何もないような場所ですもの」

　ふん、と彼女は皮肉っぽく鼻を鳴らす。

「薄々感づいていると思うけれど、私はそんな環境で育ったせいで世間知らずなのよね」

「安心しろ薄々どころじゃないレベルで気付いてるから」

「おかげで、クラスでも浮いているわ」

　淡々と事実だけを語る口調で一乃は言う。

「別に誰からも好かれたいと言う訳ではないけれど、多少は人付き合いも出来ないと将来的に困るでしょう。だから、色々と勉強しているのよ」

「立派だな」

　放課後の悩み相談を聞く時と同じように、宗そう司じは相手を肯定し短く相あい槌づちを打った。

「最近知ったのだけれど、男子高校生は一日二十時間程度はえっちぃことを考えているのでしょう？」

「そうだ──えっ？」

「だから女の子も、ちょっとだけえっちぃ女の子になって好きなあの人のハートをゲットしちゃおう、と国際派現役女子高生恋愛ライターのインターナショナルペンギン子先生の記事に書いてあったわ」

　しゃらり、長い黒髪をかき上げて一いち乃のは立ち上がった。

　丁度、座ったままの宗司の目線の高さに、一乃のスカートがある。

　彼女は黒いセーラー服のスカートを摘まみ、ほんの少し、二センチほど持ち上げた。

「驚きなさい、今日の私は何といつもより五センチスカートが短いわ」

　更に二センチ分持ち上げたので、合計七センチいつもより短い。

　問題は、そもそも一乃のスカートは長めであり七センチ短くしてもキリカあたりと大して差がないということだが……

「どうかしら」

　ふふん、と自慢気な顔をして薄い胸を張っていた。

「どうと、言われても……困るな。とりあえず、そのインターナショナルペンギン子の記事はどうかと思う」

　宗司は顔を掌てのひらで覆おおい隠した。一乃にはきっと照れているように見えただろう。実際、半分まではその通りなのだが、残りの半分は何とも言えない別の感情故ゆえである。

　こいつダメだ、おれがしっかりしないと──

　思わず宗司は胸中で叫んだ。宗司の予想よりも、そして本人の自覚よりも、彼女の世間知らずは重症だと理解した。

「ところで宗司、恥ずかしいのでそろそろスカートを戻して良いかしら」

「あ、はい、どうぞ戻してください。ボクも目の毒で困ってたんです」

「ふふっ、そうでしょうね」

　目の毒云うん々ぬんはお世辞である。だが、一乃はますます勝ち誇ったように胸を張り、もったいぶるように二センチ持ち上げたスカートの裾すそを下ろした。

「まったく、この程度のことで大喜びなのだから。男子高校生って仕方がないわね」

「そう、ですね……」

　悪女気取りである。自分の頰ほおが僅わずかな桜色に染まっていることに気付いていないのか。

「そんなどうしようもない男子高校生である宗司の為ために、オセロで勝ったら一枚脱いであげるわ。普段は負けっぱなしのあなたでも、それならやる気が出るでしょう？」

「お気遣いありがとうございます」

「どういたしまして」

　別の意味で絶好調な一いち乃のはまたも長い黒髪をかき上げ座りなおし盤に駒を置く。

「じゃあ同じルールで二回戦を始めましょうか」

「ちょっと待った！　それなんだが、その、脱衣ルールだけはなしにしないか？」

「……え？」

　宗そう司じが注文をつけると、一乃は珍しくも傷付いたような不安そうな顔を浮かべた。

　地雷を踏んだか、宗司は慌ててぱたぱたと両手を振りフォローに入る。

「いや、あのな、男子高校生的に考えて、一乃が脱いで行くと思うと気が散って気が散って頑張るどころじゃなくなるんだよもう！」

「──あ、ああ、そういうことね！」

　ぱあっと、恐らくは無自覚に彼女の表情が明るくなる。

「私が魅力的過ぎて、女性の免疫のないあなた程度では対処しきれないと」

「その通りです、ボクには一乃さんがちょっと眩まぶしすぎて困ります！」

　全力で調子に乗せる宗司と、全力で調子に乗る一乃。

「そうまで言われては仕方ないわね、脱衣ルールはとりやめてあげましょう」

「ありがとうございます！　ささ、どうぞ先手を！」

「自分から先手を渡すなんて、実に良い心がけよ宗司」

　意気揚々と一乃が駒を置いて石をひっくり返し、オセロの二回戦が始まった。

　ゲームとは無関係な部分で神経をすり減らした宗司はほっと安あん堵どの息を吐き、どこに石を置くかを考え始めた。




　因ちなみに、この日の宗司の戦績は一勝十敗という非常に残念なものであった。




　そして一乃が、

「男子高校生の九割は自分専用のメイドを欲しがっている──さすがペンギン子先生ね、記事に説得力があるわ」

　スカートを短くする程度で誘惑に成功した（と本人は思っている）ことに自信をつけ宗司が非常に困ったことになるのはもう少し先の話である。

「あ、イチノー。貸してあげた雑誌どうだった？」

「とても興味深い内容だったわ、特にペンギン子先生の記事が」

「あっ、イチノもペンギン子さんのファンなんだ」

「ええ、自身の体験から来る文章はやはり説得力が違うわね」

「アハハハ、良いこと書いてるよねーペンギン子さん」

「今度発売されるという『国際派現役女子高生恋愛ライター・インターナショナルペンギン子の恋愛テクニック講座』も購入する予定よ」

「わたしもだよっ」

「ところで、よければ他の雑誌も貸してもらって良いかしら」

「オッケー、じゃ、次はこれなんてどうかなっ」

「ありがとう……ふふっ」

　そして、諸悪の根源が自分の幼馴染であることを知るのは更に先の事である。






追憶　三　六月、キリカさんにえっちぃお仕置き……する？






「雨、あがらないねー」

「そうだな、今日で何日目だ？」

「四日目ぐらいじゃない」

「洗濯物が乾かないって、リリスが困ってんだよなあ」

「でも雨が降らないとそれはそれで困るんだよねえ」

「水不足か、それは確かに困るなあ」

「プールとか、行けなくなっちゃうもんね」

「プールか……」

「あ、いま、キリカさんの水着姿を想像したでしょ」

「してねえよ」

　放課後のこと、宗そう司じとキリカは窓の向こうの雨を眺めながら紅茶を飲んでいた。

　荒あら谷や学園第三旧校舎ゲーム同好会部室、当初は殺風景だった部室も一ヶ月少々経たつうちに色々と持ち込まれ様変わりしていた。

　部室の中央には宗そう司じとキリカが座っている大きなテーブルが用意され、部室の隅にはお茶を淹いれられるようにカセットコンロが置かれ、逆の隅にはゲーム同好会に相応ふさわしくオセロやトランプに色々なボードゲームがある。

　知らぬ間にゲームとは全く無関係なクローゼットまで部室に持ち込まれていた。

　やや古びてはいるが立派なクローゼットには『男子禁制』の張り紙がしてあり、宗司はまだ中を見たことはない。開けたこともない。

　気にならないと言えば噓うそになるが、張り紙を無視して開けようとも思わなかった。

「……暇だな」

　宗司が言い、キリカが頷うなずいた。

「うん、暇だね」

　二人の沈黙。

　窓の外に降る雨音だけが部室に響く。

　ざあざあと、強い雨が裏山の木々を打つ音がしていた。

「一いち乃のはどうした？」

「用事があるってすぐ帰っちゃったよ、リリスは？」

「帰ったよ」

「そっかぁ」

　ふはぁっ、とキリカが大きな欠伸あくびをして宗司は何となくそちらを向く。

　湿気のせいか普段より少しくしゃっとした銀髪、細部に改造を施したブレザー、胸元の赤いリボンとそれを大きく押し上げるたゆゆんと実った膨らみ。

　大きな青い瞳ひとみにうっすらと涙が浮かんでいるのは、欠伸のせいだろう。

　今日の、というより、ここ何日かキリカはどこか眠たげで普段より元気がない。

「雨の日はなーんかテンションが上がらないし、眠くて困っちゃうよー」

　背中を丸め、ぺったりとテーブルの上に大きな胸を乗せてまた大欠伸。

　むぎゅんっと強調された胸部は対面の宗司には目の毒だ、が、当人は全く気にしている様子もない。

「ふにー、重かったぁ」

「……そうか、重いのか」

「うん、重い。お風呂とかだとぷかぷか浮いてくれるから楽なんだけどね」

「……そうか」

　また一つ、別に知らなくても良いことを知ってしまった気分だった。

　相変わらず、キリカの方は見ているこっちが眠たくなりそうな緩ゆるみっぷりだったが。

「んにぃー…………とりゃっああああああ！」

　突如、雄叫びを上げて立ち上がった。

「これはダメな流れだよっ！　とにかくテンションを上げてかないとっ！　ねっソージもそう思うでしょ！」

「ああ、そりゃまあ──」

　と、宗そう司じが返事をするより早くキリカは自分の鞄かばんからぬいぐるみを取り出し。

『そうだぜ、マイスィートキリカ。キミの元気がないとまるで世界中が真っ暗な夜になっちまったみたいだ』

　ぬいぐるみこと、キリカさんお手製ソージ人形のボタンを押した。

『キリカ、キミは世界一カワイイよ！』

　と、無駄にカッコよいボイスでキリカを褒ほめ称たたえるメッセージが流れる。

　メッセージが複数種類用意されているあたり、何なに気げに高性能なのかもしれない。

「さあ、ソージもご一緒にっ！」

「え？　なに、おれも？」

『ガンバレガンバレ、キ・リ・カ！　カワイイカワイイ、キ・リ・カ！』

「が、ガンバレガンバレ、キ・リ・カ！　カワイイカワイイ、キ・リ・カ！」

　リズムに乗って、ソージ人形と宗司本人が応援する。

「うううんっ、テンション上がってきたー！」

　腑ふ抜ぬけていた青い瞳ひとみがきらりと輝く、肌に艶つやが出る。

　トドメとばかりにぐっと大きく伸びをして、銀色のツーテールを大きく揺らす。

　ついでに、ばゆゆんと胸も大きく揺れる。

　パチパチパチパチ──何となく宗司が拍手し、そのリズムに合わせてキリカは軽やかに一回転、銀色の髪がスカートの縁が弧を描く。

　タシッ、床板に足音を鳴らし腰に手を当てブイサイン。

「キリカさんっ、ふっかーつっ！」

　ぱららららーん、雨続きの天気を蹴けり飛ばして太陽を引っ張り出してきそうな、ひたすらに陽性な輝く笑顔と共に彼女は宣言した。

「今なら、ソージ人形を超ソージ人形に改造だって出来る勢いだよっ」

「せんでいい」

「じゃあキリカさん人形を本気で作っちゃう勢いだよっ！」

「ごめん、超ソージ人形の方で許して」

「なんとキリカさん人形は等身大、スリーサイズから思考回路まで本物そっくりっ」

「つまりおまえ自身じゃねえか！」

「アハハハハ、これはもうソージに責任を取ってもらうしかないよねっ」

「どういう思考回路でそういう結論に辿たどり着いたんだ！」

「ソージのえっち、そんな恥ずかしいことをキリカさんに言わせたいなんて！」

「言い出したのはおまえだああああああああああああ！」

「ぷんすかぷーん」

　宗そう司じの叫びを無視して、キリカはわかりやすく頰ほおを膨らませて拗すねてみせる。

　ぜぇぜぇと荒い息を整え、宗司は自分を落ち着けるように一度首を振った。

「おまえなあ、おれで遊ぶのも良い加減にしろよ」

「えー、わたしはいつも本気なのにー」

　ぷくりと、頰を膨らませたまま先程より多少本気でキリカが拗ねた。

　頰っぺたが丁度、膨らんだ餅もちみたいだ。

　と、宗司は思い。

「……ていっ」

　悪戯いたずら心を起こしてつんっ、と指先でキリカの頰を突いてみた。

「やーんっ」

　明らかに嫌がっていないキリカが首を振って逃げる。

　つんっ。

「やーんっ」

　つんっつんっ。

「やんっ、もーっ」

　何だか凄すごく楽しい。

　宗司の目に少年の輝きが宿る、スカートめくりを狙ねらっているタイプの少年である。

「キリカ、ちょっと動くなよ？」

「アハハハ、やだよーだっ」

　恐らく、それを敏感に察知したのだろうキリカは席を立つ。

「バイバイ、ソージ！」

「むっ、この待て！」

　遅れて宗司も立ち上がり、キリカを追っかける。

　銀色の髪をなびかせてスカートを揺らして逃げるキリカを追いかける。

　机の周りをぐるぐると、二人の追いかけっこが始まった。

　簡単に追いつけそうで、これがなかなか追いつけない。

　鼻先にぶら下げられたニンジンではないが、宗司の少し先をふわふわと銀色の尻尾しつぽが揺れている。

　追いかけるうちに、宗司は段々と、むらむらして来た。

　やるなと言われたらやらざるを得ず、ボタンがあったら押さずにはいられないように。

　──あの銀色のツーテールを引っ張りたい、くいっと！

「絶対に捕まえてやるからな！」

　えいやっ、と手を伸ばし銀色の尻尾しつぽを摑つかもうとするも、キリカの銀髪はまるで意思があるかのようにするりと宗そう司じの手を逃れる。

　キリカは首だけで振ふり返かえり、冗談めかして言った。

「うふふふ、わたしが欲しければ捕まえてごらんなさい、なんてねっ」

「その言葉、忘れるなよ！」

　……

　…………

　………………

　そして、十分ほど追いかけっこは続き。

「何やってんだ、おれは」

　我を取り戻した宗司は、恥ずかしさのあまりに死にたくなった。

　小学生じゃあるまいし、女の子追い掛け回して何がしたかったんだ、と、部屋の隅っこでどよよんとした空気を放ちながら体育座りをしている。

　思い出すと大変恥ずかしい。

　しかも結局、キリカの尻尾を捕まえられなかった。

「アハハハ、ソージの負けだねっ」

　一方のキリカは、小学生みたいな追いかけっこを充分に楽しんでご機嫌だ。

「……そうか」

「うんっ、ありがとソージ。追いかけっこなんかしたの久しぶりで面白かった」

「…………そうか」

　当人にも理由を説明し難い敗北感が宗司の上に積みあがり、宗司は体育座りした膝ひざに顔を突っ込んで溜ため息いきを吐ついた。

「んー？」

　不思議そうにキリカは小首を傾かしげ、きらんと何事か思いついて青い瞳ひとみを輝かす。

「そうだソージ、ちょっとお使い行って来て」

「お使い？」

　怪け訝げんそうに宗司が顔を上げた。

「うんっ。購買部でお菓子買って来て欲しいなっ、クッキーとかそんな感じ」

　宗司は太陽のようなキリカの笑顔を見て、次に、怒ど涛とうの如ごとき雨が降る窓の外を見た。

「部室があるのは第三旧校舎だよな。購買部があるのは第一か第二の新校舎で、こっから新校舎まで行くなら雨の中を結構な距離歩かないといけないわけだが」

「それがどうかしたの？」

　太陽のような笑顔のままでキリカは言った。

「あ、いえ、何でもないです。すぐ行って参ります！」

　有無を言わさぬ圧力を感じた宗そう司じは、跳ねるようにして立ち上がり全速力で部室から逃げ出した、もとい、購買部へ向かって走り出した。

　そして、宗司の足音が完全に聞こえなくなるとキリカは。

「よーしっ、キリカさんがソージを元気付けてあげるかなっ」

　踵きびすを返し、部室の片隅、男子禁制のクローゼットの前に立った。




　傘があったとはいえ購買部まで走って戻った宗司は随ずい分ぶんと雨に濡ぬれてしまった。

　すっかり体も冷えてしまい、何度かぶるりと震えながらも頼まれたクッキーを片手に部室のドアを開ける。

「ただいまぁ？」

　思わず、変な声が出た。

「おかりなさいませ、ご主人さまっ」

　メイドがいた。

　銀色のツーテールに大きな青い瞳ひとみ、ぽよよんと大きな胸。

　抜群のスタイルを誇る体はメイド服──ホワイトブリム、フリルつきエプロン、ロングスカートのメイド三点セットを装備してまさしく純白に輝いているようだった。

　キリカが放つ太陽のような明るさ故ゆえか、あるいは正統派のメイド服が持つ気品か。

　どちらにせよ、目を奪われるには充分な輝きだ。

「……」

　たっぷり、三十秒ほどは見詰めていただろう。

　あるいはぽかんと口を開けて見み惚ほれていたのかもしれない。

「な、何やってんだキリカ」

　上うわ擦ずった声で宗司が問うた。

「見ての通り、メイドなキリカさん略してメイドリカさんだよソージッ、じゃなかったご主人さまっ」

「い、いや、宗司で良いぞ」

　きょろきょろと助けでも求めるように視線を彷徨さまよわせながらテーブルの傍そばまで進み、購買部で買って来たクッキーを置いた。

「これ、頼まれたお菓子……です」

「ありがとソージ、さっき新しい紅茶淹いれたから一緒に飲もうね」

「う、うん」

　宗司の帰りを待ち構えていたように（実際、タイミングを計っていたのだろう）、テーブルの上には口から紅茶の香りと白い湯気を漂わせるティーポットが置かれ、あらかじめ温められたティーカップと共に用意されていた。

　買って来たばかりのクッキーを別の皿に並べると、キリカは慣れた手つきでカップに紅茶を注ぐ。

　カップをわざわざソーサーに載せて、宗そう司じの前にそっと置いた。

「どうぞ、ご主人さま──なんてねっ」

　小さな微笑ほほえみと一緒に──

「あ、ああ、いただきます」

　ドキリ、と宗司の心臓がなったのは偶然だろうか。

　隣で静かに微笑むキリカから視線を逸そらすようにして、ストレートの紅茶を口に運ぶ。

　値段の張る紅茶ではないが、丁てい寧ねいに淹いれたのだろう柔らかい香りがする。

　手に伝わるカップの温度も冷えた体には心地よく、宗司は目を細めるようにしてゆっくりと温かい紅茶を飲んだ。

「美お味いしい？」

　青い瞳ひとみを期待に輝かせてキリカが問うた。

　宗司がカップをソーサーに戻す、カチャリと軽い音がした。

「美う味まい、ような気がする」

「なにそれ？」

「いや、そんなお茶の良し悪しとかいまいちわからねえし」

「アハハハ、まあお茶なんて美味しかったら細かいことは気にしないよね」

「ところでおまえ……なんでメイド？　つうかメイド服なんて持ってたのか」

「メイド服はお手製だよ。キリカさんが夜なべをしてこつこつと縫ったのさっ」

　ぶいっ、と自慢するようにキリカがブイサインをした。

「マジかよ、凄すごいなおまえ」

　宗司は素直に感心して、キリカ作だというメイド服を眺める。

　上う手まく出来ているな、と素人しろうと目にも思えるクオリティだった。

「でしょでしょ、もっと褒ほめてくれて良いんだよ」

　えっへん、とばかりにキリカが豊かな胸を張る。

　たゆゆん、とメイド服の奥で豊かな胸が震えるように揺れていた。

「自分で縫ったってのも凄いが、飽きっぽくて日記は三日坊主が当たり前のおまえがこつこつ縫ったってのが特に凄い」

「アハハハ……日記は、その頑張ろうと思ったんだけどね」

「ああ、頑張るって言ってたから誕生日プレゼントに日記帳を贈ったんだけどな」

「アハハハハハハハハハ！」

　宗司が苦笑すると、キリカは若じやつ干かん上うわ擦ずった声で空笑いを上げる。

「ほら、毎日が楽しいと日記なんてつけてる暇がないっていうかキリカさんは全部ちゃんと覚えてるから日記をつける必要がないんだよ。それにソージから貰もらった日記帳は現在自由帳として絶賛活躍中だから！」

「それは活躍と言うのか？　まあ、あげたものなんだし好きに使ってくれりゃあ良いが」

「ところでどうかなメイドリカさんは、メイド服似合ってる？　カワイイ？　素敵？　超カワイイ？　惚ほれ直した？」

　実に露ろ骨こつな話題逸そらしである。

「はいはい、カワイイカワイイ」

「むー、心がこもってないなあ」

「ソンナコトナイヨー」

　パチパチと、気のない拍手を贈る。

　実際のところはかなりカワイイと思っている、部室に入った時など思わず見惚れてしまったが、それを素直に言うのは少しばかり気恥ずかしい。

　十年ちょっとの付き合いがある幼馴染が相手でも、だ。

　キリカはむっとしたように腰に手を当てて唇を尖とがらせた。

「ならキリカさんが、このメイド服のこだわりポイントを紹介してあげるよ。それを知ればソージも素直に褒ほめたくなっちゃうこと間違いなしだよっ」

「こだわりポイント？」

　さり気なく、宗そう司じの態度が照れ隠しであることには気付いているようだ。

　宗司の方は残念ながら、気付かれていることに気付いていない。

「うんっ、まずはね──」

　と、両手をホワイトブリムの左右の端に当てる。

「ここに仕掛けがあって、ボタンを押すと」

　ぴょこん、ネコミミっぽいのがホワイトブリムから生えた。

「ネコミミメイドさんに早代わりなのさ！」

「おお！」

　ネコミミメイド、なんと魅力的な響きだろうか。

　宗司は灯ともしびに誘われる虫のように、思わず腰を浮かせてしまう。

「それで次はちょっと地味だけど」

　くるり、半回転してキリカは背中を向けた。

「このエプロンを結ぶリボンね、フリルがついてるんだ」

「むっ！」

　宗司は中腰のまま、顔をやや近付けて目を凝こらした。

　なるほど、ぱっと見ただけではわからないが確かにフリルで飾られている。

　地味だがなるほど、着る者に取っては少し嬉うれしくなるような小さな可愛かわいらしさだ。

「そして最後はっ！」

　再び半回転、キリカは宗そう司じに向き直る。

「このロングスカートだよっ」

　足首の辺りまで届く清せい楚そなロングスカート、キリカはスカートの布地を摘まむとほんの少しだけ裾すそを持ち上げた。

　白いストッキングに包まれた足首が、ロングスカートの隙すき間まに覗のぞく。

　ごくりと、宗司は思わず息を吞のんだ。

　果たしてどんなこだわりポイントがあると言うのか。

「このロングスカートは、少し補強が入っててふわっと膨らむようにしてあるんだ」

　つまり、スカートの内側に余裕があるということだ。

　しかしそれが機能的にあるいはデザイン的にどういう意味を持つのか、どういうこだわりなのかまでは宗司にはわからない。

　キリカは言った。

「具体的には、ソージがスカートの中に入り込んで悪戯いたずら出来ちゃうぐらいのスペースを確保してあるんだよっ！」

「確保してあるから何だってだあああああぶえっくしょん！」

　思わず立ち上がって全力のツッコミを入れた拍子にくしゃみが出た。

　メイド服に夢中になって忘れていたが、雨に濡ぬれたまま体を拭ふいてすらない。

「あ、あああああ──」

　青い瞳ひとみを見開き、キリカがよろめいた。

　太陽のような笑顔が似合う顔には、後悔と悲しみが浮かんでいた。

　全体的に芝居がかっていてわざとらしいというのは禁句だろうか。

「どうしよう、メイドリカさん……ご主人様の体が濡れていることにも気付けなかったなんてメイド失格だよっ」

「いや、おれもさっきまで忘れてたぐらいだから気にしなくても」

　メイドに見み惚ほれて寒さを忘れていた男がフォローをするも、メイドは聞いてない。

　相変わらず、芝居がかった態度で喋しやべり続けている。

「え、おまえのような役立たずなメイドはもういらない？

　そんな、許してご主人さま、キリカさんここを追い出されたらもう行くところが！

　お、お仕置き……ですか？　お仕置きを受けたら、このお屋敷にいても良いんですね。

　…………はい、わかりました。

　キリカはダメなメイドだから、ご主人さまに、お仕置きを、されます」

　なんか一人芝居を始めている。

「ああ、可哀かわい相そうなキリカさん！　ソージに、もとい、ご主人さまの毒牙にかかりえっちぃお仕置きをされてしまうなんて！　ご主人さまも最初は遊びのつもりだったのに、キリカさんの温かい心に触れるうちに本気で好きになってしまってプロポーズ、キリカさんはメイド嫁として正式に屋敷へ迎えられ、三人の息子と二人の娘に恵まれてご主人さまと幸せな家庭を築いて末永く暮らしましためでたしめでたし」

「めでたくねえええええ！　いや、ハッピーエンドではあるけど！」

　律りち儀ぎに最後まで聞いていた宗そう司じが叫び、キリカはハッ、と我を取り戻す。

「ああっ、キリカさん思わずトリップしちゃってたよ」

「とりあえず、元に戻ってくれて何よりです」

「うんっ！　もう大丈夫、いつものキリカさんです」

　太陽のような笑顔を浮かべて、どんっ──あるいはぽよんっ──とキリカが自分の胸を叩たたいて宣言した。

　宗司は安心して、タオルか何かの用意を頼もうとしたが。

「だから、その、ソージはさ……」

　急に、もじもじと恥ずかしげに体を揺らす。

　ホワイトブリムを載せた銀髪のツーテール、フリルつきエプロンとロングスカート。

　メイドリカさんのはにかんだ笑みと、上目遣いの青い瞳ひとみ。

　ぽっ、と桜色に何かを期待するように染まった頰ほお。

「キリカさんに、えっちぃお仕置き……する？」

　思わず、はい、を選びたくなるところだったが宗司はぐっと我慢して首を振った。

「阿あ呆ほなことを言ってるんじゃねえよ」

「え？」

　心底不思議そうな顔をして、キリカは小首を傾かしげた。

「でもソージ、いけないメイドさんにお仕置きとか大好きだよね」

　宗司が凍りついた。

「な、なななななんのこと、だ」

「押入れの奥に隠してるよね、プリントとかもう使わなくなった教科書とかに混ぜてカモフラージュしてっ」

「ななななななななななななななんのことだかわからないなああああああああ」

　ぶわわわわわわわっ！　雨に濡ぬれたどうこうのレベルではない勢いで汗が噴き出す。声が震えて盛大に目が泳ぐ、ついでに体がカタカタと意味もなく揺れる。

「メイドさんのロングスカートの中に入って悪戯いたずらっ、とか、失敗したメイドさんのお尻しりを叩いたりとか、あ、あれは凄すごかったねメイド服の下がロープ──」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　第三旧校舎が揺れるのではないかと思うほどの絶叫にも、メイドリカさんは動じない。












「ソージ、ああいうのって犯罪だからね」

「知ってるよ！　違う、何の話だかおれにはさっぱりわかりません！」

「でもキリカさん的にはいつもでオッケーだよっ」

「受け入れてんじゃねえよ！」

「子どもの頃からソージに調教されて、すっかりドＭになっちゃったしっ」

「おれが知らない間に、おれがとんでもないことをしでかしているぅうううう！」

「……昔みたいに、また、お医者さんごっことか、する？」

「記憶にございません！」

「じゃあ、やっぱりメイドさんごっこ？」

「だからしねえよ！」

「話は変わるけどさ、押入れの奥の本だけどさそろそろ新しいの増えた？　またみんなで読みに行くからよろしくねっ」

「来るな！　いや、みんな？」

「うん、みんな」

「いやいやいやいやいや、ちょっと意味がわからないんだが」

「あっ、雨が弱くなって来たよ。今のうちに帰っちゃおうか」

「待て質問に答えろ、みんなってどういうことだ！　おれの部屋で何をしてるんだ！」

「じゃ、キリカさん着替えるからソージはちょっと外で待っててねー」

「こら押すな、頼むから、頼むからおれの質問に答えてくれ！」

　宗そう司じの願いも虚むなしく、キリカは何も答えず宗司を部室の外に追い出した。

　着替えた後も、帰り道でも、質問に答えが帰って来ることはなかった。

　そして、自宅に帰りついた宗司は押入れの奥に驚きよう愕がくの事実を発見する。




「……増えてる」




　見覚えのない本が、混ざっていた。
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　期末試験──それは、楽しい長期休暇前に立ち塞ふさがるボスモンスター的な行事である。

　当然、荒あら谷や学園もその例外ではなく。

「うおおおおおおおおおおおおお！」

「その調子よ宗司、さあ、もっと数式を解きなさい！」

「てりゃあああああああああああ！」

「ガンバレソージ！　暗記する年号はまだまだあるよっ！」

「ふんぬらばあああああああああ！」

「兄さま、リリスは夜食のお蕎そ麦ばを用意しました。もう一息です頑張ってください」

「チェェェエストォォォォォォォォ！」

　夏休みを満喫すべく、宗司は机に向かい教科書と戦っていた！

　一いち乃のたちの応援を受け、傷だらけになりながらも戦い抜き。

　ついに、決戦の日を迎える。

「ふっ、今のおれならどんな問題が来ようと解いて見せるぜ！」

「素敵です兄さま！」




　そして、夏休み初日。

「あかてんとった、ばかやろーのために、フェルせんせいの、とくべつほしゅうじゅぎょう、はーじまーるよー」

「……どうして、こんなことに」

　思い切り補習を食らった宗そう司じは教室で頭を抱えていた。

　幸いというか赤点は古典だけで、二日ほど大人しく補習を受ければ良いのだが。

　悲しいことに古典の補習対象者は宗司だけであるために、フェル先生と一対一の補習である。おかげで普段使っている教室がやたらと広く感じて仕方がない。

　窓の外ではかんかん照りの太陽が浮かび、うるさいほどの蟬せみ時雨しぐれが鳴り響いていた。

「うなー、しょうがないじゃん、そうじ、ばかだし」

「うるせえよ教師！　ちくしょう、なんでよりにもよって古典だけ！」

　叫ぶ宗司はいつもの制服姿、夏服なので学ランはなくスラックスに白いカッターシャツという格好だ。

「それはこっちのせりふだー、よりにもよって、せんせいのこてんであかてんとりやがってー、げーむどうこうかいのこもん、やめんぞこらー！」

　長い赤毛の上のネコミミをぴっこりと尖とがらせ、ついでに両手と硝子がらす玉めいた赤い瞳ひとみも吊つり上あげて怒るフェル先生は非常に珍しいことに教師らしい赤いスーツ姿だった。

　ボタンを上から二つ外したアンダーシャツに覗のぞく、たゆゆんと深い谷間。きゅっとした腰にぴっちりしたタイトスカート。

「あんた顧問らしい仕事何一つしてないじゃん！　一緒になって遊んでるかお茶飲んでお菓子食べてるだけじゃん！」

　まさに女教師、男子高校生を魅了する大人の色気をかもし出す一品だ。

　だが宗司はそんな色気に惑わされずにツッコミを入れる。

　というか、フェル先生は大人の色気とは一ミリも縁のないちびっ子だ。表情の変化にも乏しく当然のように童顔で、胸だけは立派過ぎるぐらいに育っているが身長は中等部一年生に混ざっても違和感がない。

　何でスーツなんて着てるのかちょっと意味不明である、普段は学生と同じ制服、赤いブレザーを着て授業をしているがむしろそちらの方が違和感がない。

「うなっ、そうだった、げーむどうこうかいは、フェルの、すてきなさぼりすぽっとだった。やっぱ、こもんやめません」

　くにゃんとネコミミが力を失い、ついでに両手も下ろした。

　一応、教師と生徒なのだがゲーム同好会の顧問と会員、更に当人のキャラクターもあって宗そう司じとは随ずい分ぶん気安い関係である。

　無論、フェル先生をなめているというわけではない。授業はちゃんと聞いているし、当たり前だが敬語も使う──ツッコミを入れてないときは。

「っていうか、フェル先生。いくつか言いたいことがあるんですけど」

「うなー、なんだい、この、まさちゅーせっつこうかだいがく、しゅせきそつぎょうの、えりーとせんせいに、なんでもきいてごらん」

「たった今、聞きたいことが増えました。とりあえず、何でマサチューセッツなんて理系の最高峰を出といて私立高校で古典教師やってんですか」

「しゅみ」

　聞いたおれが馬ば鹿かだった、と宗司は思うしかなかった。

「わかりました、それはもう良いです」

「おむこさんさがしも、かねている」

「いえ聞いてません」

　こほんと、一つ咳せき払ばらいしてフェル先生の頭を見た。

　厳密には長い赤毛の上にちょこんと鎮ちん座ざする、作り物には見えないネコミミを見た。

「何度も聞いてますが、何でネコミミ生えてるんですか？」

「うなー？」

　不思議そうにフェル先生は首を傾かしげた。

「せんせい、ちょっといみがわからないなー。ひょっとして、ネコミミフェルせんせいがみたいっていう、おねがい？」

「いえ、ネコミミフェル先生なら何度も見てます」

「えー？　フェルせんせい、ねこみみをつけたおぼえはないんだけどなー」

　何度繰り返しても、この調子である。

　宗司の目にはネコミミが見えているのに、宗司以外の人間は誰一人それに気付いていない。一体、どういうことなのか、出口の見えない迷路に落とされた気分で頭を抱える。

「……もう良いです、ネコミミについてはまた今度」

「うなー？　そうなのー？　そうじは、たまに、よくわからないことをいうね」

　果たしておかしいのは自分か、それとも自分以外の全すべてか。

　哲学の領域に到達しそうな疑問を胸の奥にしまい込み。

「ところで先生、さっきから近いです」

「うなー？」

　生徒である宗司は、教室の自分の席に座っている。ならば当然、フェル先生も教師らしく教卓に……とはいかず。

「おれの机の上に座られてたら補習も何も出来ないでしょうが！」

「だいじょうぶだ、くつはぬいでる」

「そういう問題じゃねえ！」

「うふーん、あはーん、せくしーぽーず」

　谷間を強調するように、フェル先生は両手を胸の下で組んで胸を持ち上げた。

　視線の高さ的には、丁度、宗そう司じの目の前に赤いスーツの下から覗のぞく、たゆゆんとした胸の谷間がある。

　気のせいかもしれないが、その谷間から、いや、巨乳から、いやいや、フェル先生から甘い良い匂においがするような気がする。

　まるで熟した果実だ、甘い香りを漂わせた二つの果実。

　それが、もいでくれと言わんばかりの距離に用意されている。

　宗司を誘うように──

　くすり、とフェルは胸中で笑った。

　宗司の視線がフェルの谷間に釘付けであることに、彼女は気付いている。

　さらにぎゅっ、と、左右から挟みこんで強調し僅わずかに前へ出る。

　一日二十時間はえっちぃことを考えている男子高校生を手玉に取ることぐらい、大人のフェル先生には容易たやすいことだ。

「先生……」

　思わずドキリとしてしまうほどに低く渋い声で宗司が言った。

「そういうの良いですからどいてください、っていうか補習始めてください」

「うなっ！」

　宗司の目は冷たく、心底どうでも良さそうだった。

　あんまりな反応に、フェルのネコミミがぴこーんっと凄すごい勢いで屹きつ立りつする。

「なんでだー、だんしこうこうせいは、いちにち、にじゅうじかんぐらい、えっちぃことをかんがえているから、らくしょーって、ざっしに、かいてあったのに！」

　因ちなみに、その雑誌は部室に置いてあったものだ。

「別に二十時間も考えてないですよ！　それにほら……フェル先生だし」

「うなー……ちょっと、しょっく。フェル、そんなに、みりょくないかなー」

　しょんぼりと、フェル先生のネコミミがしおれた。

　心なしか肩も落ち、まん丸な赤い瞳ひとみに薄っすらと浮かんでいるのはもしや涙か？

　しまった、と宗司は呟つぶやく。

　迂う闊かつな台詞せりふでフェル先生を傷つけてしまったようだ。

「い、いや、違いますよ、フェル先生にはフェル先生の魅力がありますって！」

「……ほんとう？」

　寂しげに顔を上げて、潤うるんだ瞳が宗司を見詰めた。

　宗そう司じは不覚にもフェル先生を可愛かわいいと思ってしまったが、それは表情に出さず極めて真面目まじめに真剣に紳士的に頷うなずいた。

「はい」

「うなー、じゃあ、どうして、そうじには、いろじかけがきかなかったんだろー」

「そりゃ、おれはキリカと幼馴染ですから」

　だから少々の巨乳に乱されたりはしないのだと、言いたかったのかもしれない。

　結論から言えば、それは最低のフォローであった。

「つまり、フェルせんせいの、きょにゅうはどうでもいい。だって、おれには、きりかがいるからね、といいたいわけか」

　フェル先生が笑みを浮かべた、しかし、目が少しも笑っていなかった。

　断じて可愛らしい子猫の笑みではない──ここにいるのは、ライオンだ。

「あ、あの、フェル先生？」

「フェルせんせいを、なめるなこらああああああああ！」

　がばっ、ぶちぶちぶちぃ──

「ちょぉぉぉぉぉぉぉ、何してんですかあああああああ！」

「フェル先生の、ほんきを、みせてやらー！」

　がばっ──もどかしげにスーツのボタンを外して脱ぎ捨てる。

　ぶちぶちぶちぃ──自分の手で、アンダーシャツのボタンを引き千切る。

　容赦なく、フェル先生は上半身裸になり宗司の机の上に仁王立ちをした。

　でかい、とにかくでかい。

　これがアンダーシャツを脱ぎ去った生巨乳の迫力か！

　真っ赤なブラジャーと同じぐらいに、フェル先生の瞳ひとみが燃えていた。

　ついでに宗司の顔も真っ赤だ！

「お、落ち着いてください先生！　ちょっとマジで何してんですか！」

「フェルせんせいの、いけないかがいじゅぎょう（ほんきばーじょん）だぜ！」

「だぜ、じゃないですよ。冷静になってください先生、こんなところ誰かに見られたらどうするつもりですか！」

「そのときは、せきにんとって、よめにもらえ」

「明らかにおれが被害者なのに、責任を取るのはおれとは何たる理不尽！」

「なーに、きせいじじつがあれば、こっちのもんだー」

　わきわきと、指を動かしながらフェル先生は宗司に跳びかかろうと身構える。

　慌てて、宗司は椅い子すから転がり落ちるようにして逃げ出した。

「くそっ、何てことだ！」

「あまいぜ！」

　それこそが、フェルの狙ねらいであったことを彼は知らない。

　机の上と、椅い子すの上、最初の状態では距離が近すぎて飛び掛るのは難しい。宗そう司じが逃げ出してくれたことで、それも背を向けて逃げ出したことで逆に跳びかかるにはうってつけの間合いを作り出してしまっていた。

　流石さすがはマサチューセッツ工科大学卒業生、恐るべき頭脳と言える……かもしれない。

　とにかく、フェル先生は宗司の背中向けて跳びかかった。

　机の上を蹴けり跳躍、狙い違たがわず宗司の背中に落ちて行く。

　当然、後ろに目がない宗司が避よけられるわけはない。

「ぐっあああああ」

　ばたっーんっっ！

　背後からの衝撃につんのめるように、宗司は床の上に倒れた。

　背中に何か、柔らかくもきゅっと引き締まった重みを感じる。

　尻しりだ。完全に乗られた、上を取られた。

「へっへっへー、フェルせんせいが、おまえをおいしくりょうりしてやるぜー」

「まだだ、まだ、負けてない！」

　フェルにもまた、誤算はあった。

　体格差である。

　力で勝る宗司は普通に立ち上がり、背中のフェル先生がずり落ちていった。

「へっへっへっ、先生よぅ。まだまだ詰めが甘いじゃないですか」

「うなぁ！」

　ずり落ちて、ぺたんと床に座り込んでいたフェル先生は宗司の挑発めいた台詞せりふにネコミミを尖とがらせ、赤い髪を揺らして勢い良く立ち上がった。

「いいだろう、ならば──」

　赤い瞳ひとみに炎を宿し、フェル先生は赤いブラジャーに包まれた胸の谷間に手を突っ込む。

「げーむどうこうかいらしく、げーむで、しょうぶだ！」

「花札か、良いぜ、勝負だフェル先生！」

　がたっ、音をさせて二人は手近なテーブルに座る。

　フェル先生の胸の谷間に仕込まれていた花札を使い、生徒と教師、会員と顧問、男と女によるゲーム勝負が始まった。

　補習は忘れられた。




　翌日。

「実に無駄な一日を過ごしてしまった、今日こそは普通に補習を受けよう！」

　心底下らないことを誓いながら宗司は、相変わらず自分だけの教室でフェル先生が来るのを待っていた。

　ガラリと、ドアが開いて現れたのは。

「ああフェル先生、待ってまし……た……よ？」

「うなー、またせたな、ごしゅじんさま」

　メイドだった。

「何かちょっと前にもこんなことあったぞ！」

　気にしてはいけない。

「うなっなっー、せんせいしってるぜー、おとこのこは、みんな、じぶんせんようめいどをほしがっている。ぺんぎんこさんの、きじにもそうあった」

「あんたもあの胡う散さん臭くさい恋愛ライターの寝言信じてんのか」

「どうだ、せんせいの、めいどすがた。ほしくなるだろー」

　宗そう司じの台詞せりふは聞こえていなかったのか、まるで勝ち誇るようにばゆゆんとメイドなフェル先生が胸を張った。

　胸を張ったまま、ずんずんと宗司の前まで歩いて来た。

「えーと」

　感想を求められ、最初の衝撃から脱出した宗司は改めてフェル先生を眺める。

　長い赤毛、宗司にしか見えていないらしきネコミミ、キラキラと期待を込めて輝いている赤い瞳ひとみ、普段は表情に乏しい顔も今はわかりやすいぐらいに自信たっぷりだ。

　メイド服の腰に手を当てて、まさに胸を強調するように上半身を返そらしている。

　肝心のメイド服だが、至ってオーソドックス、正統派であった。

　ホワイトブリム、純白エプロン、ロングスカート、正統派メイドさん三種の神器には手抜きがない。

「うふーん、あはーん」

　セクシーポーズらしきものを取っているが、それはともかく。

　ホワイトブリムとネコミミが良い味を出している、メイド服を突き破らんぱかりに実った乳と清せい楚そなロングスカートの組み合わせなど胸が躍る。

　エプロンの隅っこにちょこんと刺繡された、猫さんマークが愛らしい。

　総合して考えると……

「九十点はいけます！」

「うなっ、やったぜこうとくてん」

「しかし、フェル先生に聞きたいことがあります」

　ぐっ、と宗司は突然にフェル先生の両手を握り真剣な顔で見詰めた。

「う、うな？」

　思わず、フェルの頰ほおが赤く染まる。

　赤い瞳ひとみが泳ぐように何度も宗そう司じの顔、握られた手の間を往復する。

「先生は、家事が、出来ますか？」

「……あ、あんまり」

「じゃあ九点で」

「じゅうぶんのいちになった！」

「だって家事が出来ないメイドさんとかありえないでしょう！　それはもうメイドさんじゃなくて、メイドっぽい何かです！」

「うなっ！　めいどさんだと、みとめられすらしなかった！」

「だってそうでしょう、おれはメイド服がミニだったり和洋折せつ衷ちゆうだったりアレンジして原型を留めなくなってたりしても、大概は『そういうもの』として受け入れます」

　だが！　と宗司は拳こぶしを握った。

「メイドさんがメイドさんとしての働きをしてくれないのは何か嫌です。それは多分、メイドというものに対する冒ぼう瀆とくだと思います！」

「──そこまでいわれちゃ、フェルせんせいも、だまっていられないなあ」

　雑誌で読んだ『男子高校生の九割は自分専用のメイドを欲しがっている──』という記事を真に受けてメイド服を着てみたが宗司は思ったより手て強ごわかった。

　だからこそ、火がついた。

「フェルせんせいだって、それなりにできるところを、みせてやるぜ！」

「先生、一体、何をするつもりですか！」

　宗司の目には見えた、フェル先生の背後に『メイドの意地』という炎が。

　あるいは家事が出来ないからメイドとして認められないという自分の考えが狭量だったのではないか──そんなことすら思ってしまう。

「いまから、そうじに、おひるごはんをつくってやらー」

「実践形式でメイドとしての証あかしを立てるわけですか」

「きょうのほしゅうは、じしゅうだ！　あばよ！」

　言うなり、フェル先生は長い赤毛の上のネコミミをぴっこーんと天を突かんばかりに屹きつ立りつさせ、エプロンを翻ひるがえし走り出した。

「あ、フェルせんせいのつくった、じしゅうぷりんと、きょうたくにあるからねー」

　一回戻って来て、また走り出した。

「こいつは、楽しみになって来たぜ」

　果たしてフェル先生のメイド力がどの程度のものか、宗司は教卓の中にあった自習用プリントを解きながら待つことにした。

　フェル先生はネコミミだしうなーだしちびっ子だし家事も出来るか怪しいところだが、教師としては優秀なようでお手製のプリントは非常にわかりやすかった。

　まず解説があり、練習問題があり、最後に解説をきちんと理解していたら解けるだろう簡易テストという構成だ。

　窓の外で響く蟬せみの声を聞きながら、宗そう司じは真面目まじめにプリントを解いていく。

　二日分の補習をまとめてぶち込んだみたいに高密度なプリントだったが、一つ一つ解いていけば（躓つまずいても解説を何度か読み直せば）ちゃんと理解できる理想的なものだ。

「……んっんー、終わったぁ」

　プリントを全すべて解き終えた宗司は、大きく伸びをした。

「フェル先生は、間に合わなかったか？」

　時計を見ると既すでに十二時を回っており、丁度のタイミングで昼休憩のチャイムが鳴る。

　そしてチャイムが鳴り終わると、ぱたぱたぱたと慌てたような足音がして勢い良く教室のドアが開いた。

「う、うなー、ま、まだかえってないよね！」

　メイド姿のフェル先生だった。

　ホワイトブリムに、隅っこにデフォルメした猫のイラストがあるエプロン、そしてロングスカートという正統派のメイド服。

　走ってきたせいだろうぜいぜいと息が荒く。ホワイトブリムを載せた長い赤毛の上のネコミミもくたっとなっている。

「待ってましたよ先生！　それと、プリントもちゃんと終わらせました！」

　と、宗司はしまいかけたプリントを出そうとした。

「それはいい。そうじは、こういうのちゃんとやるひとだって、わかってるから」

　軽く首を振り、フェル先生はすーはーと呼吸を整える。

　宗司はじっとフェル先生を見詰める。

　フェル先生は後ろ手に、何かを隠すように持っていた。

　その何かが、フェル先生が補習を放棄してまで作り上げた『メイドの証あかし』であろう。

「えっとねー、うーんと、えーと」

　呼吸を整えたフェル先生は迷うように、ついでに赤毛の上のネコミミをぴっこぴっこ左右に揺らしながらゆっくりと宗司の前まで向かった。

　宗司もまた真しん摯しかつ真剣な眼まな差ざしでフェル先生を見詰め、居住まいを正す。

　ぴん、と背筋を伸ばし厳おごそかに言った。

「さあフェル先生、見せてください──あなたの全てを」

「……う、うなー」

　フェル先生は頰ほおを桃色に染め、後ろ手に隠していたそれを。

「こ、これ、あげる！」

　ネコミミをピンと立て、ずいっと後ろ手に持っていた──小さなお弁当箱を宗司に突き出した。

　宗そう司じは美術品を受け取るようにうやうやしく弁当箱を受け取る。ネコさん型の小さないかにも女の子が使うような弁当箱だった。

　ずしりと重たく感じたのは、そこに詰まっている想い故ゆえだろう。

「せんせい、ぶきようで、りょうりへただけど、がんばって、つくってみたから」

　良く見れば、フェル先生の指には何枚かの絆ばん創そう膏こうが貼ってあった。

　一生懸命作ってくれたのだと、伝わって来る。

「いただきます」

「うなー、めしあがれ」

　宗司は改めて座り直し、祈るかのごとくに両手を合わせ弁当箱を開けた。

　フェル先生は恥ずかしそうにあるいは、不安そうに俯うつむいてちらちらと上目遣いに宗司の反応を見守っていた。

「……これは」

　弁当箱の中身は、端的に言って、ひどいものだった。

　卵焼きやから揚げ、アスパラガスの炒め物、ほうれん草のおひたし、そんな定番メニューばかりなのだが。卵焼きとから揚げはところどころ焦げているし、炒め物やおひたしは切り方が悪かったのかぐちゃっとなっている。












「み、みためはわるいけど、あじはいいよ」

　と、フェルが言うより早く宗そう司じはから揚げを一つ摘まんで口の中に放ほうり込む。

「うん、美う味まいですよこれ」

　ぱあああああっと、不安そうだったフェル先生の顔が明るくなる。

　ネコミミがぴこりんっと嬉うれしそうに立ち、赤い瞳ひとみがキラキラと輝き。

「うなー！」

「う、うわっ、ちょ、ちょっと先生！」

　ぴょこん、とそのまま宗司に抱きついた。

　宗司は慌ててフェル先生を受け止める、結果として抱きしめるような形になり。

　むにょんと柔らかい膨らみがメイド服越しに押し付けられる。

　フェル先生はそんなこと気にせずに、宗司の顔を見て満面の笑みを浮かべた。

「これからも、がんばるから。フェルせんせいのこと、よろしくね」

「……こちらこそ」

　どっちが教師だかわからないなと、苦笑しながら宗司は頷うなずいた。

　ガラッ──ドアが開いた。

「宗司、補習は午前で終わりでしょう。良かったら遊びに行かないかしら」

「ソージ、元気してるー？　キリカさんたちと遊びに行こうよ」

「兄さま、補習お疲れ様でした。息抜きにどこか寄り道して帰りませんか」

　宗司（フェル先生を抱きしめている）は凍り付いた。

「へぇ」

「ふぅん」

「……」

　能面のような無表情で、彼女たちはじっと宗司を見た。

　宗司は両腕をぱたぱたと動かしながら懸命に言い訳をした。

「いや、ち、違うんだ。これは、その、誤解だ」

　火に油を注ぐとは、このような事態のことを言うのだろうか。

「へぇ」

「ふぅん」

「……」

　一いち乃のたちは微笑ほほえんだ──ライオンが牙きばをむき出すが如ごとくに。




　その後、宗司がどうなったかを知る者はいない。

　因ちなみにフェル先生はいつのまにか逃げ出していた。






追憶　五　八月、どうして私は幼馴染じゃなかったのかと思っただけ






　いよいよ夏休み、ゲーム同好会の面々で海に遊びに行こうという話になった。

　きちんと計画を立て、新しい水着なんて用意して──いよいよ、当日。

　ゴォォオォォオオオオオ！

「おおー、こりゃ見事な台風にぶち当たったなあ」

　宗そう司じは自宅のリビングから外を眺めて感心するように呟つぶやいた。まだ昼間だというのに電気を消したら周囲が見えなくなりそうなほどに暗く、まさに車軸を流すような強い雨が横殴りに降り注いでいる。

「しかし海に行けないのは残念でしたね兄さま」

　後ろから妹のリリスの声がした。

「まあ、元々天気予報怪しかったしここは素直に延期で良いよな」

「はい、特に問題ないと思います」

「夏休みだし別にバイトしてるわけでもないから時間の融通は利く、てーことで」

　くるりと宗司は振ふり返かえった。

「おまえら、諦あきらめろ」

　宗司の足元──リビングには、何な故ぜかピクニックシートが敷しかれてその上に水着姿の一いち乃のとキリカとリリスとリリスとフェル先生がいた。

　外の台風にも負けず、何とか海水浴っぽい雰ふん囲い気きを出そうとよく砂浜で使われているパラソルを荷物の入ったリュックや鞄かばんで支えて立たせ、膨らませたビーチボールを置いてあったりもするが、やはり無理がある。

　それとは全く無関係にジュースとお菓子のセットも用意されていた。

　なお、本来リビングに置かれていた応接セットは壁際に押し込められている。

「嫌よ、今日のために準備していたのに何だか勿もつ体たい無いじゃない」

　一乃はシートの上でうつ伏ぶせに寝そべったまま、しゃらりと長い黒髪をかき上げた。

　かき上げられた黒髪が白い背中へと流れて行く。

　きゅっとくびれた腰にすらりと伸びた脚あしをしたスレンダーな（胸も人並みにある）彼女は、瞳ひとみと同じ赤い色をしたワンピースタイプの背中が開いた水着を着ている。

「アハハハ、まあ良いじゃん。たまにはこう言うのもさ」

　雨が苦手なキリカも台風となると違うのだろうか、ニコニコと楽しそうな笑顔を浮かべてぺたりと軽く両足を広げて座っていた。

　彼女はいつもの銀髪ツーテールに、ブルーストライプ（青と白のしましま）のビキニ水着を着ている。

　決して派手なものではないが、その両胸の豊かな果実はぽよよんとビキニから零こぼれ落おちてしまいそうで酷ひどくスリリングだ。

　主に、見ている側にとって。

「そうですよ兄さま、」

「どちらにせよ今日は遊ぶ予定だったのですからこのぐらい」

　リリスとリリスが淡々とした声で言った。中学生に上がったばかりの小さなリリスとリリスがビニールシートの上に二人並んでちょこんと座る姿は実に可愛かわいらしい。

　今日の髪型も小さなポニーテイルで、相変わらず表情に乏しく──彼女たちの選んだ水着は、紺色のスクール水着だった。

　ある意味で狙ねらい済ましたチョイスかもしれない。

　残念ながら宗そう司じには、それが狙い済ましたものか天然かは判断できなかった。

「うなー、せんせいは、わりとなんでもいい」

　引率の予定だったフェル先生もすっかりくつろいで、文字通りの意味でごろごろしていた。相変わらずの長い赤毛と、リリスと並ぶと同級生に見えるほど小さな体、リリスと並ぶと絶対に同級生には見えないだろうたゆんとした胸。

　こちらは絶対にわざとやっているに違いない、見事に狙いすました白いスクール水着を着ている。ご丁てい寧ねいに、胸の名札は『いちねん、さんくみ　ふぇる』と全部ひらがなで書いてある。あざとい、実にあざとい。

「まあでも、フェル先生だしなあ」

「うなっ！　なにか、せいとにものすごく、ばかにされたかんじがする」

「気のせいですよ」

「なんだ、きのせいか」

　なお、唯一の男性である宗司は普通に半袖のシャツとスラックス姿だ。

「ぶつぶつと文句を言う男ね、本当は嬉うれしいくせに」

　くすりと、一いち乃のが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　ビニールシートに寝転んだまま、これ見よがしに女め豹ひようのように腰を揺らす。

　長い黒髪がはらりと背中から脇腹へと流れ落ちた。

　宗司は紳士的に視線を逸そらす。

「……何のことだか」

「あら素直じゃないわね」

「むりするな、だんしこうこうせい」

「アハハハ、あれは照れてるだけだよ。もう一押ししたら認めるよっ」

「はい、嬉しいのを必死に我慢しているだけですね」

「やかましいわ！　特にキリカとリリス！」

　名指しされたキリカはアメリカ人がするようにオーバーな動きで肩をすくめた、ついでにストライプのビキニに包まれた胸が揺れた。

　リリスの方は、にやっ、と一瞬だけ悪い子の顔をして笑う。

　普段は無表情なくせに兄をいじめる時だけは感情豊かになるという大変に兄想いの良い妹である。おまけに家事の殆ほとんどが妹任せであるため、兄はすっかり頭が上がらない。

「うんうん、男の子にはプライドとかそういうのがあるんだよね」

「わかっているからこそ、いじめたい、」

「そんな女心がわからないから、兄さまは所しよ詮せん兄さまなのです」

「何だか良くわからない罵ののしられ方をした！　くそっ、付き合いが長いから性た質ちが悪いぜこの幼馴染と妹は」

　ぐぬぬと宗そう司じが悔しげに呻うめく。

「アハハハ、良いところも悪いところも沢山知ってるに決まってるじゃん」

「はい、伊達に幼馴染と妹ではありません」

　キリカは頭の後ろで手を組んで笑い、リリスが表情だけは神妙に隠し切れない楽しさを滲にじませて頷うなずいた。

　確かにキリカとリリスの言うとおりだ、宗司もキリカとリリスの弱点ならばいくつか知っている。質量共に、知られている弱点の方が上だがまあ知っている。

「にしても」

　ふと、昔のことを思い出し宗司はピクニックシートに座るキリカを見詰めた。

「なにソージ？」

　銀色のツーテールを僅わずかに揺らして、キリカが小首を傾かしげた。

　ブルーストライプのビキニを着たキリカは、ただ座っているだけなのに強烈な吸引力がある。言うまでもない、泣く子も黙らせる圧倒的な胸部の戦闘力が原因だ。

　高校に入学してフェル先生と会うまでは、キリカ並みの戦闘力を持った女子など雑誌のグラビアぐらいにしかいなかった。

「いや、何でもない」

　にこにこと太陽のようなキリカの笑顔を見詰めたまま、首を振った。

　当たり前だが昔はそんなことはなかった。昔から幼稚園の頃から元気な女の子ではあったが、元気すぎて男子と取っ組みあいの喧けん嘩かをするような女の子だった。

　主な喧嘩相手は宗司である、勝敗は五分五分と言ったところだろう。

　何だかんだで仲は良く、幼稚園からずっと付き合いは続いている。

　気がついたら、あの乱暴者のキリカがカワイイ女の子になっていた。

　当時の自分に教えてやれば、さぞ驚くだろう。

　それとも、もう取っ組み合いの喧けん嘩かなんて出来ないことを残念がるだろうか。

　というか、今になって取っ組み合いの喧嘩なんかしたら警察を呼ばれかねない。

「兄さま？」

　訝いぶかるようなリリスの声がした。

　リリスとリリス、双子の妹たち。彼女たちもいつの間にか変わっていた。

　肉体的にはもうちょっと変わって欲しいというか、変わった方が良いというか、中学一年生にしてはスクール水着が似合いすぎている──びっくりするぐらい体に凹凸がなく、見事なまでにぺったんこなのが兄的に心配になることもあるが。

　内面的には、随ずい分ぶんと変わった。

　家に来たばかりの頃は殆ほとんど口も利かず、人形か置物のようにじっとして動かず、まるで心を閉ざしているようですらあった。

　今も表情や声の抑よく揚ようには乏しいが、割と素直に感情を表現するようになった。

　いつの間にか、兄をいじめることに愉ゆ悦えつを見み出いだすとても立派な妹に成長していたのは色々と疑問があるが人形でしかなかった頃よりはずっと良い。

　いや別に妹にいじめられたいわけではないが。

「ねーソージ」

「兄さま」

　キリカとリリスのことを考えていたら、いつのまにか、その当事者にじっと見詰め返されていた。

　キリカはからかうような、リリスは悪戯いたずらを企たくらむ猫のような笑みを浮かべている。

「ソージの考えてること当ててあげようっか？」

「リリスも、同じ事が出来ますよ」

「……おほんっ！」

　宗そう司じは咳せき払ばらいをして、無む理り矢や理り誤ご魔ま化かす。

「ま、まあ、付き合いが長いと色々あるってことだな」

　恐らく誤魔化せてはいないが、とりあえずキリカとリリスはにやにやしていた。

　それを面白くなさそうに見詰めていた一いち乃のが。

「ふーん」

　露ろ骨こつに面白くなさそうに言う。

「な、なんだよ一乃、今まで見たことのないような顔しやがって」

　やさぐれている、というのだろうか。目が怖い、唇がへの字にひん曲がっている。

　ピクニックシートに寝転んだまま、睨にらむような上目遣いで宗司を見ていた。

　助けを求めるようにキリカとリリスを見たが、彼女たちは揃そろって視線を逸そらしてジュースを飲み始めた。完全に見捨てる体勢である。

　最後にフェル先生の方を見た。

　白いスクール水着というあざとい格好のフェル先生は無言で宗そう司じを手招きしていた、赤毛の上にぴょこんと生えたネコミミも一緒においでおいでするように動いている。

　そのままフェル先生に誘導され、ピクニックシートから離れて部屋の壁際に追いやられたソファーに座った。

　フェル先生も同じソファーに座り宗司の正面に陣取っている。

「ええと、先生。何ですか」

　宗司が聞くと、フェル先生はいきなりバンザイするように両手を上げた。

　赤毛の上のネコミミがぴっこりと立ち、左右に揺れる。

　バンザイをしたことで上体が反れ驚くべき豊かさを誇る胸が、白いスクール水着を内側からぐにっと引き伸ばし、ぱっつんぱっつんにしてしまったのだ。

　胸元についていた名札も引き伸ばされて、文字が少し歪ゆがんで見えるほどだ。

　凄すごい迫力である。

　白いスクール水着が伸びる工程を、宗司が思わず凝視したのも無理はない。

「フェルせんせいの、はちみつこじんじゅぎょうばんがいへん、はーじまーるよー」

　しかしフェル先生はそんなこと当たり前と言いたげに気にもせず、バンザイと伸ばした手を軽く左右に振る。ついでにネコミミも左右に揺れる。

　さらにさらに、ぱっつんぱっつんの胸部が窮屈そうに震える。

　ごくりと、宗司が生なま唾つばを飲んでしまったとしても仕方がない。

「まずはてりゃー」

「ぐおっ、な、何な故ぜ」

　見み惚ほれていたら、チョップを食らった。

　バンザイとばかりに上げていた手を勢い良く振り下ろすダブルチョップだ。

「なかまはずれ、よくないよー。わるぎはなくても、きずつくんだからね」

「……つまり」

　と、宗司はダブルチョップを食らった頭を撫なで一いち乃のを見た。

　一乃は相変わらずピクニックシートの上に寝そべったままやさぐれた顔でこちらを睨にらんでいる、怖いのですぐ目を逸そらした。

「やっぱり、あれは拗すねてるんですか」

「うなー、ほかに、どうみえるってんだ」

　まさか、あの（世間知らずではあるが）クールな一乃が？

　宗司は半信半疑で、もう一度、一乃の方を向く。

「むー」

　ぷくっと、頰ほおが膨らんでいた。

　拗すねてる、あれは拗ねてる。

　ぎゅん、と勢い良く宗そう司じはフェル先生に向き直った。

「先生、おれはどうすれば良いんでしょう」

「かまってあげなさい」

「ですよね！　でも怖いんですけど」

「がまんだ」

「わかりました先生」

「よし、フェルせんせいの、はちみつこじんじゅぎょうばんがいへんは、おわりだ」

「はい先生……ところで、先生は拗ねたりしないんですか？」

「べつのきかいのために、とってある」

　微妙に不安になる答えではあったが、ともかく宗司は一いち乃のの傍そばに戻る。

　背中の開いたワンピースの水着、覗のぞく白い肌に流れる黒髪。

　宗司は彼女の隣に膝ひざをつく。

「なによ」

　相変わらずじとっとした目で睨にらんで来るが、怖いのを我慢して宗司は言った。

「ええと、その、なにか、おれにして欲しいこととかないか？」

　物もの凄すごい直球である。

　傍でジュースを飲みながら事態を見守っていたキリカが噴いた、リリスは吹きそうになってフェル先生はうなうな笑った。

　不器用にも程があるが、一乃は小さく微笑ほほえんでくれた。

「別に良いわ」

　しゃらりと首を振る。微笑みは少しだけ寂しそうだ。

「ただ、どうして私は幼馴染じゃなかったのかと思っただけだから」

　誰もが一瞬、言葉を失い一乃を見た。

　沈黙はそれ以外の音を際立たせて、窓の外の嵐を思い出させた。

　森もり塚つか一乃、十五歳、荒あら谷や学園高等部一年生、現在一人暮らし。

　はっきりと、彼女が自分の過去を──故郷を語ったことはない。

　だが、彼女がそれらを語るときは常に明確な憎しみの感情が存在していた。

　息苦しかったのだろう、そして、生き苦しかったのだろう。

　それぐらいはキリカにも、リリスにも、フェルにも。

　宗司にも理解できた。

「……一乃」

「あっ、そうだわ」

　思い出したように、ぱちんと一乃が掌てのひらを鳴らす。

「宗そう司じ、サンオイルを塗って頂戴」

「…………はい？」

　思わず首を傾かしげた。

　しんみりした雰ふん囲い気きが消し飛び、遠くで雷の落ちる音がした。

「あの、外は台風でして、どう頑張っても日焼けできるような状況じゃありませんよ？」

「意地を張るのは止よしなさい、私はあなたを犯罪者にしたくはないの」

「ごめん、ますます意味がわからない」

　今度は一いち乃のが首を傾げた。

「だって、男子高校生って夏は『水着女子にサンオイル塗りたい欲』が暴走して見境がなくなってしまうんでしょう？」

「何すかそれ！」

「だから大事な人を犯罪者にしないために女の子はさり気なく『サンオイル塗って』とおねだりしてあげましょう、それだけで男の子は大感激好感度も大幅アップ──と、ペンギン子先生のコラムにあったわ」

「またペンギン子か！　おまえもうそいつのコラム読むのやめろ！　つうか男子高校生を何だと思ってるんだ！」

　当然、男子高校生としては反論するのだが。

「ちょっとソージ、ペンギン子先生をバカにするのは許せないよ！」

「そうです兄さま、」

「ペンギン子先生は全女子の星ですよ」

「うなー、せんせいも、あいどくしてるぜー」

　さっきまで知らんぷりしていた、キリカたちが凄すごい勢いで食いついてきた。

　しかも詰め寄って来た。

　ブルーストライプでナイスバディなキリカと、色々いけない香りのするスクール水着リリスとリリスと、あざといにも程があるネコミミ白スク水巨乳フェルに迫られているのに全く嬉うれしくない！

「おまえらも読者かよ！」

「当然よ宗司、ペンギン子先生のコラムを読まない女子なんて女子じゃないわ」

　言いながら、一乃も立ち上がる。

　震える指で長い黒髪をしゃらりとかき上げ、そのまま手を赤いワンピースの水着の腰に当てる。逆の手は印いん籠ろうのように、さり気なく傍そばの鞄かばんから取り出しておいたサンオイルの入れ物を宗司に突きつける。

「さ、さあ、私が許してあげるから、遠えん慮りよなく、この私のか、体に、サンオイルを塗りたくるが良いわ！」

　窓の外でまた、雷の落ちる音がした。

　宗そう司じは何とも言えぬ気の毒そうな表情で一いち乃のをじっと見る。

「顔真っ赤にしてプルプル震えながらなにを言ってんだおまえは」

「な、なんのことだかわからないわね！」

　と、顔を真っ赤にして全身をぷるぷる震わせながら一乃は言った。特にサンオイルを突きつける手や、水着の腰に当てた手なんか残像が見えそうな勢いで震えていた。

「いや、だから無理すんな」

「む、無理なんかしてないわ。既すでに覚悟は完了よ、具体的にはサンオイルを塗っている最中に手が滑って水着の中に手が入ってきて柔やわ肌はだをまさぐられ揉もみしだかれおれのテクニックで天国に連れて行ってやるよと普段より低い声で囁ささやかれるところまで覚悟したわ！」

　既に、顔は着ている水着よりも赤い。全身の震えはぷるぷるを通り過ぎてガクガクのレベルに突入した。

　キリカたちがぽかんとしている。宗司は額に手を当てて、溜ため息いきを吐つく。

「何度も言うが、無理すんなって」

「だから無理なんてしてないわ！」

　何だかもう、引っ込みがつかなくなったのだろう。

　がくがくと震える手で長い黒髪をばさりとかき上げ、一乃は宣言した。

「わ、私は森もり塚つか一乃、十五歳。サンオイルを塗られるぐらい余裕の男性経験豊かな少女。経験豊富過ぎて宗司の二、三人は楽勝で蹴け散ちらせるわ」

　噓うそだな。

　一乃以外の全員が確信していた。

「そもそも蹴散らしてどうするんだ」

「え？　ええと、とにかく、蹴散らすのよ！」

　ずいっと、前に出た一乃が宗司の顔にサンオイルをぐりぐりと押し付ける。

「さあ、サンオイルを塗るが良いじゃない！」

「ええい、やめろ、やめんか！」

　振り払おうとした瞬間、がしり、と。

「アハハハ、まあ良いじゃんサンオイルぐらい」

　背後からキリカに抱きつかれた。ブルーストライプの水着越しの弾力が否いや応おうなく背中に伝わって来る！

「なにぃ！」

　いかん、これは逃げられない！

　それだけではない、横からリリスとリリスが宗司のシャツの袖を軽く引っ張る。

「あの兄さま、リリスにも、」

「サンオイルを塗るふりをして悪戯いたずらしても良いんですよ」

　ぽっと、頰ほおが桜色に染まり何かを期待するように瞳ひとみが輝いていた。

　可愛かわいい！　いけない、これは振り払えない！

「うなー、こいつは、おもしろくなってきたぜ」

　別種の期待に目を輝かせたフェル（一応教師）が、デジカメの準備を──

「おい待て最後そこの教育者！　あんただけは一いち乃のを止めろよおれの側に立てよ！」

「せんせいは、つねに、おもしろいほうのみかただ」

「こんのダメ教師がああああああああああ！」

　もう余計なことを考えている暇はない、宗そう司じは背中のキリカ、正面の一乃、袖を引っ張るリリスを無む理り矢や理り引ひき剝はがしてフェル先生に摑つかみかかろうとした。

　何度目かの雷鳴、今までのものより近い。

　ブツン、と、電気が消えた。

「えっ？」

「きゃっ」

「うわっ」

　外は嵐、室内はあっという間に暗闇に包まれる。

　いきなり視界を閉ざされた宗司は周囲の一乃たちごと巻き込んで盛大に転んだ。

　ぐにゅん、ぬるっ、むにゅん。

「あいたたたたた……ん？　なんだこのヌルヌルするの……柔らかい？」

「ごめんなさい、サンオイルが零こぼれたみたいなの……んんっ」

　一乃が妙に鼻にかかった熱っぽい吐息を漏らす。

「んっ……もう、どこを触ってるのよ」

「うっ、うわっすまん！」

　慌てて手を離す、勢いとサンオイルの滑りで手はあらぬ方向へ。

　ずぼっ！

「やんっ、ソソソソソソソージどこに手を突っ込んでるのさっ！」

「ごごごごめ、周り見えないしヌルヌルしてるわだし！」

　ぬるずぼっぺたんっ……くにっ。

「……ああんっ、兄さまってば、」

「そんなところを触って、ちゃんと責任を取ってもらいますからね」

「ええええええ、もうどこ触ってんのかよくわからないんですけど」

「ちくしょう！　でじかめに、くらいところでも、さつえいできるきのうがあれば！」

「ああ忘れてた！　フェル先生デジカメだけは没収しますから！」

　反射的に（つまり考えなく）、宗司は声の方へ手を伸ばした。

　ぐにゅぅんっ。

「…………ああ、これは何を触ってるか一発でわかった」

「うなああああ、わしづかみにされたー、せくはらだー、うったえてやるー」

「事故です！　っていうか、もう本当に何も見えないので勘弁してください！」

「とかいいつつ、もんでるんじゃねーよ」

「揉もんでませんって！　ああもう、迂う闊かつに動けやしない！」

　実際、真っ暗で何が何だか。

「そうだ一いち乃の、おまえライターとか持ってないか？」

「ライター？　持ってるわけないじゃない」

　どうしてそんなことを聞かれるのかと、不思議そうな声をしていた。

「それもそうだな普通はライターなんて持ってないか」

　パチッ。唐とう突とつに、室内が明るくなった。

「あ、電気点ついたねっ」

「思ったよりも早く復帰しました、」

「ありがたいようでもあり、残念なようでもあります」

「うなー、きせいじじつを、つくる、ちゃんすだったのに」

「恐ろしいことを言わないでくれ妹アンド教師よ」

「ところで宗そう司じ、明るくなったのだしいい加減に手をどけてくれないかしら」

「……すいません」

　フェル先生の巨乳を鷲わし摑づかみにした手が、サンオイルでテカテカと光っている一乃の内うち腿ももを触っていた。

　全方位セクハラ野郎と化していた宗司は、明かりがついてやっと誰にもセクハラすることなく立ち上がる。

　心なしか残念そうな顔をした一乃たちも、続いて立ち上がった。

「しかしベタベタだなこりゃ。続きは後にして、おまえらさっさと──」




「──シャワー、浴びて来いよ」




　当人は、深い意味もなく言った台詞せりふであった。

「つ、つ、続き？　え、ええ……あなたが言うなら。浴びて来てあげても良いわよ」

「アハハハハ…………はい、ソージの言うとおりにします」

「わかりました兄さま、」

「リリス、体をキレイにしてきます」

「う、うなー……すげえぜ、まさか、ぜんいん、まとめて、くっちまうつもりか」

　しかし深い意味に受け取る人もいるもので、何な故ぜか女性陣は頰ほおを染め恥ずかしそうに俯うつむいてもじもじと体を揺らしている。

「え？　な、なに？　おれ、何かマズイこと言った？」

　宗そう司じの頭の上にはクエスチョンマークがいっぱいだ。

「だいじょうぶだ、せんせいは、そういうのも、きらいじゃないから」

「いや、だから何の話を」

「じゃ、じゃあ行きましょうか！」

「う、うん……待っててねソージ」

「少々お待ちください兄さま」

「お、おう？」

　口々に言いながら、浴室の方へと向かう一いち乃のたちを見送り宗司は盛大に首を傾かしげた。

　自分の発言がどういう風に受け取られたのか気付くのは、もう少し後のことである。

「……おれ、悪くないよな。あいつらがちょっと思春期過ぎるだけだよな？」

　おかげですっごく気まずい雰ふん囲い気きになるのも、もう少し後のことである。






追憶　六　九月、ようこそリア、ゲーム同好会へ！






「わたくしと勝負なさいませ、ゲーム同好会！」

　体育祭の日、体操服に着替えて校庭に出たら変な女に絡まれた。

　色々と言うべきことはあるが、重要なのはただ一つ。

　金髪！　美少女！　ブルマ！

　宗司の両目も思わずカッと力強く見開き凝視する！

　一つじゃなくて三つあったがまあ良い。

　金髪縦ロールの見事なドリルヘア、体育祭において白組を示す白い鉢巻き、一乃に似た赤い瞳ひとみ、そしてブルマ。

　荒あら谷や学園の体操服は普通にスパッツであることもこの際忘れよう。

「……あの、何か言ってくださいまし」

　気品がある、というのか、やや高慢そうにも見えるキリッとした顔立ち、体操服越しに判断できる胸のサイズはなかなかのもの。一乃以上キリカ未満、かなりキリカ寄り、フェル先生と同じぐらいか。

「あの、もしもし、あのー、すいません、わたくしの声が聞こえてますの？」

　いけない、何より重要なことを忘れていた。

　ブルマの色は、情熱の赤色だ。

「ちょっと！　無視しないで下さいまし！」

　気がついたら目の前に彼女の顔があった。

「うわっ、だ、誰だ！」

「誰だじゃありませんわよ！　さっきからずっと話しかけてましたわよ！」

「ああ……そうか、すまない。ちょっと考え事をしてんだ」

　謝罪し、宗そう司じは改めて彼女の顔をじっと見詰める。

　見詰められた彼女は照れくさそうに目線を逸そらすが気にせずじっと見詰めて……

「ごめん、本当に見覚えがないんだけど。初対面じゃないかな？　ゲーム同好会と勝負がどうのとか言ってたみたいだけど？」

　言われて、彼女はちょっとショックを受けたような顔をした。

「……わたくしのこと、知りませんの？」

「全然」

「ま、まあ良いですわ！」

　気にしてない風に振舞っているが、微妙に肩が震えていた。












　彼女は金髪縦ロールの髪を指先で跳ね上げ、その勢いのまま流れるように腰へ手を当てたゆんと胸を張る。

「わたくしの名前は──」

「あらリアじゃない」

「あ、本当だリアだ」

「お待たせしました兄さま」

「うなー、じゅぎょうないから、さぼれるとおもったのにー」

　後からぞろぞろやって来た白組鉢巻きを締めた一いち乃のたち（当然だがスパッツ姿、含むフェル先生）に名前を言われた金髪縦ロール少女──リアが、地団太を踏んだ。

「ううううう、そうですわよ、帰国子女のリアですわ！」

「は、はあ……リアさんですか。始めまして」

　何だか、可哀かわい相そうになって来た。

「どうしたのよ宗そう司じ、あなたもリアと知り合いだったの？」

　スパッツ姿の一乃は長い黒髪をかき上げて、不思議そうに問う。

「いや初対面、なんか『勝負よ、ゲーム同好会』とか言われて困ってたんだが」

「勝負って、何それ？」

「体育祭で勝負、ということではないでしょうか、」

「それでもいまいち意味がわかりませんが」

「なにか、もめごと？　よくわからないが、せんせいに、はなしてごらん」

　自や棄け気味だったリアがすぅはぁと深呼吸をして平静を取り戻す。

「別に揉もめ事ではありませんわ」

　そしてたゆんとした胸を強調する、あるいは単に重たいから支えるように腕組みする。

「わたくし個人の問題として、勝負を挑みたいだけです」

「そう言われても、勝負を挑まれる理由がさっぱりなんだが？」

　若じやつ干かん冷たい目で宗司をちらと眺め、今度は呆あきれたように息を吐く。

「わたくし、これでも学園では有名人ですのよ」

「ブル……それはまあ、何となくわかる」

　ブルマはいてるからか？　と聞きそうになったのを抑え込んだ。

　そうでなくとも、金髪縦ロールでかなりの美少女なのだから有名でも不思議はない。

　リアは、ふふんと笑い金髪縦ロールを指先で跳ね上げる。

「自慢ではありませんけれど、文武両道家事万能容姿端麗な美少女ですわ」

「どう聞いても自慢だよなそれ」

「因ちなみにわたくしは学内テスト全校二位、スポーツテスト全校二位、校内料理コンテスト二位、更に、校内美少女コンテスト二位ですの」

「マジで凄すごかった！　けど何で二位ばっかりなんだ」

「そこですわよ！」

　我が意を得たとばかりに彼女はずいと宗そう司じに詰め寄り顔を近付ける。

「……」

　無言のまま、一いち乃のが宗司の両肩を摑つかんで引き離す。

　空振りを食らったリアは赤い瞳ひとみを二、三度ぱちくりさせるも何かに気付いたように薄い笑みを浮かべた。

「宗司、で良かったですわよね。あなたの後ろにいる連中が原因ですわ」

「は？」

　一乃に肩を摑まれたまま、宗司が首だけで振ふり返かえる。

「そう言えば、学内テストの一位は私ね」

「あっ、スポーツテスト一位はキリカさんだ」

「料理コンテストですか、」

「言われて見れば、そんなものに優勝した記憶も」

「びしょうじょこんてすと、せんせい、ゆうしょうしたんだぜー」

「おまえら実は凄くハイスペックなんだな！」

　全然知らなかった宗司はびっくりである。

「まあ、せんせいは、ないしんしょを、たてにとったんだけどな」

「あんた外げ道どうか！」

　物もの凄すごい公私混同を暴露されたが、ともかく事情は理解できた。

「つまり色んな面で一位が取れなかったから。その雪せつ辱じよく戦せん、てわけか？」

「そのとおりですわ。わたくしのライバルたちが一つの同好会に固まっているとは意外でしたけれど、これはある意味行幸」

　すっと、体操服の襟えり元もとに手を入れ胸の谷間から和風の扇子を取り出す。

　扇子は畳んだまま、宗司たちに突きつけリアは宣言した。

「この体育祭でわたくしと勝負なさいませ、ゲーム同好会！」

　一乃たちが揃そろって顔を見合わせる、頷うなずき合い、代表して宗司が言った。

「……どうやって？」

「……え？」

「いや、奇数クラスが赤組、偶数クラスが白組だろ」

「ですわよ」

「リア、白組だよな。で、こっちもおれ以外全員白組なんだけど」

「というか、私やキリカと同じクラスでしょうにあなた」

　ぱちくり、と、リアが何度か瞬まばたきした。

「そ、そんなこと、気付いていたに決まってますわ！」

「おまえ、肝心なところでポカする詰めの甘いタイプだろ」

　宗そう司じのツッコミは聞こえなかったふりをして、リアはこれみよがしの大きな動きで金髪縦ロールを跳ね上げ、ぽよんっと胸を突き出すもとい張る。

「体育祭で勝負というのは、どちらがより多く一位を取れるかという勝負ですわ！」

「アハハハ、それだと人数差でわたしたちがすっごく有利なの気付いてる？」

「とととと当然気付いていますわ、その程度ハンディキャップとしてさしあげます」

　目が泳いでいた。段々、皆のリアを見る目が優しくなっていた。

　自分で気付かないまま墓穴を掘るタイプなのだろう。

「本人がその条件で良いなら、勝負ぐらい受けてやっても良いんじゃないかな」

「兄さまがそう言うのならばリリスは構いませんが」

「せんせいは、どっちでもいいよー」

「決まりですわね、では首を洗ってまってなさいまし」

　話をまとめるとリアは逃げるように、だがしっかりと高笑いをしながら去って行った。

　揺れる金髪縦ロールと、赤いブルマが眩まぶしかった。

「……なんで、ブルマだったんだろうな」

　宗司の疑問が小さく、九月の風に乗って流れた。

　そろそろ開会式である、宗司たちも各々のクラスの集合場所へと向かった。




　さてゲーム同好会対リアの勝負だが、結論から言うと。

　負けるわけがなかった。

　そもそも出場できる競技の数に差がありすぎる。

「わたくしの負けですわ！　煮るなり焼くなり好きになさいませ！」

　閉会式終了後、リアは宗司たちを呼び止めて明らかに自や棄けっぱちでそう言った。

　夕陽に照らされて茜あかね色いろに染まったリアは美しく、そして、軽く涙目だった。

　因ちなみに、ゲーム同好会が獲得した一位の数はリアの約三倍である。

　むしろ三倍で済んだだけリアは頑張った方かもしれない。

　続々と生徒たちが引き上げていく中で宗司が困ったような顔をしていると、一いち乃のが一歩前に出て無言のまま右手を差し出した。

　だがリアはぱしりとその手を叩たたき落とす。

「な、なんですの。情けは受けませんわよ！」

「そんなつもりはないわ、私たちは純粋にあなたに感心しているの。尊敬していると言っても良いかもしれないわ」

　意外な発言に、リアもだが宗司も驚いた。

　思わず、一いち乃の以外、キリカにリリス、相変わらず一緒に居るフェル先生の顔を見た。

　彼女たちもまた、無言のままに頷うなずいた。

　その表情にはひどく、爽やかなものがある。

　不満そうな、怒ったような顔をしているリアに向かい宗そう司じは言った。

「元々、不利な勝負だったんだ気にするなよ」

「挑んだのは、わたくしですわ」

　ふんとそれでも彼女はそっぽを向く。

「いえ、別に勝負はどうでも良いのだけれど」

「あん？」

　一乃はしゃらりと長い黒髪をかき上げ、赤い瞳ひとみでリアを見詰める。

「まさか──一日中ブルマでいるなんて思わなかったわ」

「……あん？」

「いやー、キリカさんも競技に参加する時はスパッツにするのかと思ったんだけどね」

「ブルマのまま競技に参加するどころか、選手宣誓までやるとは」

「うなー、せんせいたちも、あんまりにもどうどうとしているから、なにもいえなかったぜー、あと、いちぶのだんせいきょうしは、しあわせそうなかおしてたぜー」

「付け加えるならば、大半の男子生徒も幸せそうな顔をしていたわね」

「すっっっっっげえくだらねえ展開だなおい！　おまえらさ、頼むからたまにはスポーツを通じて育はぐくまれる友情とか綺き麗れいな展開やれよ」

「何を言うの宗司！」

　夕陽の中で一乃が叫ぶ。

「ペンギン子先生に曰いわく『ブルマは女の子を妖よう精せいさんにする魔法の衣装』なのよ！」

「またペンギン子絡みか！」

「宗司が弱味を握ってブルマ姿になれと脅迫してくるならば大人しく従う覚悟はあるわ」

「しなくていいからね」

「でも、まさか全校生徒の前で一日中ブルマだなんて……その妖精になろうという覚悟に私は感動したの」

　後ろで、キリカたちが頷いていた。

　ペンギン子に対する一乃たちの信頼は何なのだろうか、宗司は頭が痛くなって来た。

「……あなたがた、ブルマの素晴らしさが、わかりますの？」

　スポーツを通じて育まれた友情と同じぐらいに綺麗な顔で一乃が微笑ほほえんだ。

「勿もち論ろんよ」

「ペンギン子さんのコラムが、キリカさんたちにブルマの素晴らしさを教えてくれた」

「はい、まさか男子高校生の一二〇％がブルマを愛しているとは知りませんでした」

「うなー、せんせいも、ぶるまかったよー」

　険しかったリアの表情が、綻ほころんで行く。

　同じ涙目でも、今は悔しさからではない喜びと感動でその赤い瞳ひとみに涙が浮かぶ。

　一いち乃のは再び右手を差し出して言った。

「よければ、あなたもゲーム同好会に入らないかしら」

　友だちになりましょう──と、彼女はそう言っているのだ。

「わたくしが、あなたがたの仲間に……？」

　こくり、と一乃が頷うなずく。

　しゃらりと長い黒髪が揺れる、茜あかね色いろの夕陽を映して優しい色合いに染まる。

「よろしく、おねがいしますわ！」

　リアが一乃の手を硬く握った。

「ようこそリア、ゲーム同好会へ！」

　一乃が、キリカが、リリスとリリスが、フェル先生がリアを歓迎し受け入れる。

　新たに生まれた友情を喜ぶように、互いに抱きしめ合った。

　茜色の夕陽に照らされたグラウンドにいる彼女たちは、間違いなく輝いていた。

「……めでたしめでたし、なのかこれ？」

　経緯を知らなければ、恐らく。




　そんなこんなでゲーム同好会に加わったリアだが、割とあっさり馴染んだ。

　放課後に良く、一乃たちとペンギン子のコラムとかについて盛り上がっている。

　宗そう司じとしては、どんどん捻ねじ曲がった男子高校生像が一乃たちの中に蓄積して行くので勘弁してほしいが楽しそうなので何も言えない。

　体育祭が終わって十日ほどしたある日、宗司が部室に顔を出すとリアだけだった。

「うーす……あれ、珍しいなおまえだけか」

「あら白しろ崎さき宗司。わたくしだけでは不満ですの？」

　テーブルで雑誌を読んでいたリアが冗談めかしてそう言った。

　いつもの金髪縦ロールに、制服は赤いブレザーを着ている。

「別にそんなことは言ってねえよ」

　苦笑して、宗司もテーブルに着く。

　テーブルの上にはリアが読んでいるものの他に数冊の雑誌が置かれていた。

　窓からは九月の心地よい風が吹く、静かな放課後。

　なるほど読書にはうってつけの空間だ。

「それ、おまえの本か？」

「そうですわよ、女性向けのファッション誌ですけど読んでみます？」

「ふむ……ま、折せつ角かくだし」

　丸っきり縁のない世界だが、試しにと宗そう司じは手を伸ばし一番上の雑誌を取る。

　良く見ると雑誌には付箋が貼ってある、他の雑誌にもだ。

　気になって付箋のページを開くと、件くだんのペンギン子のコラムページだった。

「なんだ、ペンギン子か」

「なんだ、とは失礼な言い草ですわね」

　雑誌を読む手を止め、リアは金髪縦ロールを指先で跳ね上げる。

「大人気ですのよ、ペンギン子先生のコラムは」

「知ってるよ、おまえら良く話してるし」

　宗司自身も好奇心をそそられ何本か読んでみた、正直に言うと、リリスの買った単行本を借りてしっかり全部読んだ。

「まあ、確かに面白かったよ。独特のユーモアがあるっていうのか」

「その通りですわ、軽妙な語り口も人気の一つ。伊達に世界一男子高校生に詳しいティーンの星と呼ばれているわけではありませんもの」

「いやー、でもなあ」

　ぽりぽりと額を搔かきながら、宗司は困ったような顔をする。

「多分、このペンギン子、実際に男と付き合ったことないぞ」

「ななななななななななな何を仰おつしやいますのかしら！　このわた、もとい、ペンギン子先生は恋愛経験豊富も豊富、迫り来る彼氏を千切っては投げ千切っては投げ百人近い男性と付き合った伝説的恋愛マスターですわよ！」

「千切って投げたらダメだろ！　いやそもそも、百人近い男と付き合ったってそれ逆に言うと百人近い男と別れたってことじゃねえか。どこが恋愛上手なんだよ」

「うぐっ！」

「つうか、あの本に出てるような男子高校生いねえよ」

「で、でもあなた、ブルマがお好きですわよね！」

「嫌いじゃないが、メイドの方が良いな」

「ぐぬぅ！」

「部分部分では間違えたこと言ってないんだが、そのまま斜め上に吹き飛んでる感じか」

「はぐぅ！」

「……なんでさっきから格闘ゲームのダメージを受けた人みたいな呻うめき声出してんだ？」

「き、気のせいですわ気のせい」

　もう夏も過ぎたというのに、何な故ぜかリアの額には汗が浮かんでいた。

　微妙に震える手で、いつものように金髪縦ロールを跳ね上げる。

「ま、まあ。いくらペンギン子先生と言えども、あなたのような数少ない例外的キャラクターは取りこぼしてしまうこともありますわよ」

「そらまあ、そうだろうな」

「ですわよね！」

　何な故ぜか露ろ骨こつにほっとしたような顔で、リアが何度も何度も頷うなずいた。

　金色のツインドリルと、赤いブレザーに包まれた胸が上下に揺れていた。

「でもまあ、やっぱり付き合ったことはないと思うぞ」

「あくまでその主張を捨てませんのね！」

　ばんっ、とテーブルを叩たたき肩をいからせリアが立ち上がった。

　赤い瞳ひとみはきっと宗そう司じを強く睨にらむ。

「よろしいですわ！　ならば、どうしてペンギン子先生に恋愛経験がないと言いきれるのかを教えてくださいませ！」

「あ、いや、別に確証があるわけじゃないんだが」

　何でリアがこんなにエキサイトしてるのかわからない宗司は困ったように頭を搔かきながらリアの積んでいた雑誌の山を手元に引き寄せる。

　何冊目かの雑誌で目当てのコラムを見つけたのか、軽く読みリアの方へ向けた。

「いやな、女から男へアプローチとか男子高校生の生態とか一方通行なテーマだと凄すごい切れ味鋭いし、言ってることに説得力みたいなものが漂うんだが、このコラムみたいにもう付き合ってる二人へのアドバイスみたいなのだと妙にふわっとしてるんだよ地に足が着いてないって言うかな」

　がくーんと、リアが膝ひざから床に崩れ落ちた。

「うおい！　だ、大丈夫か！」

　慌てて宗司も立ち上がりリアの傍そばで膝をつく。

　膝立ちのリアは顔を伏ふせ、全身がぷるぷると震えていた。

「わ、わたくしの文章の弱点を……」

「え、なんだ、おまえがどうしたって？」

　声が小さすぎて聞こえず宗司は聞き返しながら、リアの肩に触れようとした。

　がばりと、勢い良くリアが顔を上げる。

　涙目になって宗司を睨んでいた。

「屈辱ですわ」

「何だかわからんが、大丈夫みたいだな。立てるか？」

　すっ、と宗司が手を差し出す。リアはぎろりと赤い瞳でその手を睨みつけるも、結局は手を握る。だが、まだ立ち上がろうとはしない。

「あなた、どれだけわたくしのコラムを読み込んでますの！　誰も指摘しませんでしたわよそんなこと！」

「だから面白かったって言っただろ」

「そこまで読み込まれて嬉うれしいような恥ずかしいようなですわね！」

「ところでさ」

「何ですの」

「おまえもしかしてペンギン子？」

　リアが凍り付いた。

「ナニヲオッシャッテイルノカワカリマセンワ」

　カタカタと音がしそうなほど機械めいた動きで視線を逸そらす。

「途中から自爆してたぞ、おまえ」

「……わよ」

「ん？」

「そうですわよ、わたくしがペンギン子ですわ！」

　ぶんっ、と宗そう司じの手を振り払うようにして勢い良く彼女は立ち上がった。

「あなたの考察大当たりですわ！　おかしいですわよね、恋愛経験絶無のわたくしが恋愛ライターやって本なんて出してるんですもの！　ええ、全部妄想と人間観察と統計学のたまものですわ、もてませんわよ、びっくりするぐらいわたくしもてませんわよ！」

　宗司はリアの異様な迫力に押されて何も言えず目を白黒させている。

　リアの方は一人でヒートアップしているのか、いきなり宗司の胸倉を摑つかみあげるとひたすらに恋人のいない愚痴をぶちまけながらがくがくと揺さぶり続けた。

　一緒にリア自身の金髪縦ロールと赤いブレザーに包まれた胸も激しく揺れていた。

　が、宗司にそれを堪たん能のうする余裕はなかった。

「落ち着け落ち着け！　ええと、あれだ、おまえに今まで恋人が出来なかったのはこれから運命の相手的な人に会うからなんだよ！　今まで書いて来た恋愛テクニックはその時にこそ役に立つんだって間違いない！」

「……そういう考え方もありますわね」

　納得したのか、リアは頷うなずき宗司の胸倉から手を離した。

　そのまま酷ひどく近い距離からじっ、と宗司の顔を見詰めている。

「運命の相手的な誰か、ですわね」

「そうそう、これからだってまだ高校生なんだし焦る必要ないって」

　善良な人間になるための努力──日頃からの悩み相談が役に立ったのだろうか。

「そうですわね。焦る必要もありませんわね」

　じっと赤い瞳ひとみで宗司を見詰めたまま、彼女は頷く。

　すっ、とリアは一歩離れると自分の荷物を片付け始めた。

「わたくし、今日は帰りますわ」

「ああ、そうすると良い」

「ところで今度の日曜日は空いてますの？」

「ん？　予定はないぞ」

「でしたら、わたくしに付き合ってくださいまし」

「良いよ、どっか行くのか？」

「ええ、『どこか』に行ってみることにしますわ」

「何だそりゃ、これから行く場所決めるのかよ」

　宗そう司じの疑問を無視して、荷物をまとめたリアは背を向け歩き出した。

　赤いブレザーの肩で、金色の髪が揺れていた。

「宗司」

　部室のドアを潜くぐって彼女は足を止め、振ふり返かえらずに言う。

「わたくしのコラムがより面白いものとなるように、協力してくださいましね」

　返事を待つことなく、リアは後ろ手にドアを閉めた。

　部室に一人取り残された宗司は、リアが最後に残した言葉の意味を考え──

「……ん？」

　何だか妙なことになった気がした。
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　紅葉が一葉、枝を離れて流れて行く。

　風に流されふわりふわりと揺れながら、やがて紅葉は白く濁った水面に落ちた。

「……ああー、良い気分だな」

　周囲を板塀に囲まれた露天風呂、縁の岩肌に背中を預け宗司は呟つぶやいた。

　冷えた体に湯の温かさが染み込んでくるようだ。

　休日を利用して、宗司たちゲーム同好会一行は山中の温泉に足を伸ばしていた。

「でも、こういう時に男が一人だと寂しいもんだな」

　あまり知られていない温泉なのだろうか、今のところは宗司以外には誰もいない。

　一いち乃のたちとは脱衣所で別れたきりだが、女湯でどうしているのだろうか。

　と、思っていたら早速ざわざわと人の声がした。

「おっと誰か来たか」

　漂う白い湯煙の向こうから、数人の人影が姿を見せる。

「あら、早いのね」

「やほーソージ」

「どうも兄さま」

「よー」

「お待たせしました、ですかしら？」

　ゲーム同好会女性陣勢せい揃ぞろいであった。

「なんでやねん！　え、なに、おれ間違えて女湯入ったりしてるの！」

　びっくりした宗そう司じが反射的に背中を向けて肩までずぼっと湯に浸つかる。

「ちがうぜー」

「アハハハ、ソージ案内文よく読んでなかったでしょ」

「そもそもこの温泉は混浴です、」

「ついでに時間性の貸切です」

「義務ではありませんけれど、水着の着用も可ですわ」

「そういうことよ」

　全然知りませんでした。

「……まあ良いや。つまり、おまえらは水着を着てる、んだよな？」

　このままでは振り向くに振り向けないので──湯煙と動揺のせいで、全裸だったか水着だったか宗司には確認できなかった──聞いてみた。

「ふふっ、さてどうかしらね」

「アハハハ、ひょっとしたら裸かもよっ」

「確率は二分の一です」

「これは、しょうぶする、かちがあるぜー」

「勝っても負けてもある意味ラッキーですわね」

　背中越しの女性陣は、実に好き放題言ってくれている。面白がっているのは明白だ。

　だが、宗司とていつまでも学習しない訳ではない。

「ククッ──」

　一いち乃のたちの予想を裏切るように、宗司は不敵に笑った。

「おまえら『ペンギン子の恋愛テクニック講座第二巻・恋は宇宙編』は読んだか？」

「なっ──まさか、あなたも！」

　宗司の言葉に、一乃たちが戦せん慄りつした。

　ついでにリアがぶほっと変な声を出して噴き出した。

「ページ一二六！」

「ッッッッ！　ソージ、まさか」

「そう、『男子高校生を誘惑する百の方法』だ……ペンギン子先生はこれで実際に百人を越える男子高校生をものにしたらしい、いや、あくまで伝聞であり実際に可能であったのかは知らないが当人はそう言い張っているからおれは信じるぞ！」

「うー、うー」

　全然関係ないが、リアがうーうー言いながら頭を抱えてクネクネしている。顔が真っ赤なのは温泉の熱気にあてられでもしたのだろう、多分。

「百の方法その四十四『たまには出し惜しむ！　たとえば混浴、頭の中がえっちぃことでいっぱいの男子高校生は当然裸を期待します。そこであえて水着で登場、男子高校生のことですから当然がっかりするでしょう、そこで一言──それは、ま・た・今・度──耳元で優しく囁ささやいてあげれば彼の期待はうなぎ上り自動的に次のデートの約束も出来ちゃう一石二鳥のテクニックだぞ♪』」

「まさか兄さまがここまでペンギン子先生の本を読み込んでいるとは、」

「既すでに暗あん誦しようできるレベルだとは、リリスすら予想外です」

「うなー、じゅぎょうも、それぐらい、まじめにやればいいのに」

「そうですわよバカ！」

　リリスが感嘆し、フェルが呆あきれて、ついでにリアが涙目で叫んでいた。

　ふっ、と宗そう司じはニヒルに笑いゆっくりと振り向いた。

「おれの勝ちだな」

「ええ、なかなかやるじゃない」

　くすり、と、黒いビキニを着用している一いち乃のは笑った。

　夏休みの赤いワンピースとは違った、大人びてシンプルな黒いビキニである。

　すらりと伸びたしなやかな手足、彫像めいて均整の取れた肉体、白い肌は水着の黒さとのコントラストで良く映えた。

　無論、彼女だけでなく他の面々もきちんと水着を着ている。

「やるじゃんソージ、キリカさん惚ほれ直したよっ」

「ふっ、世界一恋愛テクニックを熟知した男と呼んでくれ」

　ぱちぱちぱち、と明るい笑顔を浮かべてキリカが宗司に拍手を贈る。

　キリカの水着はちょっと珍しく、チャイナドレス風だ。鮮やかな蘇す芳おう色いろと首の半ばまである高い襟が特徴的だ。

　タンクトップビキニに近く露出度は低いが、相変わらずたゆゆんとした爆発的サイズの胸を蘇芳色の水着が完全に包み込むことで逆に強調する結果となっている。

「ああ、調子に乗ってる兄さまカワイイです」

「ありがとうマイシスター」

「リリス、そんな兄さまをべっこんべっこんに凹へこませていじめたいです」

「それは嬉うれしくないなマイシスター！」

　リリスとリリスはお揃そろいの、実に可愛かわいらしいフリルつきのビキニを着用していた。少々子どもっぽいかもしれないがレインボーカラーのビキニは幼さの残るリリスにマッチしてとてもよく似合っている。

　健康的な可愛かわいらしさ、無邪気さがとても良い。

　今は小悪魔のようにうっとりとした眼まな差ざしで兄を見詰めているけれど。

「わーい、おっきいおふろだー」

「ああもうフェル先生、お風呂に飛び込まないでくださいまし！」

　赤い瞳ひとみをキラキラと輝かせたフェル先生はしましま模様のフルボディと呼ばれる、言い方は悪いが囚しゆう人じん服のような水着をチョイスしていた。

　本来なら競泳とかそのような場合に使う水着のはずだが、何な故ぜフェル先生が選んだのかは不明だ。体にぴったりとはりついてラインを浮き立たせる──フェル先生の小柄な体格に全く見合わないばいんばいんな胸部が強調されて凄すごいことになっている。

　あるいは、それが狙ねらいであったのかもしれない。

「いえーい」

　結局、リアの静止も虚むなしくフェル先生はどぼんっと温泉に飛び込んだ。

　派手な飛沫しぶきが上がって、白濁色の水面に波が浮かぶ。

「ちょーきもちいー」

「……フェル先生、水、平気なんですね？」












　赤毛の上のネコミミ（宗そう司じにしか見えないらしい）をぴっこぴっこ揺らしながら白濁色のお湯を犬搔かきならぬ猫搔きで泳いでいる。

「まったくもう仕方のない先生ですわね」

　リアが額に手を当てて溜ため息いきを吐ついた。

　彼女の水着は乙女チックなデザインのフリルスカート付きワンピースだ。胸元と腰の後ろに大き目のリボンがついて、少しアイドルっぽくもある。

　金色の髪をした華やかな彼女が着ると、本当にアイドルのようにすら見える。

「おまえも大変だな」

「そう思うならフェル先生をどうにかしてくださいまし、あの人フリーダム過ぎますわ」

「……諦あきらめろ」

「……わたくし、いつのまにかクラスでフェル先生係にされていましたわ」

「…………大変だな」

「お疲れさま」

「アハハハ、がんばれリア！」

「押し付けた側が他人事みたいに言わないでくださいまし！」

「押し付けた側だからこそ、他人事なのではないでしょうか」

　もっともな話だが、酷ひどい話でもある。

　苦労してるんだな、と宗司のリアを見る眼まな差ざしが少し優しくなった。

「まー、こまかいことはー、きにするなーよー」

　元凶は相変わらず気持ち良さそうに猫搔きしている。

「そういう問題じゃないだろ」

「いえどうかしら、貸切なのだしこれぐらいフリーダムでも許されるかもしれないわ」

　意外なことを一いち乃のが言い出した。ひどく真面目まじめな顔をしていて、赤い瞳ひとみはじっとフェル先生を見詰めている。

「そうだね、キリカさんもちょっと飛び込みたくなる気持ちがわかる」

「……実はリリスもです、」

「それに大きなお風呂はどうしてあんなにも泳ぎたくなるのでしょう」

「気持ちだけなら、わたくしもわかりますけれど……」

　気がつけば、一乃たちは揃そろってフェル先生の動きを目で追いかけていた。

　宗司にはその姿が、うずうずしているように見えた。

「おい、おまえら子どもじゃないんだから」

　宗司の発言に被かぶせるように、フェル先生が。

「うるせー、ひとりでまじめぶってるんじゃねー」

　がばぁ、と文字通りの意味で宗司に覆おおい被さって来た。

　宗そう司じは温泉に浸つかっている状態、必然的に、直立したフェル先生のばいいんと申し分のない胸部が顔の高さ！

　ボーダーの囚しゆう人じん服みたいな水着であることはこの際忘れよう！

「もががが、な、や、こ、先生、何を！」

　フェル先生の胸に顔をうずめた形になっている宗司がもがく、だが、フェル先生の両腕と胸部にがっちりホールドされて逃げられない。

「いやーん、あはーん、ばかーん」

　物もの凄すごい棒読みで言うフェル先生。

　赤毛の上のネコミミはご機嫌に屹きつ立りつしぴっこぴっこ揺れている。

「──ッ！　あれは、ペンギン子先生の『男子高校生を誘惑する百の方法』その一『とりあえずおっぱいを当ててみよう』ね！」

「ああ、最初だからとりあえずインパクトを重視してみた部分ですわね」

「流石さすがはマチャ、マサチューセッツ工科大学を卒業したフェル先生、侮あなどれない人だよっ」

「今、嚙かみませんでしたか？」

「おーい、いまのうちだよー」

　フェル先生は宗司を抱え込んだまま、一いち乃のたちに言った。

　一乃たちは顔を見合わせた。

「せーの！」

　どっぼぉぉおおおんと、先程の倍以上に大きな飛沫しぶきが上がる。

「うわっ、な、何だ！」

　やっとこさフェル先生を引き離すことに成功した宗司が驚き周囲を確認する。

　思い切り飛び込んで、満足気な顔をしている一乃たちがいた。

「……やれやれ、やっと静かに温泉に浸かれそうだな」

　何となく宗司は安心するが。

「それはどうかしら」

　一乃たちは宗司を囲むような位置におり、おもむろに宗司の周囲をぐるぐる回りだす。

「な、何だよ。温泉に飛び込んで満足じゃないのかよ」

　一乃たちは何も言わない、表情を消した真顔で宗司をじっと見詰める。

「お、おい、何か言えよ」

　何も言わず、ひたすらに見詰めたままぐるぐるぐるぐる宗司の周囲を回り続ける。

　徐々に徐々に円を縮め、宗司のすぐ傍そばまで来たかと思ったら今度は遠ざかる。

　はっきり言って怖い。普通に怖い。かなり怖い。

　生いけ贄にえの儀式みたいだ。

「ええと、その、よくわからないけどごめんなさい」

　ぴたっ、いきなり一いち乃のたちが動きを止めた。

　相変わらずの真顔、腕を伸ばせば触れる距離で瞬まばたきもせずに宗そう司じをじっと周囲から見詰め続ける。

　たまたま正面に居たキリカが、不意に口を開いた。

「ねえソージ、さっきフェル先生に抱きしめられたよね」

「まあ、そうなる……のかな」

　発言の意図を理解しないまま、宗司は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「気持ちよかった？」

「ぶっ！」

　フェル先生の胸に埋もれた感触を思い出して宗司は思わず顔を赤くする。

　赤くなった顔を掌てのひらで覆おおい隠してぶんぶんと首を振りながら宗司は懸命に誤ご魔ま化かした。

「いいいいいや、別にちょっと、記憶にないなあ」

「そうでしたか、覚えていないのでしたら仕方ありませんね」

「そうだよな！　覚えてないなら仕方ないって！」

「で、本当はどうでしたの？」

「超柔らかかったっすっ！　もう蕩とろけるマシュマロって感じ──しまった！」

　愕がく然ぜんと、宗司は叫ぶ。

「なんという巧みな誘導尋問」

「物もの凄すごく古典的な方法でしょうに」

「そ、そうだフェル先生、フェル先生もこいつらに何か言ってやってください！」

「うなー？」

　不思議そうに首を傾かしげた。

　フェル先生は当たり前のような顔をして、宗司を囲む面子めんつの中に混ざっていました。

「この教師本当に頼りになんねえ！」

「何を言うのよ、フェル先生ほど頼りになる教師はいないわ！」

　意外にも一乃が叫び、宗司は目を白黒させて驚いた。

「マジかよ、ど、どこが？」

「そう、あれはそもそもキリカさんたちが温泉に来ることになった理由」

「先週の日曜日、リリスたちがフェル先生も含めてショッピングに行った時のことです」

「すいません、ボクは初耳です」

「女同士の買い物ですのよ？　具体的には下着のお店とか」

「すいません、お気遣いありがとうございます」

　ぺこり、と宗司は素直に頭を下げた。そんな買い物に誘われた方が困る。

　それにしても、一乃たちは仲が良い。

「その買い物の最中、私たちは夏が終わってワゴンセールで大安売りされている水着を見つけたの──気がついたら、私たちの手には新しい水着が」

「ああ……それで、夏の時とはおまえら水着が違うのか」

「目ざといですね兄さま」

「アハハハ、わたしたちがどんな水着だったかちゃんと覚えてるんだっ」

「うなーなっなっなー、しかたねーなー、だんしこうこうせいってやつはよう」

「新しい発見ですわね！」

　ここぞとばかりに、彼女たちは指で宗そう司じをつんつんっと突いて来る。

　少しばかり口元に意地悪な、そのくせちょっと嬉うれしそうな表情だ。

「ごほんごほん！　で、水着がどうしたんだ！」

　全方位からの指では避けようもなく、宗司は突かれながら無む理り矢や理りに話題を戻した。

「買ったからには使いたいじゃない、だから温泉」

「そんな理由だったのかこの温泉行き！　てっきり秋らしく紅葉狩りを楽しむとかそんなんだと思ってたのに！」

「で、旅費の七割はフェル先生が合宿の名目で調達して来てくれたわ」

「先生めっちゃ頼りになってたー！」

「うなー、もっとほめていいぞ」

「フェル先生カッコいい！」

　たゆゆんと、フェル先生が胸を張り嬉しそうにネコミミをぴっこぴっこと揺らす。宗司は惜しみのない拍手を先生に贈る。

　何となく一いち乃のたちも一緒になってフェル先生に拍手を贈った。

「まあ、それはそれとしてっ」

　拍手が終わり、キリカが荷物を左から右へ移すような仕草をする。

「フェル先生に抱きしめられてデレデレしていたソージがムカつくのでお仕置きしようと思いますっ、賛成の人は実行をもってその意を表明してください」

　キリカの宣言により、また一乃たちが真顔になった。

　沈黙、両手を肩の高さまで持ち上げわきわきと指を動かす一乃たち。

　風が吹き、白濁色の温泉から立ち昇る湯気を揺らす。

　瞬間、宗司はこの場から一時撤退を決め立ち上がった。

　無論それを簡単に見逃す一乃たちではない、彼女たちも同じく立ち上がる。

「──しまった！」

　否いや、むしろ行動を起こしたのは一乃たちの方が早かった。宗司が中腰の状態になった時には既すでに完全に立ち上がっていた。

　にもかかわらず、何な故ぜか、一乃たちは動かなかった。

「……ん？」

　宗そう司じが疑問に思うのも当然だろう、遅れながらに彼は立ち上がりぐるりと周囲を囲む彼女たちを、やはりぐるりと回転しながら眺めた。

　一いち乃のたちの目が泳いでいた、こう、ゆっくりと下ーへ行きーの、びょんと跳ねるように上へ戻りーの奇妙な動きだ。

　おまけに、彼女たちは揃そろって顔を真っ赤にしている。

　何事だ？

　その時、紅葉が一葉、ひらりと落ちた。

「あ、そ、そそそそうだわ、私ちょっとのぼせたから先に上がるわね！」

「そそそそれがいいねっ！　キリカさんはえっと、忘れ物があるから上がるよっ！」

「リリリリリリスは、そうですあれです、」

「急な用事を思い出したのであがります！」

「う、うなー、ええと、とにかく、あがる！」

「わわたわわたくしもその、一身上の都合で失礼しますわ！」

　バネで弾はじかれたように一乃たちは慌あわただしく温泉を出て脱衣所の方へと小走りに向かった。あまりに急な展開にその背中に声をかけることすら忘れて見送り。

　水面に落ちた一葉の紅葉は、彼女たちの起こした波に吞のまれて沈んで行った。

「……ああああああああああ！」

　宗司は気付いた──そういえば全裸だった。

　思い切り立ち上がった、ぐるっと回りながら一乃たちを見た。

　間違いない、訴えられたら負ける。

「よし、土下座して許してもらおう！」

　全力でプライドを投げ捨てる準備をした宗司の耳にふと、足音が聞こえた。

　ぺたぺたという小さな足音だ。

「……誰だ？」

　見知らぬ少女がこちらへとやって来ていた。

　奇妙な、凡およそ奇妙な少女であった。フードを目ま深ぶかに被かぶったレインコート姿。

　年の頃は恐らくリリスより更に下であろう、フードから覗のぞく髪は銀色で、赤い瞳ひとみは歳に似合わぬ落ち着きを放っている。

　時間性の貸切だ他の客ということはない、何かの間違いだったとしても一乃たちとすれ違っているはずだ。

　男湯側からやって来た？　可能性としてはなくもない。

　だがそれよりも。

「幽霊？」

「似たようなものだと、テスは思います」

「っ！」

　返事をされると思わなかったのか、宗そう司じは露ろ骨こつに警戒し身構えている。

　だがその幽霊？　の少女──テスは宗司の横を通り過ぎてそっと温泉に浸つかった。

　レインコートのまま。

「……なるほど、幽霊と似たようなものかもしれないが、幽霊じゃないみたいだな」

　警戒したまま、宗司は思い出したように近くに置かれていた桶おけで股間を隠した。

　少なくともレインコートの少女は実態を持っている、彼女が温泉に入った時に水面に波紋が起きたからだ。

「半分終わりました」

　白濁色の温泉に浸かり、少女はレインコートの袖口から亀の玩具を取り出した。

　手でぱちゃぱちゃと波を起こし、ぷかぷかと浮かんでいる亀を泳がせて遊んでいる。

「残り半分です、そこで」

　亀を泳がせる手を止め、ぺちぺちぺちと少女は気のない拍手をした。

「テスさんのネタバレコーナー」

　目線だけで拍手を求められ、宗司もぱちぱちぱちと戸惑いながら拍手をする。

「実は、ここは夢の中です」

「……は？」

　物もの凄すごく淡々と、そしてあっさりとテスは言った。

「夢の中です」

「繰り返されても困るんだが、ええと、つまり、おれの夢の中？」

　ふるふるとテスは首を振った。

　フードから零こぼれた銀色の髪がしゃらりと少し揺れた。

「『彼女たち』の望んだ夢の中」

「誰だよ彼女たちってのは」

「答えを知っているくせに、問うのはずるいとテスは思う」

「…………」

　あくまで淡々とテスは言い、宗司は沈黙した。

　そしてどこからともなく太鼓の音が響き渡る。

　単調な、眠りに誘うような、太鼓の音が染み渡る。

「明けない夜もある、覚めない夢もある、終わらない世界もある」

　太鼓の音が、音が、音が、音が──

「『彼女たち』の願った、幸せな夢」

　音が音が音が音が音が音が音が太鼓の音がする。

　ハッ、と気がついたときテスの姿はなく太鼓の音も消えていた。

　だがここにテスというレインコート姿の少女が居た証あかしであるように亀の玩具が白濁した温泉の上でぷかぷか浮かんでいた。




　この奇妙な体験は宗そう司じの中に深く刻み込まれ、それからしばらくは妙に黙り込むことが多く一いち乃のたちを不思議がらせたが、半月もする頃には慣れていつもの白しろ崎さき宗司に戻った。

　テスの存在は心の片隅に追いやられ思い出されることはなくなったが。

　決して忘れ去ってしまったわけでもなく──






追憶　八　十一月、兄さま、真剣な顔で洗濯カゴを睨みつけてなにがしたいのですか？






　ある休日の、白崎家のことである。

「今日は勤労感謝の日なので、お兄ちゃんリリスとリリスに感謝したいと思います」

「なるほどわかりました、」

「それで珍しく兄さまは早起きして朝食の用意をしてくれたのです」

　朝食を終えたテーブルで、宗司と双子の妹リリスとリリスはそんな会話をしていた。

「大正解です、ということでリリスたちはお兄ちゃんにして欲しいことはありますか？」

「──それは、」

「どんなお願いでも良いのですか？」

　にたり、と、リリスたちはひどく邪じや悪あくに微笑ほほえんだ。

　鏡に合わせたような幼い顔立ち、小さなポニーテイル、清潔なお揃そろいの白いワンピース、中等部一年生であることを考えても幼い体。

　それら全すべてに似合わない、歪ゆがんだ笑顔。

　リリスたちのお遊びだと理解していても宗司の背筋にぞくりと冷たいものが流れる。

「こ、公序良俗に反しない程度なら」

　若じやつ干かんびびりながら言うと、リリスとリリスはこれまたわざとらしく何もわかっていない風に──無邪気を装よそおって小首を傾かしげた。

「公序良俗に反しない程度ですか、」

「んー、リリスまだ子どもなのでよくわからないのですけど」

　少しもじもじと、はにかんでリリスは言った。

「兄さまにえっちぃことをしたいな、というのはセーフですよね」

「アウトに決まってんだろうが！　可愛かわいい顔をして何を言ってんだ！」

「兄さまにえっちぃことをされたいな、というのはセーフですよね」

「だからアウトに決まってんだろうが！　可愛い顔をして何を言ってんだリターンズ！」

「えー」

　声を揃そろえて不満気な声を漏らし、リリスたちは鏡に合わせたように同じ動きで人差し指を顎あごにあて何事かを考え始める。

「兄さまに激しくえっちぃことをしたいな、というのは──」

「要求を過激化させてどうする！」

「わかりました妥協しましょう、」

「リリスがメイド服を着て兄さまとえっちぃことをするというのは」

「方向性を変えろとお兄ちゃんは要求しているのです！　でもメイド服は良いと思うよ、とても良いと思う」

「もう、兄さまは我わが侭ままですね。メイド服は後で着てあげます」

　聞き分けのない子どもに対してするように、リリスが肩をすくめる。

「では仕方ありません、」

「もっと妥協して、リリスとお家デートしてください」

　耳慣れない単語に今度は宗そう司じが首を傾げた。

「そのお家デートってのはなにするんだ？」

「兄さまと一緒に、」

「お家の色んなところをお掃除したり、お洗濯したりです」

　要するに家事の手伝いか。

　リリスの普段の苦労を知るという意味では、実に勤労感謝の日に相応ふさわしい提案だ。

「なるほど、良いじゃないか！」

　宗司は張り切り思わず立ち上がってシャツの袖をまくる動きをする。実際は半袖なので腕まくりは出来ない。因ちなみに下は柔らかめのスラックスである。丁度良いことに汚れても問題のない格好だった。

「早速始める……あー、リリスは着替えるか？」

　折せつ角かくの白いワンピースが汚れてしまっては申し訳ない。

「いえ、エプロンをつけますので、」

「このままでも大丈夫です」

　続いて静かにリリスたちも立ち上がる。

「よっしゃ、頑張るぞ！」

　おーっ、とばかりに宗そう司じは拳こぶしを突き上げ、リリスも同じようにした。

　張り切りモードの宗司は気付かなかった。

「にやり」

　リリスとリリスが、愉快そうに微笑ほほえんでいたことを。




　リビングとキッチン、そして滅多に帰ってこない両親の寝室を簡単にすまして二人は二階に上がった。

「んじゃ、おれは自分の部屋を掃除するな」

「はい、兄さま、」

「埃ほこりは部屋の隅に溜まりますからそこをしっかりと掃除してください」

「おう、その前に家具のはたきがけして布ふ巾きんで磨くんだよな」

「その通りです兄さま」

　ということで宗司とリリスは一度それぞれの部屋に引っ込んだ。

　リリスは自室の掃除をこまめにやっているが、宗司は精々半月に一回程度だ。たまにリリスがこっそり掃除しているとは言え、それでもちらほらと埃が目に付く。

　宗司はまず部屋の窓を開けた。

　十一月の冷たい風が部屋の中に吹き込み思わず身震いしたが、やはり掃除は換気が大切だ。部屋のドアも開けたまま学校鞄かばんをツッカエ棒の代わりにして固定する。

　次に家具にはたきをかけ。

「あ、折角だし布団干しとくか」

　押入れを空けて敷布団を窓まど枠わくに引っ掛けた。

　さてさて次は、というところでふと宗司は押入れ下段の奥、もう使わなくなった古い教科書を収めているダンボール箱に目線を向ける。

　中には古い教科書だけではなく、男子高校生必ひつ携けいのやたらと肌色が多い雑誌やマンガも混ざっているわけだが……

「……何度隠し場所を変えてもバレるから開き直って元に戻したが」

　まさかまた中身が増えたりしてないだろうなと気になり、宗司は恐る恐る段ボール箱を引っ張り出して蓋ふたを開けた。

　ごくりと唾つばを飲み込む。

　一番上の数冊はカモフラージュでもある古い教科書、その下には──

「ぐぼっ！」

　思わず変な声が出た。知らぬ間に増殖はしていなかったが。

「何一つ見覚えがねえ、まさか中身を総入れ替えしたのか！」

　びっくりして次々に男子高校生必ひつ携けい書を取り出して行く。

　案の定総入れ替えされていた。しかもかなり偏かたよった傾向に。

　具体的には『妹モノ』と呼ばれるジャンルばかりだった。

「何つうことを」

　何気なく一冊手に取る。マンガである、表紙にはメイド服をはだけた丁度リリスぐらいに見える少女のイラストが描いてある。

　タイトルは『ボクと妹のいけないメイド研究会活動日誌』。

「……」

　きょろきょろ、と誰も居ないのがわかっていて周囲を見回す。

　隣室からは低い掃除機の音が聞こえる、大丈夫だ誰も居ない。

　こそーっと、宗そう司じはページを開いた。

「わあ、可愛かわいい猫さんの写真がいっぱいだーって、中身違うじゃねえか！」

　反射的に床に叩たたき付けそうになって思い止まる、猫の写真集に罪はない。

　だがそれよりも気になるのは。

「まさか、これ全部フェイクか！」

　片端からページを開いて確認する、猫写真集、犬写真集、毒草図鑑、料理の本、その他諸もろ々もろ表紙と中身が一致する本は一切なかった。

「なんてこった、おれはこれからどうすれば良いんだ」

　頭を抱えて宗司は呟つぶやく。

「にやり」

　背後で聞こえる愉悦の声に、ばばっと勢い良く宗司は振ふり返かえった。

　エプロン姿で頭に三さん角かく巾きんをつけたリリスとリリスが開いたドアから体を半分だけ覗のぞかせてこちらを見ていた。

　幼い顔には、にやにやとした楽しげな笑みが浮かんでいる。

「リリス、正直に答えてくれ」

　真剣極まりない声で、宗司は問う。

「あの段ボール箱に入ってた本、どうした？」

　エプロン姿に三角巾のリリスたちがドアの影から出る。リリスの全身が見える。白い三角巾、そしてエプロン。エプロンには極太明朝体で『兄妹愛』と書かれていた。

　確かに、リリスは色んな意味で兄妹愛に溢れた妹ではあるが。

「まさか……」

　兄をいじめるのが楽しくて仕方ない、そんな良い笑顔のままリリスは言った。

「リリスは思うのです、あんな本は兄さまに必要ないと、」

「だって兄さまにはリリスがいるじゃないですか」

　宗そう司じの顔に絶望が浮かぶ。

　窓から吹く十一月の風は、彼の胸中を示すように冷たく。

　リリスたちがエプロンと白いワンピースの裾すそを風にふわりと揺らし宗司の傍そばまで行く。

　弱々しく、叱しかられた犬のような顔で宗司が呻うめいた。

「何も、捨てなくても良いじゃないか」

「兄さま早とちりはしないで下さい、」

「別に捨ててはいませんよ」

「マジで！」

「はい、押入れにしまいっ放しはあれなので、」

「虫干しをしていただけです」

「なんだそう……虫干ししてんの！」

「はい、リリスの部屋と、」

「森もり塚つか一いち乃のの部屋と沢さわ村むらキリカの部屋と、ああフェル先生とリアの部屋でも」

「おれの本がおれの周囲の女の部屋に出回っているというのか！　っていうかリリスさんそれ捨てられるより辛いもんがあるんですけど！」

「兄さまの趣味とか、最近はまっているジャンルがバレバレですね」

「うわあああああああああ！」

　がりがりと頭を搔かき毟むしりながら、宗司は天を仰いで絶叫した。

「ああ、兄さまの悲鳴、」

「なんて素敵なんでしょう」

「リリスは胸がきゅんきゅんしちゃいます」

　兄の絶望的な悲鳴を聞きながら、リリスはうっとりとした快楽に頰ほおを染め、ぞくぞくと痺しびれるような甘美に背筋を震わせる。

「おいちょっと変な世界に目覚めてないかマイシスター！」

「さ、兄さまそろそろ掃除機をかけましょう、」

「早くしないと他にもまだまだ家事は残ってますから」

「え、あ、はい？」

　何事もなかったかのように掃除を再開するリリスに釣られて宗司は頷うなずいた。

　色々と釈然としないものはあったが、その後、散らかしたダンボールの中身を収め掃除機をかけて家の掃除は完了した。




「兄さま、次は洗濯物干しをお願いできますか？」

「はいよー」

　三角巾に『兄妹愛』エプロンを装着のリリスが、普段どおりの淡々とした声で言う。

　宗そう司じは内心ほっとしながら衣類が山盛りになった洗濯カゴを受け取った。

「ええと確か、一旦広げてしわが残らないように干すんだったな」

　家の裏手にある物干し台まで行き事前に聞いていたアドバイス通りに、パンパンと洗濯物を引っ張って伸ばすようにして洗濯物を干して行く。

　風のせいで少し肌寒い、手早く済ませようと宗司は急ぐ。

　洗濯カゴを上から崩すように順番に干して行き、ふと手に取ったのが自分のトランクスであった──瞬間、宗司の脳裏に電流が走る！

「まさか、リリスの下着とか入ってねえよなこれ……」

　ありえる、あの隙すきあらば兄をいじめて楽しむ素敵な妹のことだ。

　いやしかし、仮にもリリスたちは年頃の女の子だそこまでは。

　だが、宗司の部屋にあった男子高校生必ひつ携けい書のことを考えればやりかねない。

　どっちだ！

　宗司は半分ほど残った洗濯カゴを警戒心のこもった眼まな差ざしで見下ろしていた。

「兄さま、真剣な顔で洗濯カゴを睨にらみつけてなにがしたいのですか？」

　別の小さな洗濯カゴを持ったリリスが、可哀かわい相そうな人を見る眼差しで宗司を見ていた。

「うわっ、あ、いや、何でもないちょっと考え事を……それは？」

「……リリスの下着に、決まっているじゃありませんか」

　洗濯カゴを宗司の視線から隠すように、リリスは少し身を捩よじった。

「そうかそうか、リリスの下着かそりゃそうだよな。そうだよな」

「おかしな兄さまですね」

　宗司は不自然なぐらいに何度も頷うなずき誤ご魔ま化かすように洗濯物干しを再開する。

　くすりとリリスは小さく笑い、宗司の隣に並んで自分の洗濯物を干し始めた。

「あれ？」

　ふと気付いて宗司は横を向いた。

「なあリリス、この状況だとカゴを分けた意味がなくないか？」

　すぐ隣で干されたら、嫌でも洗濯物は目に入る。

　そう言おうとしたら丁度、リリスが洗濯物を一つ干したところだった。

　宗司は思わず目を見開く。

　黒い、透けてる、紐ひも、蝶ちよう？　っていうかこれ実用性どこにあんの？

　以上が、瞬間的に抱いた感想である。

　顔を真っ赤にした宗そう司じが慌てて視線を逸そらす、驚きすぎて手に持っていた洗濯物を落とした慌てて拾い上げる。

「あ、あの、リリスさん」

「なんでしょうか兄さま」

　妙に落ち着かない様子でそわそわと体を揺らしつつ、勇気を出して兄は言った。

「その、ですね、あくまで偶然その偶然に見えてしまいまして決して故意ではないのでそこを誤解されないように願いたいのですがつまりですね」

　勇気が足りなかった。何を言ってるのかもよくわからず、寒いのに汗が出る。

「えー、つまりあのーえー、さきほど干されていた下着のデザインが少々前衛的過ぎるのではないかと兄は思わなくもないわけでして、えー」

　もうダメだ。だらだら流れる汗が止まらない。

「気にしなくても大丈夫ですよ兄さま」

　くすくすと、からかうような声がした。

「あれは兄さまがどんな反応してくれるかなと思って用意しただけですから。実際に使ったことはないんです」

「なーんだそうか、お兄ちゃん安心したよ」

「兄さまが望むなら、実際に着用してみても良いですけど」

「それは遠えん慮りよしたいなあ、ハハハハ──って、地味に理由が悪あく辣らつじゃないか！」

　ほっとしたのも束の間、妹の更なる罠わなだったと知り宗司は抗議の声を上げる。

　うっかりリリスの方を向いた。

「えいっ」

　妹は先程の下着が丁度、宗司の目の前に来るよう持ち上げて待ち構えていた。

「……」

　再び赤くなった顔を掌てのひらで覆おおい隠し、宗司は視線の方向を戻す。

　妹の罠は二段式であった。

「もうやだこの妹……」

「ふふっ、そんなことを言っても兄さまがリリスを大好きなのは知ってるんですから」

　嬉うれしげに、リリスは指先で落ち込む兄の脇腹をつんつん突く。

「ところで兄さま。ここにいるのはリリスだけ、もう一人のリリスはどこで何をしていると思いますか？」

　声に無邪気な響きがあった、顔に邪じや悪あくな笑みがあった。

「まさか」

　ばっ、と宗司は振り向く、誰もいない。

　まだだそのまま周辺をチェック、いた、わざわざ靴に履き替えて外からビデオカメラを構えるもう一人のリリスが！

「どうでしたかリリス、撮影の方は」

「はいリリス、完璧です。あたふたする兄さまの姿は完璧に録画しました」

「良かったです。これでまたリリスたちの兄さまコレクションが増えますね」

「ええ、妹が大人びた下着を持っていることにあたふたする兄さまも可愛かわいかったです」

　くすくすくすと、悪戯いたずらを成功させた妹たちが笑っている。

　宗そう司じはわなわなと震えている。

「あー、もう知らん！　もうおれは知らんぞ！　お兄ちゃんリリスのことなんて知らないからな！」

　さすがに、妹に甘いことでは定評のある宗司も怒ったか。

「ああ、妹相手にやり込められて怒ってる兄さまも可愛いです」

「ああ、兄さまに怒られるのも素敵です。リリスきゅんきゅんしちゃいます」

　生あい憎にくと、妹たちは無敵であった。

「もしも、本気で怒った兄さまがリリスたちにお仕置きをしてくれたら、」

「リリス想像しただけで幸せになれちゃいます」

　強がりでも何でもなく、本当に嬉うれしそうにぽっと頰ほおを染め、いやんいやんと体をくねらせ喜びに打ち震えている。

「……大丈夫なのか、この妹たちは」

　明らかに、大丈夫ではなかった。

　もし将来的に宗司に恋人とかが出来たら、果たしてリリスはどうするのだろうか。

　今から不安でしょうがない。

　宗司は助けを求めるよう天を仰いだが、そこにはただひたすらに高い秋の空が広がっているだけだった。




　さて、人間というのは基本的に喉のど元もとを過ぎれば熱さを忘れるものである。

　忘れないためには臥が薪しん嘗しよう胆たんする努力が必要だ。

　無論、宗司は努力なんてするわけがなく、夕食の頃には妹にだだ甘いダメなお兄ちゃんとお兄ちゃんが大好きすぎる妹にすっかり元通り。

「兄さまー、夕食が出来ましたよ、」

「今夜は特別なご馳ち走そうですよ」

「おう、すぐ行くぜ！」

　勤労感謝の日であるし夕食も宗司が作ろうとしたが、そこはリリスが譲らなかった。

　別にリリスからやりたいことを奪うのが目的でもなし、宗司は素直に役目を譲り完成の声を聞いていそいそと自室から下りて行く。

　良い具合の空腹を覚えていた宗そう司じは、やや急ぎ気味にリビングのドアを開けた。

　天使が居た。

「おまちしておりましたご主人さま、」

「本日はリリスたちの特製ディナーをお召し上がりください」

　メイド服の天使である。

　ホワイトブリム、純白のエプロン、ロングスカート。

　宗司が個人的に非常に好みである正統派のメイドであった。余談ではあるが彼の所持していた男子高校生必ひつ携けい書にもそのようなメイドさんが登場しているものが多数あった。

　おまけにリリスの特製ディナー、宗司の胸は否いや応おうなく高鳴りだした。

「さ、兄さま、こちらへどうぞ、」

「すぐに料理を運んで来ますから」

「はーい」

　リリスとリリスが左右から宗司の腕に抱き付くようにして、席へと促す。

　腕に感じる仄ほのかな膨らみ、石せつ鹼けんの清潔な香りが正統派のメイド服には良く似合う。

　宗司の顔が一瞬だらしなく緩むのも無理はない。

　座りなれた食卓が、何か特別なようにすら思える。

　リリスたちは宗司を座らせると隣接するキッチンから次々に料理を運んで来た。












　本日のメニューは、大きな耐熱皿で作ったラザニアにサラダ、にんにくの香りが食欲をそそるブロッコリーの炒め物と付け合せのピクルス、バケットとそれにつけるクリームチーズのディップである。

「おお、本当にご馳ち走そうだな」

　決して高価ではないが華やかな食卓に、それを作ってくれたのは愛する妹──しかもメイド服を着用している妹メイドとでも呼ぶべきハイブリッド。

「リリスたちも、失礼しますね」

　料理を運び終え、最後にアイスティーを淹いれたグラスを置いたリリスたちは椅い子すを移動させて宗そう司じを左右から挟み込むように座る。

「両手に花だな」

「もう兄さまってば」

　冗談めかして宗司が言い、リリスが少し笑う。

「じゃあ、早速いただきます」

「はい、いただきます」

「いただきます」

　行儀良く手を合わせて言い、宗司は早速ラザニアに手を伸ばそうとした。

　片方のリリスがその手をそっと押し止め、もう片方のリリスがラザニアを大きなスプーンで一口分取った。

　とろーりと糸を引くチーズ、まだほふほふと湯気を立てているホワイトソースにミートソース。トマトとクリームの香り。

「兄さま、はい、あーん」

　メイド服のリリスがスプーンを宗司の口元に運ぶ。

「えー、いや、そんな自分で食べれるよリリス」

「ダメです。リリスが兄さまに食べさせてあげたいんですから」

「でもなあ」

「勤労感謝の日ですから、頑張ったリリスへのご褒ほう美びなんです」

「そこまで言われたら仕方ないかあ！　あーん」

「ふふっ、兄さま可愛かわいい、あーん」

　物もの凄すごい茶番である。

　第三者が傍そばにいたらブラック珈琲をがぶ飲みしたくなること間違いなしの甘ったるさを放ちながらいっちゃいちゃする兄妹。

　妹に食べさせて貰もらったラザニアを兄は幸せいっぱいという顔でもぐもぐする。

　味も文句なし、チーズのとろけ加減も最高だ！

「……うっ」

　ほんの少しだけ、宗そう司じは途中で顔を歪ゆがめた。

「どうですか兄さま、ホワイトソースにはほうれん草を、ミートソースには焼いたナスを混ぜているんです」

「う、うん……美お味いしいよ」

　因ちなみに、宗司はナスが苦手である。あのどろっとした食感が合わないのだそうだ。

「良かった。リリス嬉うれしいです」

　だがしかし、道端に咲くたんぽぽのように素朴な笑顔を浮かべる妹にナスは苦手なので食べたくないと言えようか、いや、言えない。

　たとえ妹は宗司の好き嫌いを把握した上でナスを混ぜていると確信していてもだ。

「兄さま、次はこちらの炒め物をどうぞ」

　今度は逆のリリスがブロッコリーの炒め物を一口分、宗司の口元へ運ぶ。

　宗司にも警戒心はある、というか間違いなく何か仕込んでいる。

「はい、あーん」

　雛ひな菊ぎくのような可か憐れんな微笑ほほえみを浮かべた妹（しかもメイド）が差し出してくれたものならば毒でも食べるが兄の心意気！

「あーん！」

　宗司は喜んで食べたブロッコリーの青臭さがにんにくで上う手まく中和され、あのにんにく特有の香ばしさが口の中にいっぱいに広がるこれは美う味まい！　苦い！

「ぐおっ、こ、この感触と味は……ゴーヤ？」

「はい、ゴーヤはとても健康に良いので是非兄さまに食べてもらいたいと思いました」

　兄を気遣う心優しい妹が言った。因みに、宗司はゴーヤも苦手である、苦いし。

「わ、わあ、そこまで考えて貰もらえて嬉しいなあ」

　さっ、と宗司は食卓の上を見回した。

　ピクルス──きゅうりかと思ったが、良く見ると皮を剝むいたナスだ。

　バケット用ディップ──クリームチーズの薄い緑は摩すり下ろしたゴーヤを混ぜた色か。

　サラダ──言うまでもない！

「……もしかして今日、ナスとゴーヤ尽くし？」

「はい兄さま」

「ひょっとして……美味しくなかったですか？」

　左右のリリスが、不安そうに瞳ひとみを揺らして宗司をじっと見詰める。

　罠わなだ、全部罠だ。そんなことは百も承知している。

　あえて、宗司は笑う。

「いや、とっても美味しいよ」

　妹たちに感謝と愛情を込めて言う。

「ありがとう、リリス」

　一瞬、リリスとリリスは驚いたような顔をした。

　すぐに、我慢しきれなくなったみたいにくすくすと笑い出した。

「馬ば鹿かですね兄さまは、」

「そんなところがリリスは大好きですけど」

　楽しそうに笑って、左右からそっと宗そう司じに唇を寄せた。

　チュッ──と、唇の音がした。

「え？」

　頰ほおが熱い。リリスはくすくすとまだ笑っている。

「さあ兄さま、次は何にしましょうか、」

「またあーんしてあげますから、いっぱい食べてくださいね」

　気のせいか先程よりもさらに妹たちの位置は近くなり、宗司に身を寄せるようにしてリリスたちが囁ささやいた。




　余談ではあるが、この日以来、宗司はナスとゴーヤがそんなに苦手ではなくなった。






追憶　九　十二月、何か面白いことをしなさい宗司






　大おお晦日みそかの夜、白しろ崎さき家のリビングにゲーム同好会のいつもの面々が集まっていた。

　リビングは以前とは若じやつ干かん家具の配置が違い、元々リビングにあった応接セットを引っ込めて冬用のカーペットを敷しきコタツを置いている。

　そのコタツをいつもの面子めんつで囲んでいた。

　当然だが、今は冬休みでゲーム同好会の活動もない。これは純然たるプライベートな集まりで各々私服姿──黒いボタンシャツや、ニットのセーター、お揃そろいのワンピースに膝ひざ丈たけストッキング、可愛かわいらしい猫さん柄のパーカー、男物のドレスシャツにネクタイなど、好きな格好をしている。

　キリカが白崎家で年越しをするのは毎年の事だったが、今年はそれに一いち乃のとリア、何な故ぜかフェル先生も加わった形だ。一人暮らしでの年越しは味気ないだろうと宗司が誘ったからだが、多分、誘わなくても何食わぬ顔をして混ざっていたような気はする。

　彼女たちが集まったのは夕方で、現在時刻は既すでに二十三時を過ぎている。

　あと一時間もしないうちに今年が終わる。

　それは良いのだが、一いち乃のたちは年越し蕎そ麦ばも食べ終え若じやつ干かん手持ち無沙汰だった。

　コタツに入ったまま、会話も少なくぼけーっとしている。実は朝から彼女たちは白しろ崎さき家におり家事を手伝ったり遊んだり料理を作ったり遊んだり風呂に入ったり遊んだりと色々やっていたので燃料切れ気味なのだ。

　フェル先生なんか、こたつの天板に顎あごを乗せて完全なくつろぎモードだ。

　この弛し緩かんした雰ふん囲い気きも悪くはないのだが、少し寂しいものもある、

「あー、テレビでも見るか」

　言って、宗そう司じがリモコンでスイッチを入れようとした。

「待ちなさい」

　すっと、横合いから一乃がその手を摑つかんだ。

　長い黒髪は電灯の下ですら輝きに似た何かを帯び、赤い瞳ひとみが全すべてを見透かすように宗司を見詰めている。彼女は言った。

「どうせならあなた、何か面白いことをしなさいよ」

「あん？」

「何か面白いことをしなさい宗司、と命令しているのよ」

「無む茶ちや振りにもほどがあるだろ！　どんだけ高いハードルを飛ばせる気だよ！」

　実際、面白いことをしなさいと言われて面白いことが出来るような奴やつ滅多にいない。

「え、ソージが何かやってくれるの」

「リリスは兄さまが何をしてくれるのか、」

「とても楽しみです」

「隠し芸とかですの？」

「……うなー？」

　とろとろーっとしていたキリカたちまで一斉に宗司に期待の眼まな差ざしを向けた。半分ぐらい眠っていたフェル先生も目を開けて、瞼まぶたを二、三度ぱちくり、宗司にしか見えないネコミミをぴっこりと揺らす。

「いや、ちょっと待て」

　何とか宗司は一乃の無茶振りを回避しようとするが。

「キリカさんたちの眠気が吹っ飛ぶような面白いことを頼むね！」

「そうですね、朝から張り切りすぎて、」

「年越しを前に息切れ気味でしたから」

「うなー、きたいしてるぜー」

「どんな面白いことをしてくれるのか、今から楽しみですわ」

　既すでにがっちりとロックオンされているようだ。

　宗司の顔にだらだらと汗が流れたのは、別にこたつが熱いせいではない。

「頑張って宗そう司じ、ファイトよ！」

　珍しく、一いち乃のがガッツポーズなんかしながら応援してくれる──そもそもの元凶だが。

「ファイトよ、じゃねえよ……」

『面白いこと』なんて急に言われても何も用意していない、むしろ事前に言われていたとしても対応できたかどうか怪しいというのに。

　そのくせ、一乃たちの赤に青にと色とりどりの眼まな差ざしは期待に満ちて注がれる。

　一乃だけは期待の意味が違うような気もするが今は置いておこう。

「あ、ええと、そ、そうだな、じゃあ」

　顔だけでなく背中からも汗が噴き出た。焦りだけが募る。

　何か、何かないか──閃ひらめけ、脳のう髄ずいよ！

　助けを求めるように周囲を見渡すが何もない、一乃たちが居るだけだ。

　こたつに入ったまま期待の眼差しを向けてくる彼女たちは正直に言って凄すごく可愛かわいいと思うが今はそれどころではない。

「──ッ！」

　瞬間、宗司に電流が走った。

　閃き、圧倒的閃き、まず間違いなく面白くはない。

　だからこそいける、面白いことをしようとするのが間違いだったのだ！

　すくり、宗司は立ち上がる。

　コタツに入ったままの一乃たちの視線も必然的に上向き、自動的に上目遣いになる。

　宗司は言った。

「今から、おれはカッコよくなる！」

　は？　と一乃たちが疑問に思うのと同じタイミング。

　顔の角度を斜め四十五度に、さらりと前髪をかき上げ、如い何かにもおれさま的雰ふん囲い気きをかもし出す気き障ざったらしい表情を作り──胸元に挿した（無論現実には存在しない）薔ば薇らの花を指先で引き抜きながら。

「キミに、ジュテェーム」

　巻き舌発音のフランス語と共にウインクを飛ばして男の色気をアピールだ！




　すっごいうけました。




　逆にちょっと何かショックです。




　リアクションを順番に見ていくと。

「ッッッッッ！」

　一いち乃のは俯うつむいて肩をびくんびくんと打ち上げられた魚みたいに震えている。

「アハハハハハハハハハハ！　ジュ、ジュテームって、似合わないっ！」

　バンバンバン、キリカはコタツの天板を叩たたきながら青い瞳ひとみに涙を浮かべて大笑いだ。

「っ──、」

「──っ！」

　リリスとリリスに至っては耐え切れず、口元に手を当てて込み上げて来る笑いを必死に抑えながら床の上をごろんごろん転がっている。

　この三人は笑いすぎてまともに喋しやべれない、会話が難しいレベルで笑っている。

「わー、そうじ、かっこいー！」

　冗談なのか本気なのかさっぱりですが、フェル先生は褒ほめてくれました。

　長い赤毛の上のネコミミがぴっこぴっこ楽しそうに揺れ動いているところを見ると案外本気で褒めてくれてるのかもしれません。

　それはそれで辛いものがある。

「え、ええ、ぷっ、ほ、本当に、か、カッコいいです、わね……」

　物もの凄すごい必死な形ぎよう相そうで笑いを我慢し全身をぷるぷる震わせながらリアが言う。

　自分まで笑ったら宗そう司じが可哀かわい相そうだ、と思っているのはよく伝わってくるがいっそ笑ってくれた方がましかもしれない。

　まあ、少なくとも退屈に間延びした雰ふん囲い気きは消えたので良しとしよう。

　宗司は自分にそう言い聞かせた。

「あんこーる、あんこーる」

　何かネコミミがとんでもないことを言いだした。

「フッ──」

　ファッサァとオーバーアクションで前髪をかき上げ、片足をコタツに乗せる、ロックスターを気取って架空のギターを抱えるとフェル先生の方を見た。

　必殺、白い歯を輝かせて斜め四十五度からの決め顔スマイル！

「良いぜ子猫ちゃん、今日はキミだけのためのリサイタルだ」

「うなー、そうじ、かっこいー！」

　ぱちぱちぱちと、フェル先生は大喜びで拍手する。ついでにネコミミも拍手するみたいに左右へ揺れていた。

　因ちなみに一乃たちはまだ笑ってます。

「も、もうダメ、ですわ！」

　我慢していたリアも笑い出した、むしろ我慢していたからこそ笑いの波は激しく一乃の如ごとく震えながらキリカのようにコタツを叩いてリリスのように床をごろごろと転がる。

「……大丈夫なのか、リアは」

　思わず素に戻って心配してしまった。

「む、無理もないわ」

「う、うん、凄すごいねソージ、こんなのキリカさん予想外」

「はい、兄さまってばそんな隠し技を持っているとは、」

「このリリスの目をもってしても見抜けませんでした……ぷっ」

　逆に一いち乃のたちは、やっと笑いの波が大人しくなったのか会話が成立するレベルまで戻って来た。まだ肩やら口元やらが震えているあたり油断は出来ない。

　うかつなことを言えば、また笑い出してしまうだろう……

「アイラァァァァァァアヴゥ、ユゥゥゥゥゥウー」

　歌い上げるように無駄にビブラートを効かせてみた。

　一乃たちが悶もん絶ぜつした。

「や、やめなさい、よ、本当に」

　一乃の赤い瞳ひとみには大粒の、初めて見るのではないかとすら思う大粒の涙が浮かんでいる。キリカはおなかを押さえて笑いを我慢しているが、我慢しきれず振動がたゆんと豊かな胸に伝わりたゆゆんたゆゆんとニットのセーター越しに揺れていた。

「そ、そうだよ、キリカさんたちが、わるかったから」

「お願いします兄さま、」

「ゆ、許してくださいっ、いひっ」

　リリスとリリスも泣いていた。小さな唇を震わせて笑いながら泣いていた。

　──ヤバイ、ちょっと楽しい。

　普段はやり込められることの多い一乃たちに一ひと泡あわ吹かせている感じというのか。

「持ちネタにしようかなこれ」

　………………

　…………

　……

「良い感じに時間が潰れたわね」

「テンションも上がったしねっ」

「危ないところでした、」

「もうすぐ除夜の鐘です」

「うなー、フェルせんせいは、もっと、かっこいいそうじ、みたかったなー」

「勘弁してくださいまし、笑い転げたまま新年を迎えるなんてわたくし嫌ですわよ」

「そらまあ嫌だろうな」

　温かいお茶を淹いれ、宗そう司じたちは再びコタツに入った。

　笑いすぎて疲れた体を休め、穏おだやかな気持ちで新年を迎えようという試みだ。

　ふと、遠くから除夜の鐘の音が聞こえた。

「一つ目か」

　誰からともなく声を潜ひそめ、耳を澄ました。

　夜空に遠く響き渡る鐘の音は、何か人の心を落ち着かせるものがある。

　お茶を飲みながら、静かに鐘の音を聞く。

　やがて百八つ目の鐘が鳴ると同時に。

「ジュテーム」

　ぽつりと宗そう司じが言った。

　次の瞬間お茶を含んでいた一いち乃のたち（フェル先生除く）が盛大に噴出した。




　まるで──新年を祝福する花火のように。




「いやー、そんないいもんじゃないとおもうよ」




　余談だが、このあと宗司は凄すごく怒られた。当たり前である。






追憶　十　一月、私と同じ部屋に居る人間が幸福でありますように






　一月一日の午前一時、宗司たちがぞろぞろと夜道を歩いていた。

　当然だが空は真っ暗な中、近くの神社へ初詣に行くところであった。

　防寒対策にコートを羽織り、白い息を吐き手を擦こすり合わせながら歩いている。

「初詣なんて、一年ぶりだな」

「当たり前でしょう、一年に一回しかないのだから」

　宗司は何の変哲もない学校指定のコート、一乃は飾りのない黒いコート。

「去年はどうしたっけ？」

「寒いからコタツから出たくないと言う沢さわ村むらキリカを引っ張って、」

「無む理り矢や理り初詣に連れて行きました」

　キリカが襟首にふわふわのファーがついた白熊を連想させるようなコート、リリスとリリスはシンプルなピーコート。

「うなー、さむいの、にがてー」

「仕方ない先生ですわね、ほら、使い捨てカイロですわよ」

　フェル先生は子どもが使うような猫さん風のコートでフードまでしっかり被かぶっている、無論フードにはネコミミの飾り付きだ、分厚いタイツまではいている。リアは寒さに強いのかダークレッドの大人びた薄手のコートを着ていた。

　元旦だけあり、宗そう司じたちの他にも同じ道を歩いて神社へと向かう人影はあった。

　中には華やかな着物姿の女性もちらほらと見える。

「兄さま、何を見ているんですか」

　着物姿の女性を目線で追っていたら、リリスに冷たい目で見られた。

「いや、あのおまえらはああいう着物を着たりしないのかと思っただけだ」

　言い訳っぽいが本心である。

　それを聞いて、一いち乃のは口元に手を当ててくすりと笑う。

「あら、着て欲しいの？」

「いやいや、見てみたいなって何となく思っただけだから気にするな」

「んー、キリカさんたちも着てみたくないわけじゃないんだけどね」

　苦笑いをして、キリカが大おお仰ぎような仕草で肩をすくめた。コートのせいか、彼女の胸部の膨らみはわかりづらくなっているのが残念である。

　リリスとリリスが鏡を合わせたように頷うなずいた。

「単純に値段の問題と、」

「誰も着付けが出来ないという問題があります」

「ああ、着付けとかは難しいって聞くな……ん？　でも、レンタルとかあるし、そういう所だと着付けもしてもらえるんじゃないか」

「うなー、わかってないぜ、そうじ」

　キリカの真ま似ねをするように、フェル先生も大おお袈げ裟さな動きで肩をすくめた。ひょっとしたら（宗司にしか見えない）ネコミミも似たような動きをしているのかもしれないがフードを被っているので今日はよくわからない。というかコートの下ではあのネコミミはどうなっているのだろうか。

「何がですか先生？」

「れんたるだと、よごれるようなことができないし、きつけできないと、ぬいだあとがこまるじゃん」

「何をするつもりなんですか先生！」

「なにをするにきまってんだろー！」

「逆ギレしないでください！」

「はいはい、下らないことで喧けん嘩かしないでくださいまし」

　リアが仲裁に入って二人、主にフェル先生の方をなだめた。

　まったくどっちが教師なのだかわかったものではない、リアもすっかりフェル先生係りが板についた感じである。

「うなー、でも、ちょっときくずれたきものって、いろっぽくない？」

「それに関してはおれも同意しよう」

「ペンギン子先生の恋愛テクニックにもあったわね」

「確かに、そんなのもあったな」

　深く頷うなずき宗そう司じはリアの方を見た、リアは物もの凄すごい勢いで視線を逸そらした。

「ところでリアは着物を着た経験はあるのか？」

「……ありませんわよ」

　答える声は妙に悔しそうで、キリカは不思議そうに首をかしげる。

「ソージはどうしてリアにだけそんなことを聞くのさ？　リアも何か反応変だよっ？」

「気にするな。ただの確認だから」

「リリスは以前から思っていたのですが、」

「兄さまとリアには何か秘密があるような気がしてなりません」

　その指摘に驚いたのは、宗司よりむしろリアの方だっただろう。

「何もありませんわ！　秘密なんて何一つありませんわ！」

　ますます疑惑を深める、かなりダメな反応である。

　宗司は胸中で溜ため息いきを吐ついた。リアの秘密──彼女が恋愛テクニックで有名なあのインターナショナルペンギン子であることを知っているのは、宗司だけだ。

　いい加減、一いち乃のたちにも教えれば良いのにとは思うが本人的には抵抗があるらしい。

「どうでもいいけど、そろそろつくぞ」

「おー、なんかうまそうなにおいがするー」

「あら、ここら辺では正月に出店が出ているのね。知らなかったわ」

「そっか、イチノ転校生だっけ」

「ええ、とんでもない田舎出身よ」

「リリスはこの街から出たことがありませんので、」

「よくわからないのですが田舎というのは何が違うんでしょうか？」

「色々あるわよ、ありすぎて話をする気も失うせるぐらいに」

　幸いというか、神社が近付き話題がずれリアの秘密に関してはうやむやになった。




　石段を登って鳥居を潜くぐり、賽さい銭せん箱の置かれた境内へ続く道へ。

　向こうへ行く初詣客と、こちらへ来る初詣客の流れ。

　それらをあてにした屋台が、参道の両端に並んでいた。

　本物のお祭りとは違って、屋台は全すべて食べ物系だった。また参道の終わりには巫み女こさんたちがいて温かい飲み物のサービスをしている。

「なにか食うか？」

「別にいらないわ、それよりも結構な人ごみね」

「だねっ、前はこんなに混んでたっけ？」

「こんなものだったような気もしますが」

「うなー、せんせい、ひとごみにがて」

「迷子にならないでくださいましよ」

　しつこいようであるが、フェルは先生なので立派な大人である。

　実際、人は多く運悪くはぐれてしまったら合流は難しいかもしれない。

「んじゃあ、手でも繫つなぐか？」

　冗談めかして宗そう司じが言った。

「右手貰もらうわね」

「キリカさん左手ー」

　がしがしっ。一いち乃のとキリカの冷たい（手袋もしてくるべきだったかもしれない）手が素早く宗司の両手を取った。指と指を絡めるような、俗に言う恋人つなぎだ。

「リリスは兄さま通なので、」

「兄さまの腕を頂きます」

　ぎゅっ、と後ろから宗司の腕を抱えるようにリリスが抱きついた。

　一乃キリカと手を繫ぎ、宗司の両腕が心持ち左右に広がっているためリリスが抱き付くスペースが出来るのだ。

「うなっ、よーし、じゃあフェルせんせいは、おんぶだー」

「うわっ、ちょ、先生！　それは」

　宗司の抗議を無視してフェル先生はぴょこんと、本物の猫もびっくりのジャンプ力を発揮、見事肩車の姿勢に持っていった。

　猫さんコートに隠れてわかり辛くなっているたゆゆんな胸を宗司の頭の上に載せ、厚手のタイツに包まれた太ふと股ももで首筋をがっちりホールド。

　完璧なる安定感を実現した。

　両手両腕肩車、そして宗司は完璧に包囲された。

　繫いだ両手、抱きしめられた腕に肩車。

　口に出して言わない程度のデリカシーはあるが、はっきり言って動き辛い！

「出遅れましたわ！」

　金髪縦ロールを揺らして、リアが悔しげに地団太を踏んでいる。

　ぐるぐると合体ロボ状態の宗司の周囲を回りながら、どこか空いている場所がないかを探している。

　やがて、空きに気づいたか赤い瞳ひとみをカッと強く見開いた！

「背中が空いてますわね！」

　若じやつ干かんフェル先生が邪魔になるが、後ろから宗そう司じを抱きしめれば──

「やめとけ、人ごみの中で歩き辛いってレベルじゃないから」

「ですわよねえ」

　しょんぼりと肩を落とし、一度は諦あきらめたようなリアだったが。

　キラリッと赤い瞳ひとみを輝かせてぱちんっと掌てのひらを叩たたいた。

「そうですわ！　宗司がわたくしをおんぶして、わたくしがフェル先生をおんぶすれば」

「トーテムポールかよ！」

「うなー、さすがにそれは、ばらんすきびしいとおもう」

「ううー、確かに無理がありますわね」

　大きく溜ため息いきを吐ついて気持ちを切り替えたのか、意外にさばさばと肩をすくめた。

「仕方ないですわ、今回は我慢しましょう」

　そのまま宗司の斜め前に位置取り歩き出した。

「残念だったわねリア」

「しかし掟おきては非情なのだよリアくんっ」

「基本的には早い者勝ちですから」

「次は出遅れませんことよ！」

「おう、そのいきだぜ」

　宗司の知らないうちに、何か奇妙なルールを設定されている気がしたが深入りすると面倒なことになるのは明白なので何も言わなかった。

　両側に屋台の並ぶ参道を宗司たちは進む。

　物もの凄すごく歩き辛く、周囲からも奇異の視線で見られているが宗司は頑張った。

　歩くうちに境内へ着く、賽さい銭せん箱の前には行列が出来ていた。

　賽銭箱は同時に七人程度までは横に並べるサイズで、行列もそれに合わせている。

　さすがにリアを除く全員でくっついても邪魔なために素直にばらけ。

「ここでわたくしがさり気なく宗司の隣をゲットですわ！」

　横一列になって並び、大人しく順番を待った。

　行列は長いが、やることは賽銭を投げてお祈りするだけなので進みは速い。

　宗司たちの順番がやって来た。

「ええと、二礼二拍手一礼で良かったよな」

「はい兄さま」

「んじゃ、鈴鳴らすぞ」

　がらんがらんと鈴を鳴らし、お賽銭を入れる、二礼、願い事を心の中で唱え。二拍手。一礼とテンポ良く参拝を済ますと脇によけて先頭を譲った。

　そのまま、ぞろぞろと神社の外へ向かって歩き出し長い石段を下って完全に神社から出たところで宗そう司じは大きく伸びをした。

「んー、初詣終わりっと」

「一年始まったって感じだよねっ、ソージは何をお願いしたの？」

「世界平和」

「アハハハ、人には言えないようなことをお願いしたってことだね」

　宗司の答えが余程に笑えたのか、キリカはバンバンと宗司の肩を叩たたく。

「やかましいわ。そういうキリカはどうしたんだ」

「キリカさんは『毎日美お味いしいごはんが食べられますように』だよっ」

「うわっ凄すごいキリカらしい、リリスはどんなお願いをしたんだ」

「はい、今年も兄さまと、」

「楽しく（いじめて）過ごせますようにと願いました」

「うん、カッコの中がなければお兄ちゃんより嬉うれしかった」

「兄さまと一線を越えられますように、の方が良かったですか？」

　きょとん、とわざとらしいぐらいに可愛かわいらしく小首を傾かしげる小悪魔妹。

「よしなさいカミサマが困るでしょ！　で、リアとフェル先生はどうしたんですか？」

「わたくしは……まあ、その芸事の上達ですわ」

「ああ……本か」

　こくん、と金色の髪を揺らしてリアは小さく頷うなずいた。

　そして横手からフェル先生がぴょんぴょん跳ねるようにして手を上げる。

「フェルせんせいは、ことしこそ、けっこんしたいなと、おねがいしました」

「先生結婚できる年齢だったんですか！」

「あたりまえじゃん」

「すいません、思わず驚いちゃいましたけど冷静に考えたら当たり前でした」

「せんせいは、おとなのれでぃーです」

　人差し指をそっと唇に当てて、声を潜ひそめて先生は続けた。

「せっていじょう」

「設定上って何すか先生！　本当は何歳なんですか！」

　思わず詰め寄りそうになった宗司を、キリカたちがすかさず摑つかんで止める。

「ソージ、それ以上聞いちゃダメだよ」

「そうです兄さま、藪やぶを突つついて蛇を出す気ですか」

「ここはわたくしたちが大人になるべきですわ」

「そ、そうか……じゃあ、一いち乃のは何をお願いしたんだ？」

　宗司が一乃の方を向いた。

　彼女はふっと視線を逸そらし暗い夜空を見上げて答える。

「私と同じ部屋に居る人たちが幸福でありますように」

　長い黒髪がしゃらりと元日の風に揺れる。

　端整な横顔にはひどく穏おだやかな微笑ほほえみが浮かんでいた。

　宗そう司じが苦笑した。

「おまえらしいお願いだな」

「でも素敵なお願いだねっ」

「嫌いではありません」

「うなー、ちょっと、さつばつとしてるけどね」

「世界平和よりはマシだと思いますわ」

　キリカたちの顔には一いち乃のと同じように穏やかな微笑みが浮かんでいる。

　一乃が真っ暗な夜空から視線を下ろして言った。

「ありがとう」






追憶　十一　二月、あるいはそれが恋の味






『二月十四日の男子高校生はノーガード、恋は飾らずストレート』

　ペンギン子の恋愛テクニック講座・天翔編より抜粋。

　ということで、バレンタインデーである。

　男子高校生によってはワクワクとドキドキで眠れないこともあるというその日、間違いなく巨乳の幼馴染と色んな意味で可愛かわいい妹からチョコが貰もらえると確定している幸せ野郎こと白しろ崎さき宗司は自室の布団で丸くなっていた。

　アラームを設定した携帯電話を枕元に置き、心置きなく睡眠を満喫している。

「ん……む……」

　もぞっ。

「…………んー」

　もぞもぞっ。

　何かが布団の中で動いている。

　眠りながらも本能的な違和感を覚えた宗司の眉まゆ根ねがぴくぴくと動き、瞼まぶたが開く。

「うなー」

　ちょこん、とフェル先生の顔が目の前にあった。

　とても教師とは思えない幼い顔立ち、長い赤毛、そして赤毛の上でピコピコッと揺れる──宗そう司じにしか見えないらしきネコミミ。

「……え？」

　布団の中にフェル先生が居る、宗司の上に覆おおいかぶさるような姿勢でたゆゆんとした膨らみがむぎゅっーとフェル先生と宗司の間でサンドイッチ。

「な、何──な、何ですか先生」

　一気に目が覚めた。

　大声を出しそうになったが抑えて普段よりやや小さいぐらいの声で言った。

　隣室のリリスにこの姿を見られたら間違いなく破は滅めつだ。これをネタに半月はいじめられる望むところだ違う困るんだ。

「っていうかどっから入ってきたんですか」

「まどからだよ、かぎあいてたし、ぶようじんだねー」

「今度からきちんと窓の鍵を閉めて寝ることにします」

「うん、それがいい。せんせい、まどのかぎぐらい、らくしょうであけるけど」

「何の意味もありませんね。とりあえず、あの、布団から出てくれません」

「えー、さむい」

「わかりました、おれが出ます」

　仰あお向むけのまま、宗司は上方向へずりずり移動しながら布団脱出へ向かう。

　必然、フェル先生の豊ほう饒じような二つの果実（婉曲表現）が、宗司の体でこすれ。

「……うなぁ」

　フェル先生は顔を真っ赤にしてぷるぷる震えているが、脱出に必死の宗司は気付いていない。心なしか先生の吐息が熱っぽく、赤い瞳ひとみが潤んでいる気がする。

　上にフェル先生が乗っているのでどうしても動きは遅く、隣室のリリスに気付かれないよう注意もしていたのでひどく時間がかかってしまったが何とか脱出した。

「ふぅ」

　思わず、一仕事終えた感じの溜ため息いきが出る。

　改めてフェル先生の方を見ると、先生は何だかわからないが布団の中でもぞもぞもじもじと震えていた。零こぼれる吐息は確実に熱っぽく、全身が火ほ照てっているかのよう。

「だ、大丈夫ですか先生？　風邪でも引いてます？」

「うなぁ、だいじょうぶ、だよぅ。でも、ちょっとまってね」

　もぞっ、と、フェル先生は頭まで宗司の布団の中に潜もぐり込んでしまった。

　フェル先生を内蔵した布団は、布団団子とでも呼ぶような形状で。

「うなー」

　何だかわからないが、そのままごろごろ転がり始めた。

　物音が隣室に聞こえないか、宗そう司じは気が気でないが幸い布団団子は狭い範囲を転がるだけで派手な音はしなかった。多分セーフであろう。

　やがて満足したのか、フェル先生はずぼっとまた布団団子から顔を出した。

「フェルせんせい、ふっかつだぜ」

「復活なら、さっさと布団から出てください。あんだけ布団の中で動けばもう体も温まったでしょう」

　宗司は無論、先程の布団ごろごろ運動のことを言っている。しかしフェル先生はその前段階についてだと思ったのだろう。

　ぽっと頰ほおを染めて、どこか甘えるような上目遣いで宗司を睨にらみ言った。

「……そうじのえっち」

　発言の意味は理解できないが不覚にも可愛かわいいと思ってしまった、フェル先生なのに。

　宗司は一つ咳せき払ばらいをして、さっき感じたときめきを追い払う。

「で、こんな時間に、しかも忍び込んでまで何の用事ですか」

「うむ、きょうは、ばれんたいんでーだから」

　ばさあ、布団を跳ね除のけるようにしてフェル先生が立ち上がる。

　赤毛の上のネコミミが天を指してぴんと立つ。

　相変わらず教師のくせに生徒用の赤いセーラー服を着用しているのは気にしない。

「はい、ちょこれーと。フェルせんせいのおてせいだよー」

　両手に載せた小さな箱を宗司に差し出し、心なし自慢そうにたゆゆんと胸を張った。

「そういえば今日はそんな日でしたね、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げて宗司はチョコレートの箱を受け取った。

「食べても良いんですか？」

「うん、むしろ、くえ」

「じゃあいただきます」

　未いまだ胸を張っているフェル先生の前で、微妙に歪ゆがんでいるリボンを解ほどく（ラッピングもフェル先生自身がやったのだろう）。中にはちょっと不器用な形をした、猫さん型のチョコレートがある。

　フェル先生に赤い瞳ひとみでじっと見詰められながら、宗司は猫さんチョコを齧かじった。

「……おいしい？」

「ええ、美お味いしいですよ」

　言ってまた一口齧る。細かい味の違いをどうこう言えるほどに美食家ではないが、素直にそう思えた。素朴な味というのだろうか、何となくほっとする味だ。

「うなっ！　フェルせんせい、がんばったからね！」

　えっへんとばかりに、心なしどころではなく自慢気に胸を張った。

　宗そう司じがもぐもぐとチョコを食べ終えると。

「じゃあ、せんせいは、かえります」

　しゅたっ、と片手を上げて身を翻ひるがえし窓を開けた。

　急速に二月の冷たい空気が室内へ流れ込み、宗司が少し震える。

「帰りも窓からなんですか……っていうか先生、わざわざ忍び込まなくてもチョコなら学校で渡せば良かったんじゃ？」

　赤いセーラー服の背中に声をかけると、赤毛の上のネコミミをぺったり伏ふせて振り向かないままフェル先生は答えた。

「いちばんさいしょに、わたしたかった、だけ」

　返事を待たず、フェル先生は文字通り逃げるように窓まど枠わくを乗り越え姿を消した。

「……あの人、たまに本気で可愛かわいいな」

　困ったような嬉うれしいような照れくさいような、ぽりぽりと頰ほおを搔かき宗司は窓を閉めた。




　フェル先生が出て行くと宗司は制服に着替え学ランを羽織ると一階に降りた。

　隣室のリリスを起こさないように足音を忍ばせたが、リリスたちは既すでに起きていて甘い匂においの漂うキッチンで何事かしているようだった。

　部屋にフェル先生が忍び込んでいた時にリリスを起こさないよう気を使ったのはあまり意味がなかったようだ。

「おはようリリス」

「おはようございます兄さま、」

「すぐ朝食の準備が出来ますのでリビングでお待ちください」

　今日も鏡に合わせたようなそっくりな妹たち、幼い顔立ちにクールな眼まな差ざし、フェル先生と並べると下手したらリリスの方が年上に見えそうだ。

　柔らかい髪を小さなポニーテイルにまとめ、いつものペールオレンジ色の変形ブレザーを着て、その上に『妹の力』と書かれたエプロンをつけていた。

「わかった、待ってるよ」

　甘い匂いのするキッチンで忙しく動き回っているリリスたちの邪魔をしては悪いと宗司は素直にリビングに戻り食卓に座った。

　しばらく待っているとリリスたちが朝食を用意してやって来た。

「お待たせしました兄さま、」

「今日はバレンタインデーですので、特製リリスごはんです」

　宗司の前にパンケーキとホットチョコレート、サラダ、そしてパンケーキ用のチョコレートソースが入った器が並べられた。

　バレンタインデー特別ごはんらしく、チョコレートが多いメニューだ。

「リリスは食べないのか？」

「先に済ませました」

「そうか、じゃあいただきます」

　ぱちんと、宗そう司じが手を合わせフォークを手にパンケーキに手を伸ばそうとする。

　だがリリスがそれを妨げた。

「お待ちください兄さま、」

「まだそのパンケーキは完成していません」

「……どう見ても完成しているぞ？」

　パンケーキ特有の仄ほのかに甘い香り、ふんわりと膨らんだ生地、僅わずかな焦げ目。

　どこをとっても文句なしのパンケーキである。

「いえ、これからです、」

「少々お待ちください」

　片方のリリスがチョコレートソースの器を手に取り、別のリリスが長い菜さいばしを一本だけペンのように持つ。

　とろりとしたチョコレートソースをリリスがパンケーキの上にゆっくりそして細く垂らし絵を描いて行く、菜ばしのリリスがチョコレートソースのリリスを補佐しまた絵の細部を補正して行く。

　ほんの数分で、リリスたちはチョコレートソースでパンケーキの上にデフォルメリリスのイラストを描き終わった。

「す、凄すごい器用さだな」

　パンケーキ上のデフォルメリリスが『リリスをた・べ・て』と吹き出しつきで喋しやべっていることに関してはあえて触れない。

「リリスはとても器用ですから」

　表情こそ変わらないが、その声音には自慢の響きが混ざっていた。

「じゃあ改めていただきます」

「どうぞ兄さま、」

「リリスを召し上がれ」

「食べるのはパンケーキだよ！」

　しかし問題はこのパンケーキをどうやって食べるかだ。パンケーキの表面に満まん遍べんなくチョコレートソースが行き渡るようにチョコリリスの絵を引き伸ばす？

　論外だ、絵であっても妹相手にそんなひどいことは出来ない。

　迷った挙句、宗司はフォークを使わずパンケーキの両端を手で持ち食べることにした、フォークで突き刺さしたりナイフで切ったりが気分的にやり辛づらいからだ。

　パンケーキは期待通りの美う味まさで、甘めのチョコレートソースもまたその味を引き立てる。朝食というよりはおやつみたいだが、それは仕方ないだろう。

「うん！　相変わらずリリスの料理は美お味いしいな」

「ありがとうございます兄さま、」

「リリスとても嬉うれしいです」

　そうして手て摑づかみで食べ進めるのだが。

「ああ、リリスが兄さまの手で揉もみくちゃにされています、」

「兄さまがリリスをあんな風にして、こんな風にして、好き放題しているなんて」

　段々リリスの様子がおかしくなり、はぁはぁと息が荒くなったと思ったら、両りよう頰ほおに掌てのひらを添えねっとりうっとりした視線で見詰めて来るのには大変困った。

「リリスね、兄さまをいじめるのも大好きですけど、」

「実は、兄さまにいじめられるのも大好きなんです」

　よりにもよってバレンタインデーの朝に、また一つ別に知らなくても良い妹の真実を知ってしまう宗そう司じであった。

　パンケーキは凄すごく美味しかったです。




　食事が終わるとリリスはあっさりといつものクールに戻り、兄は内心ほっとした。

「今日も寒いな」

「リリスはあったかいですよ、」

「兄さまと手を繫つないでいるから」

　指と指を絡ませるように、リリスとリリスと手を繫ぎ宗司はいつも通りに登校する。

　吐く息は白く、空はひどく高く、寒いことは寒いのだが何かこう精神が引き締まるような心地よい二月の冷たさがあった。

　校門のところでリリスとは別れ、宗司は高等部の自分の教室に入り席に着いた。

「……ん？」

　鞄かばんから教科書を出し机の中にしまおうとしたところで、気付いた。何か大きい箱のようなものが入っている。

　取り出してみると案の定箱であった、色は白、丁てい寧ねいにリボンをかけられており高さ五センチ、縦横共に三十センチ程度の中々に大きな箱だ。

「なんだこりゃ」

　何かの間違いだろうかと宗司は周囲をきょろきょろと見回す。

　犯人らしき人物があっさり見つかった。

　教室のドアに半分隠れるようにしてリアがこちらを見ている。

　今日も見事な金髪ドリルヘアで、赤いブレザーの制服姿。

　自分が華やかで目立つ容姿をしていることをすっかり忘れているのだろう、当人は隠れているつもりかもしれないが逆に目立っている。クラスメイトたちもリアの存在に気付き奇異の視線を送っているが、声をかける勇気がある者はいないらしい。

「いったい、何のつもりだ」

　リアに気付いていることを、気付かせないよう視界の端でリアを見る。

　半分だけ隠れているドアの縁に添えた手は力がこもり、赤い瞳ひとみは決闘に向かう侍の如ごとき鋭さを帯びている。息詰まるほどの真剣さ。

　誰も声をかけられないのは、彼女が放つその空気のせいでもある。

「この箱が、原因だよな、多分？」

　リアの視線を痛いほどに感じながら、宗そう司じは箱のリボンを解ほどいた。

　はらりと解けたリボン、蓋ふたを開ける、中身は箱のサイズに相応ふさわしい巨大チョコレート。

　宗司の顔より大きく、厚さもたっぷり、ハート型で表面には『べ、べつにあんたのことなんて何とも思ってないんだからねっ、これは義理チョコだから！』と刻まれていた。

　宗司に電流走る。

「これは……ペンギン子の恋愛テクニック『あえて義理のフリをして彼をやきもきさせちゃう小悪魔チョコレートの術』か！」












　なるほど、と宗そう司じは胸中で頷うなずき理解した。

　これは恋愛ライターペンギン子のプライドを賭けたチョコなのだ。自身の恋愛テクニックが果たして実戦でも通用するのか試している。

　そうに違いない！

　ならば友として宗司がすべきことは明白だ。

　もうちょっと正直に言うと、面倒くさい展開にならないためにすべきことは明白だ。

「わあ、誰のか知らないけど大きなチョコを貰もらったぞ！　義理チョコだってのがちょっと残念だけどそれでも凄すごく嬉うれしいなあ！」

　大変にわざとらしく、殆ほとんど叫ぶように宗司は言った。

　当然クラスメイトの妙な視線が集まるが、気にしてはいけない。重要なのは視界の端に映るリアの反応だ。

「……！」

　ごくり、と唾つばを飲みさらに真剣にドアに体を押し付けるようにしてこちらを凝視している。まさに食い入るような眼まな差ざし、半身をドアに押し付けたせいで、逆側の胸が凄く強調されていることなど気付いてもいないようだ。

「これだけ大きいと食べきれないから、家に帰って大事に食べよう！」

　やはりわざとらしく、そしてリアは。

「…………」

　ああ、いけない目に見えて落ち込んでいる。心なしか金髪ドリルヘアに張りがない。

　指先でドアに『の』の字を描いている。

　これは間違いだったか、だがまだ間に合う方向修正だ。

「と思ったけど、我慢できないから食べちゃおう！」

　リアは！

「っっっっ！」

　ガッツポーズをしている。赤い瞳ひとみがキラキラと輝いている。

　いけるぞ、これは当たりだ。

「あーんぐっ、と、うん、美う味まい！　このチョコレートを作ってくれた人はきっとおれのために心を込めて作ってくれたんだろうな、義理だってのが本当に寂しいぜ！」

「っ～！　んっ～！」

　照れている、もじもじくねくね照れている。

　そのくせ表情はすっごく嬉しそうで幸せそうだ。

　宗司の台詞せりふも噓うそではなく、チョコレートは本当に美お味いしい。内側にパフとナッツが入っておりチョコにさくさくっという軽い食感を与えている。

　宗司は勢いをつけて、がつがつと巨大チョコレートを食べる、食べ尽くす！

「いやあ美う味まいなぁ！　このまま全部食べてしまいそうだ、なくなるのが悲しいぜ」

　食べながらちらりと見たリアは相変わらずもじもじくねくね幸せそうだ。

　ここでチョコを残せばリアは悲しむだろう、ならば食べないわけにはいかない。

　早朝にフェル先生、朝食にリリス、そしてリアの巨大チョコと胃袋もきつくなって来たがここは男子高校生の意地の見せ所だ！

「うっ、ぐぅうー」

　数分後、リアチョコの軽い食感にも助けられ、何とか食べきれた。

　さすがに完食直後には変な声が出たが、吐き気の類たぐいは来ない許容範囲だ。

　すくり、宗そう司じは立ち上がりオーバーアクション気味に天を仰いだ。

「とても美お味いしいチョコレートだった。残念なのは差出人の名前がなかったことだ、ああ本当に残念だ。是非ともこんな素敵なチョコレートを作った人に会いたいものだ」

　ガラランッ！

　叩たたき付けるように勢い良く扉を開ける音がした。

　当然リアだ、宗司はやっとこっそりではなく堂々と彼女を見た。

「おはようリア」

「ごきげんよう白しろ崎さき宗司」

　豪ごう奢しやな金髪の縦ロールを指先で跳ね上げ、赤いブレザーに包まれた胸をむぎゅっと強調するように腕を組み彼女は言った。

　ごきげんよう、何て言って余裕ぶった態度にも見えるが顔は赤いわ肩は震えてるわ足の位置は落ち着かないわと無理をしているのがバレバレだ。

「そのチョコレートはわたくしからですわあくまで義理ですけれど喜んでくれて何よりですわねお返しの方も期待していますわよではわたくしは忙しいのでこれで」

　息継ぎなしで言い切ったと思うと金髪のドリルヘアを大きく揺らして踵きびすを返しツカツカツカツカッという感じの超早足で去って行った。

　……多分、この辺りが彼女の限界だったのだろう。

「勝ったな」

　宗司はよくわからない満足感を抱き、深く静かに頷うなずいた。




　微妙に重たい胃を抱えた午前中を過ごし、昼休憩になった。

「ソージ！　ごはん行こっ！」

「……あ！　そういや今日はリリスが弁当を作ってくれなかった」

「大丈夫っ、キリカさんが二人分用意してるよっ！」

　チャイムと同時に教室へ突撃して来たキリカに拉致された。

　二月なのに屋上に。

「寒いわ！」

「アハハハ、そこはガマンだよっ──それに」

　屋上のベンチに宗そう司じとキリカは並んで座る。膝ひざと膝が触れるほどすぐ近くで。

「寒いなら、くっついてれば良いよねっ」

　こつん、とキリカが宗司の肩に頭を預けた。

　冷たい二月の風が銀色の髪をなびかせ、青いブレザーを揺らしていた。

「……そういうもんか」

「うんっ、そういうものだよっ」

　と、キリカは足元に置いていた鞄かばんから大きなランチボックスを取り出す。

　宗司は思わず眉まゆ根ねを寄せた、まだ朝のチョコレートが残っている感じがして胃が重たくがっつりランチという気分ではない。

　しかし、キリカに向かってそれを言うのは悪い。

　キリカは全すべてを理解しているように小さく微笑ほほえみランチボックスを開けた。

「今日のランチはふんわりパンのサンドイッチだよっ。これなら、食べやすいでしょ？」

「お気遣い、ありがとうございます」

「アハハハ、リアが凄すごい気合入れてチョコレート作ってたし、多分こんなことになるんだろうなって思ってたんだ」

「あー、一緒に作ったのかチョコ」

「うん、フェル先生とかいつもの皆で作ったの」

「なるほどね、じゃあいただきます」

「はーい、召し上がれっ」

　ぱちんと行儀良く手を合わせて宗司はサンドイッチを口に運ぶ。ふんわりとしたパン、薄めのバター、ハムに輪切りのゆで卵、爽やかな酸味のピクルスが食欲をそそる。

「うん、美う味まい。相変わらず料理上手だよな」

「でしょでしょ、良いお嫁さんになるよ？」

「だろうな」

　頷うなずく宗司、キリカはご機嫌そうに満面の笑みを浮かべる。

「残しても良いから、好きなだけ食べてね。はい、これあったかいお茶」

　こぽこぽこぽ、同じく鞄から水筒を取り出し蓋ふた兼用のコップに紅茶を注ぐ。

　いくら二人で寄り添っているといえど冷たい二月の屋上にはその温かさが嬉うれしい。

「ああ、ありがとう」

　キリカから紅茶を受け取り、一口飲んで宗司は『ほう』と溜ため息いきを吐ついた。

　実に甲か斐い甲が斐いしいキリカさんである。宗司としては感謝してもし足りないぐらいだ。

　実際にそう言えば、キリカは笑って『やりたいからやってるだけだよっ』とでも答えるとわかっているので必要以上のことは言わずもう一度繰り返した。

「ありがとう、キリカ」

「どういたしましてソージ」

　和なごやかな二人の昼食が終わる、仲良く分け合ったランチボックスの中身は空っぽだ。

　食後にもう一杯、紅茶を注ぐとキリカは三度鞄かばんから何か包みを取り出した。

「ハッピーバレンタイン、ということで食後のデザートはこの沖縄名物塩せんべいだよ」

「どう考えてもデザートだとは思えないデザートがやって来たなおい」

　キリカの取り出した『塩せんべい』は、まあ煎せん餅べいである。普通の煎餅の倍から三倍近い分厚い代しろ物もので米粉ではなく小麦粉を焼いて作ったものだ。

「いいからいいから、キリカさんを信じて食べてごらんなさい」

「ううむ、ちょっと変わった煎餅に見えるけどなあ」

　不思議に思いながらも、宗そう司じは塩煎餅を齧かじる。

　硬く焼いたクッキーのようなざっくりとした歯は応ごたえ、塩だけのシンプルな味。

　だと思っていたのだが。

「中からチョコが出て来た！」

「そうっ、沖縄名物塩せんべいは、チョコと一緒に食べると美お味いしくなるのさっ」

「一瞬びっくりしたが、確かにこの甘しょっぱい感じは悪くないな！」

　宗司が感心すると、キリカは嬉うれしげにちょこんと宗司の肩に顎あごを乗せた。

「たまにはこういう変り種も良いでしょ？　普通のチョコばっかりだと飽きちゃうし」

「まったくだ。しかし、よく沖縄名物なんて知ってたな」

「うんっ、沖縄のことを調べてたら偶然見つけたの」

「ふぅん……ところでキリカ、顔がいやに近いな」

　肩に顎を乗せて、キリカはすぐ傍そばから青い瞳ひとみでじぃーっと見詰めている。青い瞳はキラキラと何かを期待するような輝きを帯びていた。

「……行きたいのか、沖縄」

「うんっ！　行きたいなー、誰か一緒に行ってくれないかなー」

　キラキラキラキラ、と期待の輝きが強くなる。露ろ骨こつなおねだりに、宗司は思わず苦笑した。本音を言えば叶かなえてあげたいが、高校生の身では色々と問題が多い。

「将来的な話ってことでなら、前向きに善処させてもらいます」

「じゃあ約束だよっ」

「努力するよ。いつか、一緒に行こうな」

「うんっ、ところでさ──」

　宗司の耳元に唇を寄せて、首筋に両腕を回して、キリカは意味ありげに微笑ほほえむ。

　ぞくり、と宗司の背筋を撫なでた冷たいものは二月の風だけだろうか。

「いつか『みんなで』一緒に行くの？　それとも、『二人で』一緒に行くの？」

　思わず、言葉に詰まる。

「そ、それは……もちろん…………」

「アハハハ、冗談だよっ」

　そっと、キリカが人差し指を宗そう司じの唇に当てた。

「それも『将来的な話』ってことで許してあげる」

　意味あり気な微笑ほほえみを浮かべたまま、くすくすくすとキリカは笑う。

「今は、ね」

　つんっ、と宗司の唇を押して彼女は立ち上がった。

　銀色のツーテールが冷たい風になびく、掌てのひらがブレザーの裾すそを押さえる。

　何事もなかったようにキリカは太陽のような笑顔を浮かべた。

「そろそろチャイム鳴るし、帰ろっか」

「あ、ああ。そうしようか」

　どこまで本気なのか、どこまで本心なのか。

　時折、不思議に思う。

　考えてみれば異性の幼馴染というのは奇妙な関係、奇妙な距離だ。

　兄妹と言う程に近くはないが、他人と呼ぶには近すぎて、友人にだって恋人にだってその気になれば夫婦にだってなれるのだから。

「ソージ、なにぼーっとしてるの？」

「いや、何でもない」

　宗司もまた立ち上がり、キリカの隣に並んで歩き出した。

　屋上を出たところでチャイムが鳴った。




　微妙な後味を残した昼食が終わり、午後の授業を過ごし、放課後になった。

　特に何の用事もない宗司は、いつもより早めに部室へ向かった。

「うーす、来たぞ」

　部室のドアを開けるなり宗司の目に入ったのは、テーブルの上に山と積まれたチョコレートだった。大小あわせて三十箱程度はあるだろうか。その殆ほとんどは包装が解かれて一つあるいは二つというようにつままれていた。

「な、何だこれ？」

「何ってチョコレートよ」

　同じテーブルで紅茶を飲みながらチョコレートをつまむ少女──黒髪紅眼、雪のように白い肌と魔女のように黒いセーラー服──森もり塚つか一いち乃のが答える。

　彼女が部室一番乗りで、宗司が二番、他にはまだ誰もいないようだ。

「それは見ればわかる、どっちかというと量の話をしてるんだがな」

「半分とちょっとは貰もらい物よ、残りは私が興味本位で買ったもの」

「チョコレート貰ったんですか一いち乃のさん！」

「ええ、中等部の可愛かわいい子猫ちゃんと上級生のお姉さまがたからね」

　くすりと赤い唇を吊つり上あげて、しゃらりと長い黒髪をかきあげた。

　人形めいて冷たい印象を与えるいつもの仕草は、この季節に酷ひどく似合っている。

「ま、あなたも座りなさいな」

「……あ、ああ。それにしても凄すごいな」

　一乃がぽんぽんと自分の隣の席を叩たたき、宗そう司じは促されるままにそこへ座る。

「近くで見るとまた凄いな」

　チョコの山はその凄すさまじく甘ったるい匂においと相まってある種の威い圧あつ感かんすらあった。

　一乃が女性にもてる（恐らく大半は憧れに近いものだろうが）、というのは宗司にもわからなくはない。事実、すぐ傍そばから見る一乃の横顔は悲しいほどに端整だ。

　別に視線を感じたわけでもないだろうが、不意に一乃が体ごと宗司の方に向き直った。

「で、あなたは誰かにチョコをもらえたの？」

「まあ一応、ぶっちゃけ身内ばっかりだが」

「ふふっ、それなら折せつ角かくだし私もバレンタインチョコをあげるわ」

「そいつはありが……と……うぅ？」

　一乃がポケットから取り出したのは、コンビニで二十一円（税込み）にて販売されているあのチョコレートであった。

　しかし宗司が戸惑ったのはそこでない。

　おもむろに、彼女は椅い子すに座ったまま左足を上げた。膝ひざが胸に付くほどに。

　宗司は思わず上がった足と浮いたスカートの根元に視線を向けそうになったが、紳士的な忍耐力と超人的な自制心を持ってそれを阻止、視線が上うわ擦ずり泳ぐ程度で抑えた！

　一方の一乃は気にした様子もなく、しゅるりと持ち上げた左足の黒い靴下を脱ぐ。

　顕あらわになった左の足先、綺き麗れいに整った爪の形、黒いペディキュア。

　コンビニの二十一円チョコを左足の指先で器用に摘まんで宗司の鼻先へ、見せびらかすようなゆっくりとした動きで運ぶ。

　彼女が、時折見せる酷く優しい笑顔を浮かべた。

「さあ、召し上がれ」

「召し上がらねえよ！　ちょっと趣味が高尚過ぎて付いていけねえよ！」

「大丈夫よ宗司、あなたならこの程度の領域には容易たやすく到達する。私は信じてるわ」

「そんな信頼いりません！」

　疲れてきたのか、左足をそのまま宗司の肩に置き一乃は小首を傾かしげた。

「おかしいわね、『女子高校生の生足をペロペロしたいと思っている男子高校生は全体の約七割』とペンギン子先生の恋愛テクニックに書いてあったのに」

「おれは三割の方なんだよ。多分な」

　視線を一いち乃のの肩より下に下げないよう努力しながら宗そう司じは言った。

「……チョコレートを食べるフリをして少しぐらいペロペロしても許してあげるわよ」

「まあ恥じらい顔ではしたない発言」

「因ちなみに、本日は一分丈のスパッツを着用しているのであなたが期待しているようなものは見えないわよ」

「うるさいよ！」

「さて冗談はここまでにしましょうか」

　ひょいと宗司の肩から足をどけ、指先で挟んだチョコを食べ靴下を履きなおす。

　彼女は何事もなかったような涼しい顔でチョコが山と積まれたテーブルに向き直る。

「私だけじゃ食べきれないから、あなたも手伝いなさい」

「はいはい、まったくいらん小芝居しやがって」

　溜ため息いきを吐つき、宗司もチョコの山に向かった。何だか今日はチョコを食べてばかりいるなと思いながらも一乃に協力して適当なチョコをもくもくと食べる。

「丁度良いわ、あなたの分も紅茶を用意してきてあげる」

　程なく、紅茶がポットごと用意された。まだ湯気の立つ紅茶をカップに注いで飲むと普段よりもかなり濃い目に淹いれてあるのがわかった。

「甘いチョコレートにはこの方が良いでしょう？」

「ああ、悪くない」

「次はこれなんてどうかしら、市販品だけれど一つ食べてごらんなさい」

　紅茶を飲んでほっと一息吐いている宗司に、一乃が一口サイズのトリュフチョコを指先で摘まんで差し出した。

「はい、あーんなさい」

「……あーん」

　若じやつ干かん感覚が麻ま痺ひしている宗司は、足よりマシだと素直にあーんされる。

　食べさせられたトリュフの感想はと言うと。

「ビター……っていうか、これ表面が少し焦げてるんじゃないのか？」

「えっ、そ、そんなことないと思うのだけれど」

　びっくりしたように、一乃はトリュフが入っていた白いシンプルな箱を見る。十個入りの箱で宗司が一つ食べて残りは九個だ。

「確かに、買って来たチョコが焦げてるってのも変だな？　そういう味付けか？」

　首を傾かしげて手を伸ばし、箱からまた一つトリュフを取って食べる。

　やはり、苦味が強い。若じやつ干かん焦げの匂においがするが、そういう味だと言われたら納得するレベルではある。

　一いち乃のも同じくトリュフを食べ、何な故ぜか額に手を当てて溜ため息いきを吐ついた。

「そうね、少し焦げてる感じがするわね……失敗だわ」

「何だ一乃は苦いの苦手なのか？　おれは結構好きだぜこの味……最近、ゴーヤもちょっと平気になったしな」

「それなら、良いのだけれど」

　口では言うが、一乃の眉まゆ根ねは下がり少し残念そうな顔をしている。

「……上う手まく出来たと思ったのに」

　誰にも聞こえないぐらい小さな声でぽつりと呟つぶやいた。

　更に同じタイミングでガラリとドアの開く音がし、一乃の呟きは完全にかき消された。

「やほー、来たよ」

「こんにちは、」

「珍しいですね兄さまの方が早いのは」

「うなー、しょくいんかいぎ、さぼって、フェルせんせいのとうじょうだー」

「自慢しないでくださいまし不良教師」

　ぞろぞろと、キリカにリリス、フェルとリアが部屋に入って来た。

「わあ！　凄すごい量のチョコだねっ！　食べて良いの？」

「むしろ食べてくれると助かるわ」

「だな、おれと一乃だけじゃ絶対食べきれない」

「ではリリスもお手伝いしましょう」

「やったー、おやつだいが、ういたぞー」

「チョコレートも色々ありますのねえ」

　ゲーム同好会の面々が勢ぞろいし、テーブルを囲む。

　紅茶をポットにたっぷりと淹いれなおし、どことなくお茶会めいた雰ふん囲い気きになって来た。

　チョコの甘さと紅茶の匂い、他愛ないお喋しやべりで満ちた放課後。

　逆に宗そう司じはそのガールズトーク的な雰囲気が居心地悪く、下を向いてチョコの処理に没頭することで気配を消した。

　ふと思い出したように、一乃が言う。

「そういえば、あなたたちはちゃんとチョコレートを渡せたのかしら？」

「キリカさんはばっちり本命を渡したよっ。リリスはどう？」

「当然ですがリリスも本命チョコを渡しました、」

「本当はリリス自身も渡したかったのですがそこは失敗です」

「うなっなっー、フェルせんせいに、すきはない。とうぜん、ほんめいちょこを、わたしてきたぜ。いいふんいきにもなったぜ」

「わたくしも本命を渡せましたわ……人前でしたので少し恥ずかしかったですけれど。そういう一いち乃のはどうでしたの？」

「私は……そうねえ」

　一乃の赤い瞳ひとみが宗そう司じを見た。

「一応、渡せたみたいよ」

　もくもくとチョコレートを食べていた宗司がふと、視線に気付いて顔を上げた。

　一乃だけではなく、キリカも、リリスも、フェルとリアも宗司を見ていた。

　じっ、と唇に小さな笑みを浮かべて見詰めていた。

「……何だよ？」

「大したことじゃないわ」

　しゃらりと一乃が長い黒髪をかき上げる。

「あなたは幸せ者だということよ」

　それがずっと続くとは限らないけれど──一乃は続きの言葉を胸中でだけ呟つぶやいた。

　そして苦いトリュフを一つ食べる。

　あるいは、それが恋の味なのかもしれないと彼女は思った。






追憶　十二　三月、ごく個人的な世界の終わり






「あなたを愛している」

　三月の終わり、ゲーム同好会の部室、窓の向こうには満開の桜。

　そして森もり塚つか一乃と白しろ崎さき宗司。

　テーブルに向かいあって座る二人、春風に乗り部室の中に入ってくる桜の花びら。

　紅茶のカップの中に、桜色が一つ小さく落ちる。

「いつの間にか愛していた」

　長い黒髪、赤い瞳に白い肌。魔女のように真っ黒なセーラー服。目の前の紅茶に手をつけず両手を顎あごの下に組んで白い湯気が消えていくままに任せている。

　少し斜めに、気だるげに、彼女は言う。

「でも、あなたが私を愛していないことも知っている」

　対面に座る宗司は、困ったような顔をして桜の花びらが浮かぶ紅茶を飲む。

　浮かぶ桜に意味はなく、桜の味も香りもないただ在るだけだ。

「別に、あなたに何かを求めているわけではないわ。今すぐ誰か一人を選べと言うつもりもないの。正直に言えば、いつまでもこんな関係が続けば良いと思う。あなたには感謝しているわ、あなたが中心にいるから『私たち』は纏まとまっている」

　赤い唇に僅わずかな皮肉が宿り、赤い瞳ひとみに僅かな哀かなしみが宿った。

「だから『私たち』の中の誰かを選ぶなら何も言わない。終わりが来たら善良な人間なんて辞めて遠えん慮りよなく、私を捨てなさい」

　そこまで言って、彼女はようやく忘れられたような紅茶を飲んだ。

　ふぅと静かな溜ため息いきがテーブルの上にあった桜の花びらを散らした。

「おまえが最後だった」

　宗そう司じは言った。

「最初はキリカで、次はリリスで、その次はリアで、その次はフェル先生、最後に一いち乃のが言った。同じようなことをな」

　困ったような顔が、明確な困り顔に変わり彼は頭を抱えた。

「そんなこと言われたら誰か一人とか選べるわけないだろ！　どうしろってんだよ！」

「でしょうね」

　しゃらり、一乃が長い黒髪をかき上げて……視線を逸そらした。

「完全に出遅れたわね、まさか他の女も同じ手を使っているとは思わなかったわ」

「はい？」

　宗司が一乃を見る。彼女の横顔は窓の外、いや、もっとずっと遠い場所を見ているようだった。というか、目が泳いでいる。

「だってあなた、ああいう言い方をされたら絶対に私を捨てられないでしょう？」

「……あ！」

　今更気付いたように、宗司は掌てのひらを打つ。

「おれ、はめられてる！」

「大正解よ！」

　振り向いた一乃が、ぱちぱちぱちと拍手をしてくれた。

「そうか……はめられてることがわかっても何の解決にもならないじゃないか！」

「それも大正解よ！」

　宗司はもう一回頭を抱えたが、一乃は暢気のんきに拍手をしている。

「ところで、私以外には何て答えたのかしら？」

「……返事できずに、誤ご魔ま化かして逃げました」

「そう」

「次の日から、みんな、ちょっと優しかったです」

　それはそうだろう、自分の仕掛けた罠わなにあっさりとはまってくれたのだ。

「情けない男ね」

　僅わずかに、一いち乃のが微笑ほほえんだ。

　彼女の白い指先がテーブルに落ちた桜の花びらを一枚摘まみあげ、赤い唇に当ててふっと息を吹きかける。ふわりと浮かび、ひらりと、桜色の花弁が落ちる。

「考えてみれば奇妙な関係ね」

「そうか？　いや、そうだな」

「既すでに私たちの間にまともな意味での恋愛関係は成立しないわ。私たちは近くなりすぎてしまった。恋愛や友情という関係で割り切ってしまうには何もかもが近くなりすぎた。一つの集団としての共生関係に近い」

「家族みたいだな」

「似たようなものかもしれないわね」

「ようやく理解できた、おまえらは欲張りなんだ。自分が欲しいと思ったものは全部手に入れなきゃ気がすまないんだな」

「今更気がついたの？　そう、私たちはとても欲張りなの。だから欲しいと思ったものは全部手に入れるし、欲しくないものならばそれがどんな大きなモノでも躊ちゆう躇ちよなく投げ捨てる。いらないものは、絶対にいらない」

　笑顔が優しいものへと変化した。

「この関係を続けるためには、あなたが必要」

　テーブルの上に、彼女が身を乗り出し宗そう司じへ向けて両腕を伸ばした。

　それでもまだ距離が足りないので、彼女は膝ひざを上げてテーブルの上に乗る。

「はしたないな」

「私たちは欲張りなの」

　殆ほとんどテーブルの上に寝そべるようにして、一乃は宗司の背中へ手を伸ばす。

「だから、どんな手段を使ってでも──あなたを絡め取る」

　顔を近付け、唇を寄せた。

　赤い唇は柔く、注がれる吐息は熱く。

　徴しるしを刻むように、彼女の歯が下唇を嚙かんだ。

　口の中に血が混ざる。

　口付けは熱く──血の味がした。




　不意に太鼓の音が聞こえた。




　雨音に似た一定のリズム、抑よく揚ようのない音色、遠く静かに染み込むように響く。

　時が凍りついたように全すべての景色が色をなくす。

「選択の時間です」

　モノクロームの世界に、レインコートの少女が居た。

　フードから零こぼれる白い髪、達観したような赤い瞳ひとみ、幼い体──テス。

　初めからそこにいたように、部室の窓辺に腰掛けてテスはこちらを見ていた。

　宗そう司じは凍り付いた一いち乃のから顔を遠ざけ視線を外し、窓辺を見る。

　テスの赤い瞳を見詰めても、そこから何も読み取れはしなかった。

　席を立つ、歩く、テスの前に立つ。

　彼は酷ひどく満足そうな、為なすべきことをやり遂げたような顔をしていた。

「おれは最初から『誰も選ばない』つもりだった。大前提として、おれが誰か一人を選んでしまえばこの集団は壊れる。おれは道化でなければならかった、構わんさ、それであいつらが喜ぶならその程度の道化芝居は喜んで続けよう」

　窓まど枠わくに座るテスと宗司の目線の高さは同じだ。

　宗司が眼前に立つのを待っていたように、テスはぺちぺちぺちと気のない拍手をする。

「《怠惰テペリス》さんのネタバレコーナー、パートつー」

「何となく、そろそろ来るんじゃないかと思っていたよ」

　十月に彼女は『半分終わりました』と言ったのを覚えていた。

「選択の時間か」

「はい、時間です」

「『誰も選ばない』おれに選べというのか」

「はい、選びます」

「何を？」

「世界の終わりを」

　太鼓の音がする。

　テスが小さな手を宗司に差し出し、宗司はその手を取った、

　太鼓の音がする。

　太鼓の音が体に染み込んで来る。太鼓の音が白い炎のように視界を塗り潰す。

　太鼓の音が──




　次に気がついたとき宗司は空に浮かんでいた。

　モノクロームのがらんとした部屋、ふわふわと宙に浮かぶ宗司の体は半透明でまさしく幽霊のようだった。

「幽霊ではない、意識体、似たようなものだけどテスは幽霊を見たことがないので同じものであると断言することは出来ない」

　隣には同じ状態のテスが浮かんでいた。

　そして、床の上には。

「……おれ？」

　モノクロームの白しろ崎さき宗そう司じが、赤い槍やりに貫かれ縫い付けられていた。

　白い手袋をつけた右手と左手を二本の赤い槍が貫いていた。

　その槍だけがこのモノクロームの部屋で唯ゆい一いつ色を持っている。

「『零白夜ラスト・エレメント』の力はとても強い。世界を終わらせる『停止』の力」

　宗司の周囲にはモノクロームの女たちが眠っていた。

「森もり塚つか一いち乃のの『煉獄カサルテイリオ』と、沢さわ村むらキリカが『道化師の栄光バツド・ジヨーク』により完璧にコピーしたもう一つの『煉獄カサルテイリオ』があってギリギリ互角」

　モノクロームの一乃が、キリカが、リリスとリリスが、フェルが、リアが。

　死体のように人形のように忘れられた傘のように宗司の傍そばで眠って──停止している。そして室内でただ一人、未いまだ停止していない存在。

　テスの肉体が、部屋の片隅でからくり人形のように太鼓を叩たたいていた。

　モノクロームの世界に音はない、停止した世界に音はない、太鼓の音は響かない。

「思い出しましたか？　とテスは白崎宗司に聞きます」

「……ああ」

『零白夜ラスト・エレメント』白崎宗司──世界の全すべてを凍りつかせる『永遠の使者』

『煉獄カサルテイリオ』あるいは『道化師の栄光バツド・ジヨーク』あるいは『第一世界シユレデインガー』

　世界に正常なる終末をもたらす『運命の死神』

　本来ならば相容れることはなかったであろう、敵対存在。

「思い出したよ、おれたちは夢を見ていたんだな」

「そう、テスが紡つむいだ夢の世界に、彼女たちの願いが叶う夢の中に、貴方あなたはいた」

　もしも彼女たちに異能がなく、何の運命も宿命もなく、もう少しだけ早くお互いが出会えていたならば──もしも一乃たちが普通の少女だったら。

　そんな夢を、見ていた。

　部屋のドアが開いた。

　ドアは文字通りの意味でドアであり、何よりも境界線であった。

　ドアよりこちらはモノクローム、永遠の停止した世界。

　ドアよりあちらはカラフルな、正常な死に行く世界。

　正常の側から、ドアを開けたモノたちは永遠のこちらを眺めていた。

　一人はナース服を着た三つ編みの女。

　一人はリリスで、また一人リリス。

　そして最後に、白崎宗司。

「……ウサ子と、『第一世界シユレデインガー』で増殖した別のリリスか」

「今のウサ子はスズと名乗っています。アスモデウス、スが二つでスズ」

「あの『おれ』は誰だ。おれに似ているけれどおれじゃないな」

　正常な世界の『宗そう司じ』が、本物ではないと彼は見抜いていた。

　細部が違う、正常の側に居る『宗司』は犬歯が長く瞳ひとみが赤色を帯びている。

「人化した《狼アプリストス》──『煉獄カサルテイリオ』の獣たち唯ゆい一いつの男性格にしてあなたのオルタナティブだとテスは明かします」

　オルタナティブ──代用品。

「彼らはあちら側から、こちら側を守る役割を背負いました」

『零白夜ラスト・エレメント』の力は二本の『煉獄カサルテイリオ』により殆ほとんどを封じられた。

　世界を永遠にするはずだった『停止』の力は、この部屋一つを終わらせただけで途切れてしまった──一いち乃のたちを巻き込んで。

　あるいは、巻き込まれたのは宗司の方なのかもしれない。

「彼女たちはとても欲張りなのです、だから、自分の欲しいものは絶対に手に入れる」

　モノクロームの世界に眠る一乃たちの顔を、順番に宗司は見た。

「欲しくないものは、いらない。欲しいものだけ、あればいい」

　彼女たちは満足そうな顔をしているように見えた。

「使命でも宿命でも、ましてや正義や世界のためでなく、彼女たちは自らの欲望のために『零白夜ラスト・エレメント』を殺さねばなりませんでした」

「『零白夜ラスト・エレメント』は殺されていない、封じ込められているだけだ」

「はい、殺しきれませんでしたとテスは肯定します。ですがそれは想定内でした、我らが主あるじ『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃、完全なる模も倣ほう者『道化師の栄光バツド・ジヨーク』沢さわ村むらキリカ、そして無限たる『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリスではまだ足りない。第一罪はきちんと理解していました」

　理解しながら実行したということは、不足分を埋め合わせる手段を得たということだ。

「あなたです、『零白夜ラスト・エレメント』ではない白崎宗司」

　宗司がテスを見た。テスもまた、表情もなく彼を見ていた。

「夢の中で、ただの白崎宗司として暮らしたあなたがいる。『零白夜ラスト・エレメント』としての使命と宿命に絡め取られた囚しゆう人じんではないあなたがいる」

　再び、宗司は一乃たちを見た。構わずテスは語り続けた。

「この夢を完成させる最後の断片。夢の中に閉じ込められてただの白崎宗司として過ごしたあなたならば、かつてほどに『零白夜ラスト・エレメント』の使命と宿命に囚とらわれていない──そう、『零白夜ラスト・エレメント』よりも、『私たち』を選ぶと信じた彼女たちの罠わな」

　一乃たちは笑っていた。

　世界の終わりに閉じ込められて、笑っていた。

　自らの欲したものを手に入れるためだけに、彼女たちは世界を終わらせた。

　一部屋だけの、彼女たちが望んだ世界の終わり。

　それを呼ぶならば──




「ごく個人的な世界の終わりか」




　テスが頷うなずく、フードから零こぼれた白い髪が揺れる。

　彼女は問うた。

「選択の時間ですと、テスは言います」

　宗そう司じがテスを見た。

　テスは何も変わらず、フードの中から達観したような目で宗司を見ていた。

「『零白夜ラスト・エレメント』はとても強い。だから、夢の貴方が真実に気付き、目覚めを望めばこの小さな世界の終わりは消えてなくなる。貴方あなたは『永遠の使者』としての使命を果たし、『運命の死神』は今度こそ貴方と滅ぼし合うしかないでしょう」

　選択の時間。

「『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗司──貴方は、夢を見ますか？」




　太鼓の音がした。




「と、いう夢をお兄ちゃんは見たんだがどう思う？」

　朝食のトーストを齧かじりつつ、ふと思い出したように彼──白崎宗司は問うた。

「おいたわしや兄さま、」

「中学を卒業したばかりだというのに中二病に感染されるとは」

　対面に座る双子の妹、リリスとリリスは小さな唇に運ぼうとしていたオレンジジュースのグラスを置き、揃そろって涙を拭ぬぐうような仕草をした。

「しかしご安心ください、このリリス、」

「兄さまのためなら中学一年生にして中二病に目覚めるのもやぶさかではありません」

「そんな気遣いはいりません！」

「ククク、リリスの右目に封印された暗黒竜『ティアマト』の目覚めは近い」

「ククク、リリスの左目に封印された邪神竜『アジ・ダハーカ』の目覚めは近い」

　兄の叫びを華麗にスルーし、リリスたちはそれぞれ片目を抑えて不敵に笑う。

　宗司は頭痛を抑えるように眉み間けんに指を当てた。

　無表情かつ淡々と発せられる中二病台詞ぜりふは大変にシュールだ。

「お兄ちゃん、最近リリスのことがよくわからない」

「ご安心ください兄さま、」

「最近ではなくずっと昔から何一つわかっていません」

「何一つ安心できないよ！」

　今度は無表情かつ淡々と凄すごい毒を吐かれた。

「ですが更にご安心ください兄さま、」

「リリスは兄さまの全すべてを理解していますから」

「それはそれで不安になる回答だ」

「具体的には兄さまが押入れの奥に隠している本のことも、」

「パーフェクトにリリスは把握しています」

「それは把握されたくなかったな！」

「ふふん、です」

「ふふん、です」

　揃そろって自慢そうに、リリスとリリスがぴっこりと薄い胸を張った。

　袖を通したばかりの制服──胸元に青いリボンがついたペールオレンジの変形ブレザー姿が可愛かわいらしかった。

「……あれ？」

　奇妙な既視感を覚え、宗そう司じは首を傾かしげる。

「どうされました兄さま？」

　合わせるようにリリスとリリスも小首を傾げた。

「いや、大したことじゃない。リリスの制服姿を見るのは今日が初めてのはずなのに、何だか見覚えがあるなと思っただけだ」

　すぐに、その理由には辿たどり着いた。夢の中でずっと見ていたのだ。

　宗司はスープを一口飲み、苦笑する。

「これから入学式だってのに一足早く高等部一年生を体験した気分だ」

「まるで予知夢ですね」

「そりゃ良いな、銀髪巨乳の幼馴染がいつのまにか出来てるのか」

「そうですか兄さま、」

「兄さまは銀髪巨乳の幼馴染が欲しかったのですか」

　宗司の軽口にリリスとリリスはムッとしたのか、表情や声の調子こそ殆ほとんど変化はないものの視線が少し冷たくなった。

「残念ですが兄さまにいるのは黒髪ロングで乳は貧しく、」

「地じ獄ごくの泥を煮詰めたような性格の邪じや悪あく系幼馴染だけです」

「……おまえの幼馴染でもある相手にそこまで言うか」

「冗談です、いえ、半分以上本音ですが、」

「リリスは決して彼女を嫌っているわけではありませんよ」

「知ってるよ」

　小さく笑い、宗そう司じは時計を見た。

「ちょっと急いだ方が良いか、そろそろあいつが来る時間だ」

　言うなり、チャイムが鳴った。

「ナイスタイミングですね」

「ああ、ナイスタイミングだな」

　軽く肩をすくめ、宗司は幼馴染の彼女を迎えるために席を立つ。

「にしても、あいつも律りち儀ぎな奴やつだよな幼馴染ってだけで毎日来るんだから……あれ？」

　奇妙な違和感を覚え宗司は首を傾かしげる、二度目のチャイムが鳴る。

「どうされました兄さま？」

「早く行った方が良いのではありませんか、彼女を迎えるのは兄さまの仕事ですよ」

「あ……ああ、わかってる」

　頷うなずく宗司──そもそも、おれに幼馴染なんていたか？

「本当にどうしたのですか兄さま、」

「まだ夢でも見ているような顔をしていますよ」

「何を言ってるんだよ、ちゃんと目は覚めてるっての」

　パタパタと手を振り否定すると、リリスとリリスは悪戯いたずらっぽく唇を吊つり上あげ言った。

「ひょっとしたら、ここはまだ夢の中かもしれませんよ、」

「夢の中の夢の中の夢の中の夢の中の夢の中の夢の中の、ぐらいかもしれません」

　くすくすと、リリスが笑う。

「世界が終わるまでずっと──兄さまはリリスと一緒に夢の中」

　もしも、ここが夢の中ならば普通は目覚めたいと思うかもしれない。

　だが不思議に、宗司はそう思わなかった。

「……あー、夢なら夢で良いんじゃないか？　別にこの世界に不満はないしな」

「はい、ここが夢の中なら、」

「リリスにあーんなことや、こーんなことをしても許されますし」

「許されねえよ」

　結局そこに行き着くのかと宗司は色々諦あきらめた溜ため息いきを吐つくと話を切り上げ、丁度三度目のチャイムを鳴らした幼馴染を出迎えに玄関へ向かった。

　ピンポーン──

「悪い、待たせた」

　言いながら、宗司はドアを開けた。

「遅いわ、でもまあ折せつ角かくの入学式ですもの許してあげる」

　開くドア、溢れる朝陽、静かに微笑ほほえむ幼馴染の姿。

　しゃらしゃらと揺れ、キラキラと輝く長い黒髪。

　赤い瞳ひとみと、真っ白な肌、真っ黒なセーラー服。

「おはよう、一いち乃の」

　宗そう司じが言って、彼女も言った。

「おはよう、宗司」




　彼女は咲いたばかりの桜のような微笑ほほえみを浮かべて問うた。




「良い夢は見られたかしら？」




　静かに微笑み返して宗司は答えた。




「ああ、良い夢だった」




　そして新しい日常が始まり。

　夢のような日々は続く。






日誌　一　口笛が聞こえる






　口笛が聞こえる。

　自殺志願者の歩みめいて陰いん鬱うつなメロディが聞こえる。

　口笛を吹くのは十三歳程度の真っ白な女の子。

　陰鬱なメロディとは裏腹に足取りは軽く、顔には微笑みすら浮かんでいる。

　彼女は光を浴びた雪に似た美しい白髪を、純白のワンピースの裾すそを、足取りに合わせ弾はずむように揺らしながら。

　右手に季節外れの向日葵ひまわりを一つ、どうしてか握って。

　少女は荒あら谷や学園第三旧校舎の廊下を口笛と共に歩む。

　やがて、ゲーム同好会部室の前で足を止める。

　彼女は部室のドアに手をかけ、モニュメントを除幕するように大おお袈げ裟さに開けた。

「わたしは森もり塚つか終つい乃の、十三歳」

　名乗りと共に、剣の如ごとくに右手の向日葵を突きつける。

「幼子に死を、眠り人に目覚めを、世界に終わりを与える『運命の死神』」

　だが反応はない、部室には誰も居ない。

　更に言うならば部室中央に置かれた古びたテーブルにはうっすらと埃ほこりが積もり、この部屋がしばらく使われていないことを示していた。

「やっぱり、いないよね」

　彼女にはその無反応すら予想のうちであったのだろう。

　部室には誰も来ていない、それが確認できれば充分とばかりに一人頷うなずく。

「全すべてを捨てて甘い夢の中へ、か」

　その場に居ない誰かへ向けるように、彼女は微笑ほほえんだ。

「夢は素敵だよね、とても素敵。でも、終わらない夢は夢じゃないよ」

　ふわり、右手の向日葵ひまわりを彼女はテーブルの上に投げ落とす。

　しゃらり、長い白髪をなびかせ揺らして背を向ける。

「だから、わたしがその夢を終わらせる」

　言葉と共に、彼女が指を一つ鳴らした。

「咎とが人びとを焼け──『断罪の鎮魂歌アンフェール・アンジュ』」

　向日葵が黒い炎に包まれ焼き尽くされる。

　後に残ったのは一握りの灰だけ。

　彼女は振り向かずに再び歩き出す。

　陰いん鬱うつな口笛を吹きながら、弾はずむような軽い足取りで歩む。




「会いに行くよ、一いち乃のお姉ちゃん」




『断罪の鎮魂歌アンフェール・アンジュ』森もり塚つか終つい乃の──純白の少女。

　だがここに他ならぬ森塚一乃がいたならば、首を傾かしげたであろう。

　おおよそ彼女自身が知る限り、森塚一乃に妹はいない。

　だが森塚終乃は確かにここに存在する。

　彼女は存在しえなかった存在。

　純白のイレギュラー。

　何処いずこかより現れた死神。

「逃げられないよ『零白夜ラスト・エレメント』、運命はあなたを逃がさない」

　弾むような足音がする。

　陰鬱な口笛が響き渡る。

　やがてまた荒あら谷や学園第三旧校舎は静まり返る。

　彼らの帰りを待つように、ただ、静かに……静かに…………






呪じゆ詛その如ごとく響けや我が祈り（と、書いてあとがきと読むが良い）






「フハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　いつもの倍以上に高笑いしておる毎度おなじみ嵐の夜に生まれし（略）な我輩である。ようこそ我が信徒たちよ静寂と安寧に満ちた堕落せし暗黒神殿へ」

「……久しぶりでも相変わらずの平常運転ですね」

「なお、当十巻は『十冊目だし最終回っぽい話でもしてみるか』という我輩の思い付きによって執筆されたが、別に最終巻でもなんでもないので注意が必要である」

「こうなったら行けるところまで行ってしまうのもありかとは思います」

「この記念すべき十巻と同時期に、なんとドラマＣＤの三枚目『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌ドラマＣＤその三・終止線の向こう側』も発売であるぞ。今回も我輩の我輩による我輩のためのシナリオが声優さんとＣＤ会社の皆さんの力により三倍となっておる。更にイラストレーターさんによる凄すごいイラストがついておるぞ」

「シナリオギリギリで……本当に、苦労を…………」

「フハハハハハハ！　ああ、めでたい、実にめでたいことではないか。我輩の暗黒神への祈りも普段の三倍であるぞ」

「過程はともあれ、確かにおめでとうございます。この後にも別シリーズ『バロックナイト』の新刊、ドラマＣＤ、コミカライズ版と色々控えてますよ」

「フッ、それもまためでたいことであるな。我輩が締め切りとかその辺で半分泣きそうになっていることを除けば実に良いことだ」

「頑張ってください。締め切りに遅れれば遅れるほど、迷惑をかける人が増えますよ」

「クククッ……そういうプレッシャーのかけかたマジ勘弁して、胃が痛くなるから」

「頑張れっ、応援してるぞっ」

「うわすんごい笑顔」

「因ちなみに、この十巻目でデビュー以来通算二十冊目の本です」

「もう二十冊も本を書いていたのか……しかし、だ、担当編集よ」

「どうしました、真面目な顔をして」

「我輩……いつまでも嵐の夜に（略）とか言ってる場合なのだろうか」

「本気でどうしたんですか！」

「ふっ、我輩……いえ、ボクも大人になったということですかね」

「そうですか（え、なに、壊れた？　病院？　いや、それよりもＭＦ文庫Ｊ編集部謹製座敷牢に幽閉して改造手術を）」

「次は新月、いや、蝕しよくの夜？　玻は璃りの翼とか黄昏たそがれ、雷鳴轟とどろきしも良いなあ」

「……はい？」

「新しい名乗りですよ。ほら、シリーズ十冊目、通算二十冊目を記念して改名でもしようかなと思いまして。そうだ！　折角ですからこれアンケートで募集しましょうか！」

「………………」

「どうしました、『ああ、こいつ骨の髄までもう駄目だ』と言わんばかりの顔をして」

「いえ、ちょっと安心しただけです。アンケートの件はまあ考えておきます」

「クックックッ、我が暗黒神の為ためにもよろしく頼むぞ担当編集よ」




　さて、あとがきに余裕があるため物もの凄すごく久しぶりに謝辞を述べたいと思います。

　まずは読者の皆さん応援ありがとうございます。おかげさまで、ついに一いち乃のさんシリーズが十冊目に突入しました。

　イラストのほんたにかなえさん、お忙しいにもかかわらずスッテキーなイラストをありがとうございました。最近原稿が遅れがちで申し訳ないとさり気なく謝罪しておきます。

　担当編集さん、校正の方、またメディアミックスに関わっていただいた様々な方々、ありがとうございました。
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